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Ⅰ．建学の精神・大学の基本理念、使命・目的、大学の個性・特色等 

1．建学の精神 

 教育の使命は、個性を啓培し伸長し、優秀な人材を育成するところにある。修文学院の発祥

は、「国家・社会に貢献できる女性の育成」を建学の精神とした昭和 16(1941)年に吉田萬次に

よって創立された一宮女子商業学校に始まる。爾来70年余にわたってこの言葉は大切にされ、

一宮女子高等学校、一宮女子短期大学など女子教育のための建学の精神として受け継がれてき

た。 
近年の少子・超高齢社会の進展や健康への関心の高まりなど、社会の急速な変化に対応する

ため、より高いレベルの知識、技術を持った人材の育成が求められている。そこで、一宮女子

短期大学の 50 年以上にわたる栄養士養成の伝統と実績を生かし、平成 20(2008)年 4 年制大学

である修文大学（以下 本学）を開学し、健康栄養学部を開設した。以降、平成 28(2016)年に

は看護学部を開設した。 
開学にあたり、我が国はもちろん、世界的に男女共同参画社会の実現という国家的・社会的

な要請に応えるかたちで共学とし、同時に建学の精神を「国家・社会に貢献できる人材の育成」

と改めた。この新しい建学の精神に基づいて、「人間を重視し、人間の生き方の創造に貢献で

きる人材の育成」を本学の教育理念とした。 
建学の精神に基づいて本学の教育姿勢は建学以来一貫して変わらず、有為な人材を社会に送

り出している。 
建学の精神の実現のために、専門的教育だけではなく、人間同士のつながりなど精神的・社

会的側面も理解して人間関係を構築できる総合的な力の育成に努めてきた。そのため、教育課

程の中にコミュニケーション論、カウンセリング論などの授業科目を設定し学生に履修をさせ

ている。このような人間重視のカリキュラムは本学の教育理念であり社会的使命である人間教

育・職業人教育を具現化させたものである。 
◇エビデンス集 資料編【資料 1-1-1】令和元(2019)年度学生便覧（健康栄養学部） 
◇エビデンス集 資料編【資料 1-1-2】令和元(2019)年度学生便覧（看護学部） 
◇エビデンス集 資料編【資料 1-1-3】令和元(2019)年度シラバス（健康栄養学部） 
◇エビデンス集 資料編【資料 1-1-4】令和元(2019)年度シラバス（看護学部） 

 
2．使命・目的 

平成 31(2019)年に改訂された修文大学学則第 1 条において、「本学は、教育基本法並びに学

校教育法に準拠し、広く知識・教養を授けるとともに、深く専門の学芸を教授研究し、平和社

会の発展と福祉に貢献することのできる社会に有為な人材を育成することを目的とする。」と

定めている。 
経済活動のグローバル化が加速する一方で、少子・超高齢化がすすむ日本社会。本学はこれ

からの時代にさらなる拡充が求められる医療・健康等の各分野で活躍できるスペシャリストの

育成を目指している。それぞれの専門的な学問領域がリンクする環境で、今後の社会で求めら

れる力を学生に身につけさせるのが本学の使命・目的である。 
◇エビデンス集 資料編【資料 1-2-1】修文大学学則 
◇エビデンス集 資料編【資料 1-2-2】令和元(2019)年度学生便覧（健康栄養学部） 
◇エビデンス集 資料編【資料 1-2-3】令和元(2019)年度学生便覧（看護学部） 
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◇エビデンス集 資料編【資料 1-2-4】令和元(2019)年度シラバス（健康栄養学部） 
◇エビデンス集 資料編【資料 1-2-5】令和元(2019)年度シラバス（看護学部） 
 
3．大学の個性・特色等 

本学では広い教養と高い専門的技術を身に付けた社会に貢献できる近代女性の育成に開学

以来努めてきた。現在では学術研究の高度化等に対応した職業人の育成を主眼に、人間の生き

方についての包括的理解・考察を深め、生活の質の向上に貢献するという考え方を基本とし、

個人がその能力と資質を最大限発揮して、社会に貢献できるような職業人の育成を目指してい

る。 
修文大学はもちろん、併設されている修文大学短期大学部それぞれの学部・学科の専門領域

がリンクする学びの場でスペシャリストの育成を目指している。そのため、多くの出会いや学

生同士が切磋琢磨し合える環境にあるのが特筆すべき点である。 
また、小規模校であるがゆえ実習や学生生活の中の課題や問題を学生の主体性を尊重しなが

ら、教職員がきめ細かくサポートできる環境にあるのも本学の大いなる特色である。 
◇エビデンス集 資料編【資料 1-3-1】令和元(2019)年度学生便覧（健康栄養学部） 
◇エビデンス集 資料編【資料 1-3-2】令和元(2019)年度学生便覧（看護学部） 
◇エビデンス集 資料編【資料 1-3-3】令和元(2019)年度シラバス（健康栄養学部） 
◇エビデンス集 資料編【資料 1-3-4】令和元(2019)年度シラバス（看護学部） 
 
Ⅱ．沿革と現況 

1．本学の沿革 

一宮市は繊維の町として毛織物産業を中心に発展してきた。医師でもあり、政治家であった

本学の創設者・吉田萬次は青少年教育の必要性を感じていた。しかしながら、それを支え潤す

社会基盤となる人材の教育体制は誠に貧弱で教育不毛を感じていた。そのため、商工業都市で

まず緊急であるのは実務教育であるとの思いから、愛知県に対し男子と女子の商業学校を設置

するように求めた。昭和 13(1938)年に県立の男子商業学校は設立されたが女子の学校は見送ら

れた。 
また、吉田萬次は、女子を対象者とした商業学校の必要性を強く感じていたため、昭和

16(1941)年私財を投じ「国家・社会に貢献できる女性の育成」を建学の精神として、現在の修

文女子高等学校の前身にあたる一宮女子商業学校を創立した。 
昭和 30(1955)年、尾張西部地域の女子高等教育の振興と女性による文化の向上を図るため一

宮女子短期大学（現 修文大学短期大学部）を開学し、被服を主とした家政科を設けた。昭和

32(1957)年には、栄養士養成施設の指定を受けた栄養専攻を設け、昭和 37(1962)年には、幼児

教育の推進を図る地元の要請を受け幼稚園教諭養成と保母を養成する目的で保育科を設けた。

昭和 44(1969)年には、働く女性の向学心に応えるため働きながら学べる昼間二交代制で修業年

限 3 年の短期大学（家政学科第三部・幼児教育学科第三部）を開設した。 
その後、食育基本法の施行、栄養教諭制度の創設、医療制度の改革、生活習慣病の有病者数

と予備軍の急激な増加、栄養バランスの偏りによる疾病の増加など食物や栄養に関する社会環

境の大きな変化に対応するため、短期大学の栄養士養成課程を 4 年制大学に改組転換し、健康・

栄養に関する高度な専門的知識と技術を修得する管理栄養士養成施設として修文大学健康栄
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養学部を平成 20(2008)年 4 月に開学した。 
平成 28(2016)年 4 月には、先端医療の高度化や医療現場における専門分化の急速な進展と多

様な領域の医療専門職を養成する必要性、多職種が協働しながらチームで医療を行う医療現場

の現状に応えるために看護学部を開設し現在に至っている。 
◇エビデンス集 資料編【資料 1-1-1】令和元(2019)年度学生便覧（健康栄養学部） 
◇エビデンス集 資料編【資料 1-1-2】令和元(2019)年度学生便覧（看護学部） 
◇エビデンス集 資料編【資料 1-1-3】令和元(2019)年度シラバス（健康栄養学部） 
◇エビデンス集 資料編【資料 1-1-4】令和元(2019)年度シラバス（看護学部） 
◇エビデンス集 資料編【資料 1-1-5】地域に根づく教えここに～一宮女学園の歩み～ 

 
以下に本学の年表を載せる。 
昭和 16(1941)年 4 月 「一宮女子商業学校」創立（創立者：吉田萬次） 

昭和 23(1948)年 4 月 学制改革により「一宮女子商業学校」を「桃陵女子高等学校」に校名変更 

昭和 30(1955)年 4 月 「一宮女子短期大学（現：修文大学短期大学部）」開学、家政科を開設 

「一宮女子短期大学附属一宮幼稚園」開園 

  「桃陵女子高等学校」を「一宮女子高等学校（現：修文女子高等学校）」に校名変更 

昭和 32(1957)年 4 月 家政科が厚生省より栄養士養成施設として認可 

昭和 38(1963)年 4 月 保育科を開設 

  文部省より幼稚園教諭養成課程として認可 

  厚生省より保母養成施設として認可 

昭和 39(1964)年 4 月 家政科に食物栄養・被服・教養の 3 コースを開設 

昭和 43(1968)年 4 月 家政科を家政学専攻（被服コース・教養コース）、食物栄養学専攻に分離 

昭和 44(1969)年 4 月 家政学科第三部・幼児教育学科第三部（昼間交替制・修業年限 3 年）の課程を開設 

  家政科を家政学科第一部、保育科を幼児教育学科第一部に名称変更 

  「一宮女子短期大学附属藤ヶ丘幼稚園」を開園 

平成 4(1992)年 4 月 家政学科第一部を生活文化学科第一部に名称変更 

  （家政学専攻を生活文化専攻、食物栄養学専攻を食物栄養専攻に名称変更） 

  家政学科第三部を生活文化学科第三部に名称変更 

  幼児教育学科に専攻科幼児教育専攻の課程を開設 

平成 12(2000)年 11月 「一宮女子短期大学」ISO14001 を認証取得 

平成 16(2004)年 3 月 生活文化学科第三部を廃止 

平成 19(2007)年 12月 文部科学大臣より修文大学の設置認可 

平成 20(2008)年 3 月 厚生労働大臣より管理栄養士・栄養士養成施設として認可 

平成 20(2008)年 4 月 「修文大学」開学、健康栄養学部管理栄養学科を開設 

  「一宮女子高等学校」を「修文女子高等学校」に名称変更 

平成 21(2009)年 4 月 「一宮女子短期大学附属一宮幼稚園」を「修文大学附属一宮幼稚園」に名称変更 
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  「一宮女子短期大学附属藤ヶ丘幼稚園」を「修文大学附属藤ヶ丘幼稚園」に名称変更 

  生活文化学科食物栄養専攻課程及び生活文化専攻課程を廃止 

平成 22(2010)年 4 月 「一宮女子短期大学」を「修文大学短期大学部」に名称変更 

平成 28(2016)年 4 月 看護学部看護学科を開設 

法人名を「学校法人修文学院」に名称変更 

令和 2(2020)年 3 月 「修文大学附属藤ヶ丘幼稚園」を閉園 

令和 2(2020)年 4 月 医療科学部臨床検査学科を開設 

 
2．本学の現況 

・大学名 
修文大学 

・所在地 
〒491－0938 愛知県一宮市日光町 6 番地 

・学部構成 
健康栄養学部 管理栄養学科  平成 20(2008)年 

  看護学部 看護学科  平成 28(2016)年   
・学生数、教員数、職員数 
1．【学生数】（ ）内は女性              （令和元(2019)年 5月 1日現在） 

学  部 
入学 
定員
（名） 

収容 
定員 

（名） 

1 年 
（名） 

2 年 
（名） 

3 年 
（名） 

4 年 
（名） 

計 
（名） 

充足率 
（％） 

健康栄養学部 80 320 
50 

(45) 
41 

(31) 
52 

(44) 
56 

(45) 
199 

(165) 
62.2 

看 護 学 部 100 400 
103 
(92) 

119 
(102) 

95 
(84) 

87 
(81) 

404 
(359) 

101.0 

2．【専任教員数】（ ）内は女性        （令和元(2019)年 5月 1日現在 単位:名） 

学  部 
専任教員数 助 手 

教 授 准教授 講 師 助 教 計  
健康栄養学部 9(2) 3(1) 3(1) 2(2) 17(6) 6(6) 
看 護 学 部 11(7) 2(2) 11(9) 3(3) 27(21) 13(11) 

3．【教員 1人当たりの学生数】   （令和元(2019)年 5月 1日現在 単位:名） 

学  部 在学生数 専任教員数 1 人当たりの学生数 
健康栄養学部 199 17 11.7 
看 護 学 部 404 27 15.0 

4．【専任職員数】（ ）内は女性  （令和元(2019)年 5月 1日現在 単位:名） 

 事務系 技術技能系 医療系 計  
専 任 13(7) 1(0) 1(1) 15(8)  

 兼 務 12(5) 0(0) 0(0) 12(5) 
※医療系は看護師 
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◇エビデンス集 資料編【資料 1-2-1】修文大学学則 
◇エビデンス集 資料編【資料 1-2-2】大学案内 CAMPUS GUIDE 2020 
◇エビデンス集 資料編【資料 1-2-3】学部、学科別在籍者数（過去 5 年間） 
◇エビデンス集 資料編【資料 1-2-4】職員数と職員構成（正職員・嘱託・パート・派遣別、

男女別、年齢別） 
◇エビデンス集 資料編【資料 1-2-5】ホームページ 
◇エビデンス集 資料編【資料 1-2-6】令和 2(2020)年度学生募集要項 
◇エビデンス集 資料編【資料 1-2-7】令和元(2019)年度学生便覧（健康栄養学部） 
◇エビデンス集 資料編【資料 1-2-8】令和元(2019)年度学生便覧（看護学部） 

 
Ⅲ．評価機構が定める基準に基づく自己評価 

 
基準 1．使命・目的等 

1－1．使命・目的及び教育目的の設定 

1－1－① 意味・内容の具体性と明確性 

1－1－② 簡潔な文章化 

1－1－③ 個性・特色の明示 

1－1－④ 変化への対応 

（1）1－1 の自己判定 

「基準項目 1－1 を満たしている。」 
 
（2）1－1 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

1－1－① 意味・内容の具体性と明確性 

本学の建学の精神である「国家・社会に貢献できる人材育成」に基づき、「本学は、教育基

本法並びに学校教育法に準拠し、広く知識・教養を授けるとともに、深く専門の学芸を教授研

究し、平和社会の発展と福祉に貢献することのできる社会に有為な人材を育成することを目的

とする。」と修文大学学則第 1 条に明記している。 
教育理念として、「人間を重視し人間の生き方の創造に貢献できる人材の育成」を掲げ、「学

術・教育の高度化に対応した職業人の養成」を教育研究上の目的としている。また、大学の目

的に基づき各学部・学科の教育研究の目的を修文大学学則第 6 条に明記している。 
 
1－1－② 簡潔な文章化 

本学の建学の精神を踏まえた教育目的、学部・学科の教育研究上の目的は学則において明確

に成文化している。その目的を達成するための理念や教育方針等は学生便覧等に明瞭かつ簡潔

な文章で表現しており、学内の学生や教職員に配布、周知している。外部の人に対しては、パ

ンフレットやホームページ等に簡潔な文章で表現され、各学部・学科の使命、目的および教育

方針などに関しても具体的に明示している。 
 
1－1－③ 個性・特色の明示 

本学の教育は、「人間を重視し、人間の生き方に貢献できる人材の育成」を目指す理念のも
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とに、各学部で目的を定めている。 
健康栄養学部では、人間を重視し、人間の生き方の創造に貢献できる管理栄養士、栄養士、

栄養教諭の養成を目指し、国民の生活の質の向上と食生活の改善に携わるのに相応しい能力と

専門的知識を持った人材を養成することを目的とする。 
具体的な教育の重点項目は、以下の通り令和元(2019)年度学生便覧に明記している。 

 1．管理栄養士に必要とされる知識、技術及び態度の基本的能力の育成 
 2．人体の基本構造と機能の理解に基づいた健康と疾患、食物と栄養との関連性についての

知識の修得 
 3．チーム医療の重要性を理解し、患者との円滑なコミュニケーションを図れる能力 
 4．公衆衛生を理解し、保健・医療・福祉・介護システムの中で、栄養及び給食管理サービ

スのマネジメントを行うことができる能力 
 5．健康の維持増進、疾病の予防のための栄養指導を行うことができる能力 
 6．必要に応じて教職科目を履修し、栄養教諭に必要な知識を修得 

個人が自分らしい暮らしを全うできるよう、医療・介護・保健および生活の支援（地域包括

ケアシステム）に積極的に貢献できる管理栄養士の養成を目的として、特に在宅栄養に焦点を

当てた臨床栄養学（在宅栄養）などの科目やコミュニケーション能力の修得のためのコミュニ

ケーション論などの科目を取り入れている。義務教育課程において食育の推進に関わることの

できる管理栄養士を目指す学生に対しては、栄養教諭の一種免許状を取得できるカリキュラム

を用意している。 
看護学部では、人間としての尊厳と人権を尊重し、高い倫理観と豊かな人間性に裏付けられ

た感性により人々との間に信頼関係を築き、その信頼関係に基づいて個人の置かれた状況に最

適な看護を提供できる専門的な知見と技術を持った看護師を育成することを目的とする。 
 看護学部は、健康栄養学部と連携した教育を展開し、心豊かで倫理観をもち、より高いレベ

ルの看護の知識、技術、態度をもち合わせ、多職種連携におけるコーディネーターとしての基

礎的能力を備えた看護職者を育成することを目指している。さらに、看護学部は、愛知県尾張

西部地域の住民と看護職者を対象として健康にかかわる教育の拠点になることを目指してい

る。  
具体的な教育の重点項目は、以下の通り令和元(2019)年度学生便覧に明記している。 
1．心豊かな人間性と倫理観を身につけ、看護の対象の尊厳と権利を擁護し、意思決定を支

援する看護を実践できる看護職者を育成する。 
 2．看護の基礎的知識及び基本的な技術・態度を備え、科学的根拠に基づく看護を対象の健

康レベルに応じて実践できる看護職者を育成する。また、対象の健康回復・保持増進と

疾病予防に関わる基礎的能力を育成する。 
 3．保健・医療・福祉において他職種と協働・連携する必要性を理解し、コーディネーター

としての機能を果たす基礎的能力をもつ看護職者を育成する。 
 4．社会の要請に応え、継続的に質の高い看護を提供するために生涯にわたり自己研鑽と物

事を探究する研究的姿勢を持ち続ける能力をもつ看護職者を育成する。 
 5．グローバル化社会における健康問題と看護の役割を認識している看護職者を育成する。 
 上記の１～３の教育に重点をおき、健康栄養学部と連携して栄養管理の基礎的能力を備えた

看護実践者を育成する。 
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1－1－④ 変化への対応 

 本学は、開学当初健康栄養学部 1 学部であったが、地域医療に貢献できる人材を育成するた

め、平成 28(2016)年に看護学部を開設し、更に最先端の臨床検査法を駆使しチーム医療に貢献

できる人材を育成するため令和 2(2020)年に医療科学部を開設する。「修文イノベーション 
“ 医療系大学への進化 ” 」をキャッチコピーに 3 学部連携し、地域医療に貢献できる人材育成

を進める。  
健康栄養学部では教務委員会において平成 30(2018)年に提示された「管理栄養士・栄養士養

成のための栄養学教育モデル・コア・カリキュラム」や平成 31(2019)年 3 月に提示された「管

理栄養士国家試験出題基準（ガイドライン）」への対応を含めた教育課程の見直しを進め、令

和 2(2020)年度からは、新しいカリキュラムで開講する。 
看護学部では時代の要請に応えるため、理念である「人間を重視し、人間の生き方の創造に

貢献できる人材の育成」を反映したカリキュラムや、臨床経験が豊富な教員陣による専門職者

育成に特化した大学教育を確立し、時代に対応できる教養を備えた、新しい看護師育成を目指

している。 
看護学部は、令和元(2019)年 10 月に厚生労働省から「看護基礎教育検討会報告書」が出さ

れ、令和 4(2022)年のカリキュラム改正に向けて教育体制・教育環境の見直しを進めている。 
◇エビデンス集 資料編【資料 1-1-1】修文大学学則 
◇エビデンス集 資料編【資料 1-1-2】令和元(2019)年度学生便覧（健康栄養学部） 
◇エビデンス集 資料編【資料 1-1-3】令和元(2019)年度学生便覧（看護学部） 
◇エビデンス集 資料編【資料 1-1-4】大学案内 CAMPUS GUIDE 2020 
◇エビデンス集 資料編【資料 1-1-5】ホームページ 

 
（3）1－1 の改善・向上方策（将来計画） 

近年の社会状況の変化における、時代や社会のニーズに対応していくためには、その都度適

切な判断に基づき、最善な道を模索しなければならない。本学の建学の精神に基づき地域に貢

献できる医療専門職の人材を育成するために、各種委員会での活動などを通して更なる教育内

容の充実を図る必要がある。 
健康栄養学部では、時代や社会のニーズに対応できる専門的知識とともにコミュニケーショ

ン能力を強化する内容を充実して行くことや、管理栄養士、栄養士養成のための栄養学教育モ

デル・コア・カリキュラムや管理栄養士国家試験出題基準（ガイドライン）へ一層対応して行

くための教育課程の見直しを行う。 
看護学部では、情報通信技術(ICT)を活用するための基礎的能力やコミュニケーション能力

の強化に関する内容を充実していくことや、臨床判断能力等に必要な基礎的能力の強化に関す

る内容を充実していく 
 
1－2．使命・目的及び教育目的の反映 

1－2－① 役員、教職員の理解と支持 

1－2－② 学内外への周知 

1－2－③ 中長期的な計画への反映 

1－2－④ 三つのポリシーへの反映 
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1－2－⑤ 教育研究組織の構成との整合性 

（1）1－2 の自己判定 

「基準項目 1－2 を満たしている。」 
 
（2）1－2 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

1－2－① 役員、教職員の理解と支持 

私立学校法において理事会は、学校法人の業務に関する最高意思決定機関であると規定して

いるように、本学においても理事会が教育目的の有効性を保つ最終責任機関である。学長は理

事として理事会、評議員会に出席して学校法人と大学の意思疎通を図り、教育目的が遅滞なく

実施できるようにしている。また、理事長、学長、学部長、法人事務局長、大学事務局長など

教職員が出席する理事長報告会を月 1 回開催して、大学での教学関連の遂行状況を学校法人に

報告している。 
本学では評議会をおき、学長、学部長、学科長、附属図書館長、教務部長、学生部長、事務

局長、その他学長が必要と認めた教職員で組織している。評議会は学長が招集し議長となり月

1 回開催し、教育研究に関する重要事項を審議している。 
各学部に教授会をおき、学長、学部長、学科長、教授で組織している。教授会は学部長が招

集し議長となり月 1 回開催し、学長が意思決定を行うにあたり、学生の入学、卒業、課程の修

了、学位の授与、そのほか教育研究に関する重要事項について意見を述べる機関として学則に

定められている。 
また各学部の教員会議では、教授、准教授、専任講師、助教、助手で協議して、学生の教育

に直接携わる全員の意思疎通を図っている。 
さらに、事務職員は、学部長を始め各教員との連絡を密にして、大学の管理・運営の円滑化

に努めている。 
以上のように、本学の使命・目的及び教育目的を達成するために、学校法人及び大学が共通

理解と支持を得られるような努力を常に怠らないようにしている。 
 
1－2－② 学内外への周知 

大学の使命・目的、教育目的、建学の精神は、大学案内、学生募集要項、学生便覧、ホーム

ページ上への掲載により、広く大学の内外に周知している。学則は、毎年作成される学生便覧

に掲載するほか、ホームページ上にも掲載して情報の開示を図っている。学生便覧は、学生・

教職員に配付され、学生や教職員が日常的に目に触れるように配慮している。 
 
1－2－③ 中長期的な計画への反映 

本学の基本的な使命・目的は「国家・社会に貢献できる人材の育成」であり、「教育基本法

並びに学校教育法に準拠し、広く知識・教養を授けるとともに、深く専門の学芸を教授研究し、

平和社会の発展と福祉に貢献することのできる社会に有為な人材を育成すること」が教育研究

の目的である。これらを達成するためには時代のニーズに柔軟に対応し、それに伴い、更なる

教育の充実を図らなければならない。 
その一環として近年、大学間連携を進めており、令和 2(2020)年 1 月 24 日に名古屋大学医学

部・大学院医学系研究科と連携協定を締結し、研究協力や人材育成、研究施設・備品の相互利
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用など教育・研究の両面で実績を積んでいる。また、グローバル化に対応するために修文国際

センターを設立し、平成28(2016)年12月1日にハワイ大学カピオラニコミュニティカレッジ、

平成 29(2017)年 6 月 30 日にハワイパシフィック大学と連携協定を締結し交流を進めている。 
 
1－2－④ 三つのポリシーへの反映 

本学の教育研究上の目的は、「学術・教育の高度化に対応した職業人の育成」と定めており、

その目的のために各学部で 3 つのポリシーに基づいて教育がなされている。 
＜健康栄養学部＞ 

1）アドミッション・ポリシー 
健康栄養学部では、人間を重視し、人間の生き方の創造に貢献できる管理栄養士、栄養士、

栄養教員の養成を目指し、国民の生活の質の向上と食生活の改善に携わるのに相応しい能力と

専門的知識を持った人材を養成することを目的とする。この目的を達成するために、アドミッ

ション・ポリシーとして、以下のように示している。 
健康栄養学部では、食・栄養・健康をキーワードとして、健康の維持増進、疾病の治癒・快

復、健全な発育・成長に貢献できる高度な専門職業人を養成する。そのために下記の能力を備

えた人を求めている。 
1．化学・生物・数学・英語の学力 
2．食・栄養・健康への関心 
3．チャレンジ精神と積極的な社会貢献 

 
2）カリキュラム・ポリシー 
健康栄養学部では、ディプロマ・ポリシーを達成するため、下記の基本的な考え方に基づい

てカリキュラムを編成している。 
1．教養分野科目および専門関連基礎分野の学習 
2．専門基礎分野および専門分野の学習 
3．管理栄養士に必要な教養および知識・技術の修得 
4．臨地実習による知識と技術の融合 
5．自己啓発のための積極的・継続的な学習の確保 

 
3）ディプロマ・ポリシー 
健康栄養学部では、所定の単位を修得し、次の能力を備えた学生に卒業を認定し、学士（栄

養学）の学位を授与する。 
1．豊かな人間性と高い倫理観 
2．食・栄養・健康に関する幅広い知識・技術 
3．食・栄養の観点から健康を総合的にマネジメントできる能力 
4．食・栄養の専門家として個人の栄養状態を把握し、適正な栄養管理を行う能力 
5．グローバル社会に対応したコミュニケーション能力 

 
＜看護学部＞ 

1)アドミッション・ポリシー 
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 看護学部では、人間としての尊厳と人権を尊重し、高い倫理観と豊かな人間性に裏付けられ

た感性により人々との間に信頼関係を築き、その信頼関係に基づいて個人の置かれた状況に最

適な看護を提供できる専門的な知見と技術を持った看護師を育成することを目的とする。この

目的を達成するために、アドミッション・ポリシーとして、以下のように示している。 
 建学の精神に基づき、倫理と人間性を尊重し、地域の人々の健康回復、増進と疾病予防に寄

与しうる豊かな国際性と高度な専門的知識を有する看護師、保健師を育成することを目的とし

ている。少子・超高齢化社会に生きる人々の健康と豊かな生き方を支えるため、健康栄養学部

と連携した教育体制で、栄養に関する科学的な知識に基づいた指導能力を養う。この目的に沿

って、本学に入学を希望される方には、看護職に興味と関心を持ち、本学の教育に対する学修

意欲とその学修に必要な基礎学力があることを求めている。 
 

2)カリキュラム・ポリシー 
 建学の精神を尊び、豊かな人間性に裏付けされた感性を培い、人として専門職業人としての

知識・技術を修得することを目標としている。 
 この目標を達成するための基本的な考え方は次の３点に要約される。 
  1．科学的根拠、判断力を持ち、根拠に基づいた看護実践ができる基盤をつくるため、看

護の対象に対して倫理的配慮、尊厳をもって人と接し、信頼関係を構築し、対象の権利

の擁護と意思決定を支援できる看護実践者を育成する。 
    2．地域の人々の健康回復・増進と疾病予防に寄与しうる看護職者を育成する。地域社会

における人々の健康増進、疾病予防や生活の質向上に貢献できる看護実践者を育成する。 
  3．医療現場で共に対象者をチームで改善に向かわせる基盤作りや医療チームメンバーの

役割を認識して対象者への情報交換・連携プレーができるなど、他職者との活動を通

して看護の関わりに関する視野や協働の意識を持った看護実践者を育成する。 
 

3)ディプロマ・ポリシー 
  人間を重視し、人間の生き方の創造に貢献できる人材育成を目標としている。この目標に

到達するために計画されたカリキュラムによって学修し、定められた単位を修得するととも

に次の資質、能力を身につけた者に対し、学士（看護学）の学位を授与する。 
  1．生命の尊厳と人間の基本的権利を尊重できる豊かな人間性 
  2．看護の現象を科学的に探究し、看護学の発展に貢献できる基礎的能力 
  3．保健・医療・福祉において他職種と協働・連携する基礎的能力 
  4．看護実践者として継続的に学習する能力 
  5．グローバル化社会における健康問題と看護の役割を認識する能力 
 
1－2－⑤ 教育研究組織の構成との整合性 

本学は、平成 20(2008)年修文大学の開学を機に健康栄養学部管理栄養学科を開設した。その

後、医療専門職へのニーズの高まりに応じ、平成 28(2016)年に看護学部看護学科を開設し、令

和 2(2020)年に医療科学部臨床検査学科を開設した。このように本学は時代のニーズに柔軟に

対応してきた。 
本学は、学則に示すように「深く専門の学芸を教授研究し、平和社会の発展と福祉に貢献す
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ることのできる社会に有為な人材を育成すること」を使命・目的とし、「学術・教育の高度化

に対応した職業人の育成」と定義し、幅広い職業人の育成と社会貢献に比重をおいた教育研究

に取り組んでいる。各学部がそれぞれ掲げている教育目的や目標を踏まえ、適切な教員を配置

し、教育目的にかなったアドミッション・ポリシー、カリキュラム・ポリシー、ディプロマ・

ポリシーに沿って学生の教育にあたっている。したがって、教育研究組織の構成と教育目的の

実現の整合性は、充分に保たれている。 
◇エビデンス集 資料編【資料 1-2-1】修文大学学則 
◇エビデンス集 資料編【資料 1-2-2】大学案内 CAMPUS GUIDE 2020 
◇エビデンス集 資料編【資料 1-2-3】ホームページ 
◇エビデンス集 資料編【資料 1-2-4】令和 2(2020)年度学生募集要項 
◇エビデンス集 資料編【資料 1-2-5】令和元(2019)年度学生便覧（健康栄養学部） 
◇エビデンス集 資料編【資料 1-2-6】令和元(2019)年度学生便覧（看護学部） 
 
（3）1－2 の改善・向上方策（将来計画） 

医療専門職に求められる資質は社会の変化、学問の発展によって変化し続けているので、具

体的な教育内容がその変化に対応できるように改善することが常に求められている。アドミッ

ション・ポリシー、カリキュラム・ポリシーおよびディプロマ・ポリシーの的確性を検証する

とともに、カリキュラムの改定など具体的な改善・向上方策の検討に取り組んでいく。 
 
[基準 1 の自己評価] 

本学は、建学の精神「国家・社会に貢献できる人材の育成」に則り、「教育基本法並びに学

校教育法に準拠し、広く知識・教養を授けるとともに、深く専門の学芸を教授研究し、平和社

会の発展と福祉に貢献することのできる社会に有為な人材を育成することを目的とする」と学

則に明確に定めている。この目的のもとに、「学術・教育の高度化に対応した職業人」として

の人材を養成する教育課程として具体化され、その意味・内容は大学案内等の文書に簡潔な文

章で明確に示されている。 
 教育目的に沿ったアドミッション・ポリシー、カリキュラム・ポリシー、ディプロマ・ポリ

シーをもとにカリキュラムを設定しており、適切に実施している。また、教授会のもとに自己

点検・評価委員会、FD 委員会等において適切な自己点検・評価活動、FD 活動を実施している。 
大学における教育研究に関する状況と改善の方向については、理事としての学長から理事会

に反映されるだけでなく、学長、学部長・事務局長等大学の責任者と理事長・法人事務局長等

が参画する理事長報告会で伝えられる。このような組織的回路を通して、役員・教職員の理解

と認識が共有されるようになっている。 
 以上のことから、基準 1 を満たしていると判断できる。 
 
基準 2．学生 

2－1．学生の受入れ 

2－1－① 教育目的を踏まえたアドミッション・ポリシーの策定と周知 

2－1－② アドミッション・ポリシーに沿った入学者受入れの実施とその検証 

2－1－③ 入学定員に沿った適切な学生受入れ数の維持 
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（1）2－1 の自己判定 

「基準項目 2－1 を満たしている。」 
 
（2）2－1 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

2－1－① 教育目的を踏まえたアドミッション・ポリシーの策定と周知 

本学の入学者の受入方針（アドミッション・ポリシー）は、建学の精神に基づき、大学の使

命・目的を反映させ各学部で策定している。 
健康栄養学部では、人間を重視し、人間の生き方の創造に貢献できる管理栄養士、栄養士、

栄養教員の養成を目指し、国民の生活の質の向上と食生活の改善に携わるのに相応しい能力と

専門的知識を持った人材を養成することを目的とする。この教育目的は大学案内、ホームペー

ジに掲載し、周知を図っている。 
健康栄養学部のアドミッション・ポリシーは以下のとおりである。 
 
食・栄養・健康をキーワードとして、健康の維持増進、疾病の治癒・快復、健全な発育・成

長に貢献できる高度な専門職業人を養成する。そのために下記の能力を備えた人を求めている。 
1．化学・生物・数学・英語の学力 
2．食・栄養・健康への関心 
3．チャレンジ精神と積極的な社会貢献 

 
看護学部では、人間としての尊厳と人権を尊重し、高い倫理観と豊かな人間性に裏付けられ

た感性により人々との間に信頼関係を築き、その信頼関係に基づいて個人の置かれた状況に最

適な看護を提供できる専門的な知見と技術を持った看護師を育成することを目的とする。この

教育目的は大学案内、ホームページに掲載し、周知を図っている。 
看護学部のアドミッション・ポリシーは以下のとおりである。 

   
看護学部は、建学の精神に基づき、倫理と人間性を尊重し、地域の人々の健康回復、増進と

疾病予防に寄与しうる豊かな国際性と高度な専門的知識を有する看護師、保健師を育成するこ

とを目的としている。少子・高齢化社会に生きる人々の健康と豊かな生き方を支えるため、健

康栄養学部と連携した教育体制で、栄養に関する科学的な知識に基づいた指導能力を養う。こ

の目的に沿って、本学に入学を希望される方には、看護職に興味と関心を持ち、本学の教育に

対する学修意欲とその学修に必要な基礎学力があることを求めている。 
 
アドミッション・ポリシーは、教育目的とともに大学案内・学生募集要項・ホームページに

明示するとともに、高等学校教員対象進学説明会・進学説明会・高校訪問・オープンキャンパ

スなど様々な機会を通して、受験生に周知している。 
◇エビデンス集 資料編【資料 2-1-1】大学案内 CAMPUS GUIDE 2020 
◇エビデンス集 資料編【資料 2-1-2】ホームページ 
◇エビデンス集 資料編【資料 2-1-3】令和 2(2020)年度学生募集要項 
◇エビデンス集 資料編【資料 2-1-4】オープンキャンパス実施要領 
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2－1－② アドミッション・ポリシーに沿った入学者受入れの実施とその検証 
本学では推薦入学試験、一般入学試験（Ⅰ期、Ⅱ期）に加え大学入試センター試験を利用す

る入学選抜試験（Ⅰ期～Ⅳ期）、社会人・留学生・帰国子女入学試験など実施している。令和

3(2021)年度より大学入試センター試験に代わり大学入学共通テスト利用選抜が設定される。 
令和元(2019)年度に実施された「令和 2（2020）年度入学試験」の入試区分・募集人員等は

以下の通りである。 
令和 2(2020)年度入学試験の入試区分・募集人員等  (単位:名) 

入試区分 

募集人員 

出願期間 試験日 合格発表 健康栄養

学部 
看護学部 

医療科学

部 

推薦入学試験 

（Ⅰ期） 
20 25 15 

10/1（火）～ 

10/21（月） 

10/26（土） 

10/27（日） 

※自由選択 

11/2 

（土） 

推薦入学試験 

（Ⅱ期） 
5 5 5 

11/11（月）～ 

12/2（月） 
12/7（土） 

12/14 

（火） 

大学入試センター

試験利用入学試験 

（Ⅰ期） 

6 7 3 
1/3（金）～ 

1/28（火） 

個別学力試

験を課さな

い 

2/8 

（土） 

大学入試センター

試験利用入学試験 

（Ⅱ期） 

2 2 2 
2/7（金）～ 

2/17（月） 

2/22 

（土） 

大学入試センター

試験利用入学試験 

（Ⅲ期） 

若干 若干 若干 
2/18（火）～ 

3/2（月） 

3/7 

（土） 

大学入試センター

試験利用入学試験

（Ⅳ期） 

若干 ― ― 
3/3（火）～ 

3/12（木） 

3/24 

（火） 

一般入学試験 

（Ⅰ期）A 方式 
7 50 45 

1/3（金）～ 

1/21（火） 

1/29（水）・

30（木） 

※両日受験

可能 

2/8 

（土） 一般入学試験 

（Ⅰ期）B 式 
28 ― ― 

一般入学試験 

（Ⅱ期）A 方式 
2 5 5 

2/10（月）～ 

2/21（金） 
2/29（土） 

3/7 

（土） 一般入学試験 

（Ⅱ期）B 式 
3 ― ― 

一般入学試験セン

タープラス方式 

（Ⅰ期） 

5 6 5 
1/3（金）～ 

1/21（火） 

1/29（水）・

30（木） 

※両日受験

可能 

2/8 

（土） 
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一般入学試験セン

タープラス方式 

（Ⅱ期） 

2 若干 若干 
2/10（月）～ 

2/21（金） 
2/29（土） 

3/7 

（土） 

社会人・留学生・帰

国子女入学試験 

※帰国子女入学試

験は看護学部では

実施しません。 

若干 若干 若干 
11/11（月）～ 

12/2（月） 
12/7（土） 

12/14

（土） 

 
本学では、アドミッション・ポリシーに沿った入学者の受け入れのため、さまざまな入試方

式を設定している。 
 推薦入学試験においては、各学部・学科のアドミッション・ポリシーに沿った小論文を課す

とともに、面接試験においても各学部・学科の特色を踏まえた質問を実施している。一般入試

および大学入試センター試験利用入学試験においては、各学部・学科の特色に応じた必修科

目・選択科目を課している。このような入学試験の内容については、大学案内および学生募集

要項やホームページに明示するとともに、オープンキャンパスや高校訪問などで高校生・保護

者・高等学校に周知している。 
 入試方式・試験日程については、入試委員会において検討された案が教授会にて協議され、

適切に設定されている。また、入試に関する実務においては、入試委員会・広報課が中心とな

って、各学部・学科の教員の協力のもと実施されている。 
 以上のような入学試験の方法及び体制のもとに、各学部・学科のアドミッション・ポリシー

に適った学生を入学させている。入学試験の実施状況については入試委員会にて協議され、次

年度以降の入試方式・入学定員などを検討する際の重要な資料となっている。 
 

2－1－③ 入学定員に沿った適切な学生受入れ数の維持 
各入試区分の志願者・受験者・合格者・入学者数は以下の通りである。一般入学試験・大

学入試センター試験利用入学試験については、すべての学部・学科で志願者・受験者・合

格者があった。学生の受け入れ数については、学部・学科ごとに異なっている。なお、合

格者数には補欠合格・第二志望合格も含む。 
 

＜健康栄養学部＞                        (単位:名) 

入試区分 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 

推薦入学試験 ※指定校推薦を含む 

（Ⅰ期・Ⅱ期） 
21 21 21 14 

一般入学試験 

（Ⅰ期・Ⅱ期） 
45 43 36 4 

一般入学試験センタープラス方式 

（Ⅰ期・Ⅱ期） 
16 16 16 1 
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大学入試センター試験利用入学試験 

（Ⅰ期・Ⅱ期・Ⅲ期・Ⅳ期） 
34 34 31 0 

社会人入学試験 0 0 0 0 

留学生入学試験 0 0 0 0 

帰国子女入学試験 0 0 0 0 

合計 116 114 104 19 

 
健康栄養学部では、入学定員 80 名に対し入学者数 19 名、定員充足率 23.8％という結果

であった。推薦入学試験では、志願者数 21 名に対し入学者数 14 名で、歩留率 66.7％と高

い数字であった。しかし、それ以外の入試方式では、歩留率がいずれも 10%未満であり、

大きな問題であると認識している。これは、数年来の傾向である 18 歳人口の減少に加え、

東海エリアでの競合校の多さなどがその原因としてあげられる。さらには、ここ数年の管

理栄養士国家試験合格率、合格者数の低迷が広報活動に影響し、推薦入学試験や一般入学

試験における志願者数を伸ばせなかったことが一因であると考えている。国家試験合格者

数を増加させ、また魅力ある学部運営を実施することにより入学定員の充足につなげるこ

とが早急な課題である。 
 

＜看護学部＞ (単位:名) 

入試区分 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 

推薦入学試験 ※指定校推薦を含む 

（Ⅰ期・Ⅱ期） 
94 94 91 67 

一般入学試験 

（Ⅰ期・Ⅱ期） 
412 393 166 37 

一般入学試験センタープラス方式 

（Ⅰ期・Ⅱ期） 
110 107 28 0 

大学入試センター試験利用入学試験 

（Ⅰ期・Ⅱ期・Ⅲ期） 
105 104 15 0 

社会人入学試験 1 1 0 0 

留学生入学試験 0 0 0 0 

合計 722 699 300 104 
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看護学部では、入学定員 100 名に対し、入学者数 104 名、定員充足率 104％という結果であ

った。看護学部については、平成 28(2016)年 4 月の学部開設以来、定員充足を続けている。推

薦入学試験の合格者数は 91 名であり、入学者数は 67 名であった。一般入学試験の合格者数は

166 名であり、入学者数は 37 名であった。しかし、一般入学試験センタープラス方式（Ⅰ期・

Ⅱ期）の合格者数は 28 名、大学入試センター試験利用入学試験（Ⅰ期・Ⅱ期・Ⅲ期・Ⅳ期）

の合格者数は 15 名であったが、入学者はなかった。 
 
＜医療科学部＞ (単位:名) 

入試区分 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 

推薦入学試験 ※指定校推薦を含む 

（Ⅰ期・Ⅱ期） 
20 20 20 13 

一般入学試験 

（Ⅰ期・Ⅱ期） 
143 135 117 45 

一般入学試験センタープラス方式 

（Ⅰ期・Ⅱ期） 
43 38 25 1 

大学入試センター試験利用入学試験 

（Ⅰ期・Ⅱ期・Ⅲ期） 
72 70 50 4 

社会人入学試験 0 0 0 0 

留学生入学試験 0 0 0 0 

帰国子女入学試験 0 0 0 0 

合計 278 263 212 63 

 
医療科学部については、入学定員 80 名に対し、入学者数 63 名、定員充足率 78.8％という

結果であった。推薦入学試験では募集人員 20 名のところ 20 名の志願者・受験者数があり、合

格者数 20 名のうち 13 名が入学した。募集人員充足率は 65％であった。一般入学試験では募

集人員 50 名のところ 135 名の受験者があり、117 名の合格者のうち、入学者 45 名で募集人員

充足率は 90％であった。一般入学試験センタープラス方式（大学入試センター試験と一般入学

試験との併用）と大学入試センター試験利用入学試験の 2 通りの入学試験では、いずれも 5 名

の募集人員を大きく上回る受験者があったが、入学者数は、大学入試センター試験利用入学試

験では 4 名（募集人員充足率 80％）、一般入学試験センタープラス方式では 1 名（募集人員

充足率 20％）にとどまった。社会人入学試験、留学生入学試験および帰国子女入学試験は、い

ずれも志願者・受験者はなかった。全体としては、募集人員の 80 名に対して 63 名の入学者を

迎え、充足率は 78.8％であった。医療科学部臨床検査学科の令和 2(2020)年度入学試験は令和

元(2019)年 9 月 6 日付けの学部設置認可直後であったため、学生募集の広報期間が短かったこ

とから受験生に新学部設置の情報を十分伝えることができず、入試シーズン間際まで臨床検査



修文大学 

17 

学科の新設を知らなかったという学生もいたような状態であった。そのような状況の中でも一

般入学試験、一般入学試験センタープラス方式および大学入試センター試験利用入学試験では

定員を大きく上回る受験者数を確保できたが、入学者数は 63 名で定員充足率は 8 割ほどに留

まった。 
◇エビデンス集 資料編【資料 2-1-1】大学案内 CAMPUS GUIDE 2020 
◇エビデンス集 資料編【資料 2-1-2】ホームページ 
◇エビデンス集 資料編【資料 2-1-3】令和 2(2020)年度学生募集要項 
◇エビデンス集 資料編【資料 2-1-4】オープンキャンパス実施要領 
 
（3）2－1 の改善・向上方策（将来計画） 

いずれの学部・学科にしても、入学者の確保をめざし、学生募集・広報活動の見直しを随時

行っている。広報活動については、より有効な広報活動のために、各種広報ツールの見直しや

効率化、効果の最大化を図った。募集に大きな影響があるオープンキャンパスについては、学

部・学科単位での内容の見直しや本学学生が活躍できるような企画の実施を行った。参加者数

について平成 30(2018)年度と比較すると、健康栄養学部が 172 名から 111 名で 61 名の減少、

看護学部は 379 名から 405 名で 26 名の増加、医療科学部は 88 名の参加という結果であった。

この結果からもわかる通り、オープンキャンパスの参加者は入学者数と密接な関係にあるため、

次年度以降も引き続きオープンキャンパスについては実施内容や実施時期などを慎重に検討

していく。 
また、近年の高校生はパソコンではなくスマートフォンでの情報収集が増えているため、

LINE やインスタグラムなどの SNS の活用を行った。さらにはホームページ内のコンテンツ

に動画を掲載するなど、より高校生の情報収集のニーズにあった方法を模索していく。 
高校訪問については、6 月前後と 11 月前後に、全教職員の協力のもと高校訪問を行った。

大学を代表して訪問するという趣旨のもと、所属する学部・学科以外の話もできるように説明

資料を作成し、共通理解を深めるようにした。教員による最大の魅力は普段の授業の様子を伝

えることであり、そのことでより本学を高等学校に理解していただくことができたと考える。

全教職員による高校訪問の他にも定期的に広報課による高校訪問を行っているが、定期的な訪

問は高等学校との信頼関係醸成のためにも必要なことであるので、引き続き実施していく。 
広報活動としての諸活動も大事なことであるが、大学の一番の魅力・アピールポイントはあ

くまでも教育内容である。今後も教育内容の充実、本学ならではの特色、国家試験合格率や就

職など、さらに大学としての魅力を高めていくこととともに、その魅力を余すことなく高校

生・保護者・高等学校に伝えていくことが必要である。 
次に学部学科ごとの改善・向上方策を示す。 

＜健康栄養学部＞ 
 国家試験合格率の向上のため国家試験対策講座への全員参加、模擬試験の回数を増やす（2
週間に 1 回実施する）などの対策を講じていく。オープンキャンパスにおいては教員が説明し

ていた施設案内を学生に任せることで、受験希望者に対して身近な存在である学生を魅力ある

存在として印象づけ、本学での学生生活に憧れを抱いてもらえるように努める。 
＜看護学部＞ 
今後は、広報活動をさらに強化し、受験者数を増加させ、入学者の確保を図っていく。受験
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者が増加すれば、入学生の質の担保が可能となる。看護学部の特色や魅力をホームページや大

学案内などで積極的にアピールして、受験生に選ばれる看護学部を目指す。 
＜医療科学部＞ 
入学者数が 80％ほどの定員充足率にとどまった理由として、多くの受験生が志望校を絞り込

む時期を過ぎた 9 月 6 日の設置認可以降に広報活動が開始されたため、当学部の設置が受験生

および高等学校に広く認識されるには至らず、結果として多くの受験生の確保や入学定員を満

たす学生の確保に至らなかった可能性が考えられる。適正な入学定員の受け入れ数を維持する

方策として、すでにオープンキャンパスの機会を活用し、展示物や模擬講義に加えて検査実技

のデモンストレーションや体験実習の実施を始めている。これらを通して学部の教員と高校生

がふれあう機会を持ち、当学部に親しみをもってもらえるようなメッセージの発信を続ける。

また、高等学校からの出前授業の依頼の機会を活用し、臨床検査技師の仕事の魅力とともに当

学部の魅力を伝える。一方、本学を実際に訪問する機会を持てない高校生に向けて、大学のホ

ームページ上で、当学部の教育活動がより一層高校生に伝わるようなコンテンツを工夫するこ

とで、当学部の魅力を広く発信する方策を検討する。 
 
2－2．学修支援 

2－2－① 教員と職員等の協働をはじめとする学修支援体制の整備 

2－2－② TA（Teaching Assistant）等の活用をはじめとする学修支援の充実 

（1）2－2 の自己判定 

「基準項目 2－2 を満たしている。」 
 
（2）2－2 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

2－2－① 教員と職員等の協働をはじめとする学修支援体制の整備 
 教員と職員の協働による学生への学修支援及び授業支援に関する方針・計画・実施体制につ

いては、教授会のもとで構成されている各種委員会を中心に検討し、教授会の審議を経て決定

している。決定された事項は、教員と職員の協働により、教務委員会を中心にクラス担任及び

教務課を始め、関係部署の教員と職員が協働体制のもとで学修及び授業の支援活動に当たって

いる。 
 FD 委員会において、年 2 回（前期、後期）授業評価アンケートを実施し、結果は各教員に

通知後、改善案を FD 委員会に提出することで、授業の質の向上を図っている。 
 
2－2－② TA（Teaching Assistant）等の活用をはじめとする学修支援の充実 

本学では大学院を設置していないため、TA（Teaching Assistant）は導入できていない。し

かし各学科に所属する助手の援助を得て、授業の充実と満足度の向上を図っている。学修支援

及び授業支援に関しては、学科を基本組織として教授会のもとでの教務委員会等で全体との調

整を図りながら具体的対策をとっている。特に、科目間のつながりやバランス等については、

適宜、連絡を密にして具体的に解決できる方策をとっている。 
シラバスは、毎年、内容等を検討し、学修条件等について、学生が理解しやすいような記載

に改善するとともに、それらが授業改善と同時に学生の学修意欲向上に結びつけられるように

している。各教員はオフィスアワーを設定し、授業時間外の質問対応や学修支援を実施してい
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る。オフィスアワーの時間帯は、科目ごとにシラバスに明示している。 
また、学修や授業支援に関わりの深いカリキュラムについては、教務委員会において検討し

ている。 
前・後期初めには各学年別にオリエンテーションを実施し、具体的な履修指導をしている。

このオリエンテーションは、資料作成および履修登録に関する対応等を教務課職員の協力のも

とに、クラス担任が中心となって実施している。また新入生への支援として、新入生オリエン

テーションを実施している。 
授業支援や中途退学、休学および留年に対応するために、クラス担任が履修方法の指導をは

じめ、学生生活全般にわたる相談、指導、支援を行う体制をとっている。 
成績不良による退学希望者及び留年者への対応は、クラス担任による面談を実施することに

より解決を図っている。退学者の防止策としては、学生による授業評価を尊重し、FD活動を

活発にすることで、より魅力のある授業を行うとともに各教職員による個々の学生に即した指

導が不可欠となっている。組織的な対応や教職員全体の情報共有化に力をいれている。 
令和元(2019)年度の学籍移動状況を以下に示した。退学・除籍者の割合は3.2％と低い値にと

どまっている。 
 
令和元(2019)年度学籍異動状況表          （令和2(2020)年3月31日現在 単位:名) 

学部 学科 

学年 在籍 退学・除籍 休学 留年 

クラス 男 女 計 男 女 計 
割合 
(％) 

男 女 計 
割合 
(％) 

男 女 計 
割合 
(％) 

健
康
栄
養
学
部 

管
理
栄
養
学
科 

1 年 5 43 48 0 2 2 4.2 1 1 2 4.2 0 0 0 0.0 

2 年 10 30 40 0 1 1 2.5 0 1 1 2.5 0 0 0 0.0 

3 年 8 43 51 0 1 1 2.0 0 0 0 0.0 0 0 0 0.0 

4 年 11 45 56 0 0 0 0.0 1 1 2 3.6 0 8 8 14.3 

小計 34 161 195 0 4 4 2.1 2 3 5 2.6 0 8 8 4.1 

看
護
学
部 

看
護
学
科 

1 年 11 90 101 0 2 2 2.0 0 1 1 1.0 0 0 0 0.0 

2 年 17 96 113 0 6 6 5.3 2 1 3 2.7 3 10 13 11.5 

3 年 10 83 93 1 1 2 2.2 0 4 4 4.3 0 0 0 0.0 

4 年 5 80 85 1 1 2 2.4 0 2 2 2.4 0 0 0 0.0 

小計 43 349 392 2 10 12 3.1 2 8 10 2.6 3 10 13 3.3 

総計 77 510 587 2 14 16 2.7 4 11 15 2.6 3 18 21 3.6 

 
健康栄養学部では管理栄養士国家試験に対する事前教育および受験対策として、1年次に管

理栄養士概論、2年次に管理栄養士特論Ⅱ、4 年次の前期・後期に、国家試験対策特別講座・

管理栄養士特論を開講し、管理栄養士専門基礎分野及び専門分野の教員が担当するとともに、

管理栄養士国家試験模擬試験を実施して低学年より段階的な学力向上を図っている。 
看護学部では看護師国家試験及び保健師国家試験に関する受験対策として、学部教員内組織

として「国家試験対策チーム」を作り、1年次から系統的に対策講座や模擬試験を行っている。
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特に3年生は実習インターバルを利用し、国家試験対策に学生が個別に取り組めるよう担当ア

ドバイザーが指導に当たっている。 
 4年生は模擬試験を頻回実施することにより、学生本人が自覚できるようするとともに 
学修環境を整え、国家試験対策集中講座も実施している。 

◇エビデンス集 【資料 2-2-1】令和元(2019)年度授業評価アンケート 
  ◇エビデンス集 【資料 2-2-2】令和元(2019)年度シラバス（健康栄養学部） 
  ◇エビデンス集 【資料 2-2-3】令和元(2019)年度シラバス（看護学部） 
  ◇エビデンス集 【資料 2-2-4】令和元(2019)年度オリエンテーションタイムテーブル 
 
（3）2－2 の改善・向上方策（将来計画） 

学生の満足度が高まる学修支援を実現するために教職員が一丸となって全学的な取り組み

を進めていく。中途退学者や休学・留学者への対応は教務委員会および学生支援委員会が協働

し更なる対策を検討していく必要がある。 
健康栄養学部では、入学定員を充足させることが先行し、目的意識の低い学生まで入学

させていることが退学者の増加につながっていると考えている。今後は管理栄養士を目指

す目的意識の高い学生を募集することに重点を置き、中途退学を防ぐよう努めていく。ま

た、学生間のコミュニケーションを一層活発にするための対策（新入生オリエンテーションの

工夫、学年間の交流等）を講じて行きたい。 
 
2－3．キャリア支援 

2－3－① 教育課程内外を通じての社会的・職業的自立に関する支援体制の整備 

（1）2－3 の自己判定 

「基準項目 2－3 を満たしている。」 
 
（2）2－3 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

本学では、進路支援委員会のもと、学生支援センター及び看護支援センターが同委員会と連

携して学生への進路支援を行っている。 
 進路支援委員会は、健康栄養学部、看護学部の教員と事務組織である学生支援センター並び

に看護支援センターの職員で組織されており、学部からの教員と両支援センターの職員と常に

学生の進路情報を共有し、報告・連絡・相談を繰り返しながら学生が進路決定に至るまでの支

援をしている。 
 また、本学の進路支援に関しては、学生一人ひとりの個性を尊重し、それぞれの適性を見極

めながら将来の進路設計の相談、アドバイスにより個人に適した進路の選択を支援している。 
 進路選択においては、進路先を決定させるだけでなく、生涯を通じた持続的な就業力の育成

を目指し、社会的・職業的自立に向けた支援を目的としている。そして、就職活動に向かう学

生に対しては、単に活動の技術を習得させるためだけでなく、自分らしく誇らしく輝かしい幸

せな人生を送るために必要な知識やスキルアップの重要性を認識するよう支援している。本学

院の中長期計画の基本目標である「第一志望就職率 90%以上」を達成するためにも支援体制の

充実を図っていく必要がある。 
 健康栄養学部管理栄養学科においては、栄養学の専門家である管理栄養士を目指す学生が入
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学する。当然、卒業後の進路はその資格を生かした臨床栄養、フードマネジメント、食品開発

関連分野が選択される。従って進路選択における組織的、計画的な取り組みが必要となってく

る。そのためには、自己を客観的に見つめ直すとともに、職業に対する深い認識と業界等の研

究が大切である。 
 学生支援センターでは 3年次の 7月より具体的な就職活動に向けてのガイダンスを開催して

いる。翌年の 3 月より就職に向けての広報活動が解禁となるため、希望先へのエントリー、企

業等の合同説明会、個々の企業等の説明会への参加、主に 4 月からの採用試験に向けてのガイ

ダンスである。具体的には 7 月に職業適性検査を行い、後期からは毎週 1 コマを時間割に組み

込んだ「キャリアデザイン」において近年の就職環境、自己分析、履歴書・エントリーシート

の作成方法、業界研究（人事担当者講演）、先輩の就職活動体験談、面接指導（個人・グルー

プ・グループディスカッション）、求人検索ツールの紹介、一般常識(SPI)模擬試験等を実施し

ている。また、1 月からは個人進路面談を実施し、個々の学生の希望調査や適性の把握に努め

ている。それと同時に就職活動に対する不安の解消や疑問にも対応し、積極的な就職活動への

支援をしている。 
 看護学部看護学科においては、ほぼ全員が看護師または保健師といった看護職を目指す学生

が入学する。他の学部と違い進路選択は限られてくる。また、看護学部には就職活動等を支援

するために看護支援センターに経験豊富な職員である「看護職キャリアアドバイザー」が配置

され進路相談を担当している。また、3 年次の 3 月頃から始まる就職試験に対するガイダンス

等について具体的には 3 年次の後期（9 月～翌年 2 月）から臨地実習が始まるため、3 年次の

7 月～8 月にかけて 6 回のガイダンスを実施している。内容は近年の看護師の就職環境、履歴

書・エントリーシートの作成方法、小論文対策、面接対策を実施し、最後にガイダンスのまと

めとして「学内病院合同説明会（24 病院参加）」を開催している。 
 また、両学部共に毎年作成しているオリジナルの令和 2(2020)年度 Career Handbook（就職

の手引き）を配布した。この手引書には就職活動の導入から内定後の対応まで就職に関する各

種データが記載されている。 
 令和元(2019)年度の進路状況等は以下のとおりであった。 
 
令和元(2019)年度進路状況                 （令和 2(2020)年 3 月末時点） 

学部・学科 
卒業者 
（名） 

求職者 
（名） 

就職者 
（名） 

求職率 
（%） 

就職率 
（%） 

家事 
（名） 

進学 
（名） 

進 路 
決定率 
（%） 

未定 
（名） 

健康栄養学部 

管理栄養学科 
47 46 43 97.9 93.5 1 0 91.5% 3 

看護学部 

看護学科 
83 82 81 98.8 98.8 0 1 98.8% 1 

合 計 130 128 124 98.5 96.9 1 1 96.2% 4 
 
 健康栄養学部は、前年度の就職率は 100%であったため前年比は－6.5%であった。反面、内

定者の中で職種が管理栄養士（栄養士）として採用された学生の比率は 60.5%で前年度の 51.7%
より 8.8%プラスであった。さほど専門職比率は高くはないが学部の専門性を生かした職業選
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択という学部の目標に近づいたことは評価したい。 
 また、内定先の業種内訳は、医療機関 16.3%、委託給食・給食関連 27.9%、薬局 30.2%、福

祉施設 4.7%、私立保育園 4.7%、食品メーカー2.3%、飲食店 2.3%、その他の一般企業 11.6%
であった。 
 本年度の就職状況の特徴としては、次のようなことがあげられる。 
 1．3 年時での就職活動の始動が遅く、企業への積極的なエントリーが少なかった。 
 2．大手企業を選択しすぎてバランスのとれた企業選択ができなかった。 
 3．医療機関の管理栄養士を希望するが求人も少なく採用試験の時期も遅く、先に企業から

内定を受けているため、受験を諦める学生が目立った。 
 4．福祉施設（介護施設・保育園等）からの求人が前年度に比較して少なかった。 
 このような結果を踏まえ次年度の支援に生かしていきたい。 
なお、若干名ではあるが進学を検討している学生のために学生支援センターで助言指導を行

っている。 
一方、看護学部は 1 回生のため初めての就職活動であり不安もあったが、看護支援センター

の助言指導などで進路に迷いがあった学生 1名以外は全員看護師としてほぼ希望の病院に就職

できた。また、内定者に対しての専門職比率は 100%であった。 
また、内定先は全て病院関連であったが種類分けすると、大学病院 37.0%、県立・市立病院

27.2%、社会医療法人病院等 23.5%、厚生連病院 12.3%であった。 
初年度の就職状況の特徴としては、次のようなことがあげられる。 
1．病院の採用活動時期は 3 月頃より開始し 7 月頃にはほぼ終了するため、この時期までに

内定を獲得しなければ総合病院への就職は難しい。 
2．関東地区での就職に憧れ関東地区の大学病院への就職者が予想外に多かった。 
3．保健師を希望する学生がなく、全員看護師として就職した。 
なお、健康栄養学部と同様に若干名であるが、進学を検討している学生がいるため看護支援

センターにおいて助言指導を行った。 
個々の学生に対する指導・助言等については、健康栄養学部は学生支援センター員が担当し、

看護学部に関しては「看護職キャリアアドバイザー」の配置してある看護支援センター員が担

当している。学生支援センターには 3 名の専任職員、看護支援センターには 2 名の専任職員が

常駐し、就職・進学に関する書類作成の指導や面接指導等を行っている。 
また、面接指導は学生より事前予約を受け付けて実施している。厳しい就職環境や試験の多

様化で、面接試験での人物評価の重要性が高まっている昨今、学生への事前指導は必要不可欠

なものとなっている。なお、面接指導は学生個々により様々な対応をしなければならないので

1 人平均 50～60 分程の時間をかけて綿密な指導をしている。 
本学に届く求人については、学生支援センターで全て開示している。その求人情報はパソコ

ンによる求人票の閲覧や紙ベースで学内に掲示するなど様々な手段で学生に開示している。学

生支援センターのパソコン環境は 7 台が設置されており、学生はパソコンを活用して求人情報

の検索、企業への送付状や礼状など発送書類も作成している。 
また、卒業生が作成した「就職試験報告書」が業種ごとに閲覧することができ、学生の心強

い情報源となっている。 
 就職に関する学生への連絡は、必要に応じてポータルサイトでリアルタイムに適宜情報提供
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を行っている。また、求人情報の提供については学内外でも自由に閲覧できるシステムの運用

（「求人検索 NAVI」）を平成 25(2013)年度から開始しており、これはインターネット環境が

あれば 24 時間いつでも求人情報の閲覧ができるシステムである。 
 大学全体の求人については好景気の影響で年々増加しており、大学全体の求人件数は令和元

(2019)年度においては 13,145 件（前年比＋1.1%）であった。しかし、健康栄養学部の専門職

である管理栄養士・栄養士の求人に関しては、令和元(2019)年度は 230 件で前年比－3.4%であ

り、今後更に求人開拓が必要となる。 
看護学部においては 1 期生ということもあり、専門職である看護師は 174 件、保健師は 25

件であった。こちらも健康栄養学部と同様に次年度以降も求人開拓の余地がある。 
求人の受付に関しては企業・医療機関・施設等から求人票を受け取るだけでなく大学からも

企業等に対して求人依頼書類の発送（令和元(2019)年度、一般企業 3,345 件、医療機関・福祉

施設 755 件、計 4,100 件発送）をし、東海 3 県下を中心に求人依頼の訪問を実施して積極的に

就職先の開拓を今後も行っていく。また、県内の新卒ハローワークや地域のハローワークと連

携して求人情報の収集に努めている。 
 
（3）2－3 の改善・向上方策（将来計画） 

学生の進路支援の対策は時代に応じて年々改善しているが、なかなか顕著な効果は見られて

いない。従って学生支援センター・看護支援センターでは学生の個々のニーズにあった進路指

導を具体的に確立していく必要があり、早期から進路に対する意識付けもしていかなければな

らない。また、直面する就職試験への対策も、より一層整備していく必要がある。特に多くの

学生が苦手としている一般常識・時事問題(SPI)などの筆記試験対策を含めた基礎学力の向上が

急務である。そして、多様化する面接試験に備えて模擬面接等も積極的に実施していかなけれ

ばならない。こうした現状の中で、さらに効果的な結果を生み出すことができる支援策を検討

していく必要がある。 
 求人確保については、前述のとおり求人検索 NAVI の運用および景気回復により年々求人件

数は増加している。看護職求人に関しては、新設学部ではあるが今後求人の増加が見込まれる。

しかし、管理栄養士・栄養士に関する求人、特に医療関係・福祉施設からの求人は依然として

少ない。そのため前述のとおり毎年 1 月～2 月にかけて東海 3 県内の医療機関・福祉施設など

に求人依頼の訪問を実施しているが、今後も訪問数・訪問地区を増やして求人確保に繋げてい

きたい。 
 近年、盛んになっているインターンシップに関しては、両学部ともに 2～3 年時の夏季休暇

を中心に自主的に参加するよう毎年 5 月に「インターンシップガイダンス」を実施している。     
 特に健康栄養学部で管理栄養士とは異なる職種を目指す学生にとってインターンシップは

欠かせない体験となるものであり、就職活動の一環として自主的に参加するよう勧めているが、

参加する学生数の伸びは少ない。次年度以降はインターンシップの重要性を伝えられるよう低

学年を含めたガイダンスを実施していきたい。 
 就職活動においては、ほとんどの学生が、エントリーシートや履歴書の提出、会社説明会へ

の参加を WEB 上の求人サイトを利用している。令和元(2019)年度も WEB 上の求人サイトに

よる就職活動を中心に行っている学生については活動状況の掌握が困難であった。これについ

ては、他大学も同じ悩みを抱えており、毎年出てくる困難な課題の 1 つである。本学では担任
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やゼミ担当（健康栄養学部）やアドバイザー（看護学部）とも連携して今後も学生の活動に関

する情報の共有を図っていきたい。 
 そして、全ての教員が、社会的・職業的自立に必要な基礎的能力を学生に身に付けさせると

いう意識を持って授業を行い、大学全体が一丸となって学生の就職支援に向けて取り組むこと

が重要である。そのためには今後、キャリア支援に関連する科目をさらに充実するとともに各

学部学科がそれぞれの教育課程を通じてどのような社会的・職業的自立に必要な能力を学生に

身に付けさせようとするのか、専門に応じたキャリア教育の在り方を確立し明確化していくこ

とが大切であると考えている。 
 また、前述した「求人検索 NAVI」は求人情報の閲覧だけでなく、学生からの活動状況の報

告や模擬面接の予約などにも利用できるため活用の幅が広がっている。今後も教員と学生支援

センター、看護支援センターとの間で学生個々の就職活動状況の共有化を強化し、よりきめ細

かい学生支援体制を確立していきたい。 
◇エビデンス集 資料編【資料 2-3-1】修文大学進路支援委員会規程 
◇エビデンス集 資料編【資料 2-3-2】キャリアデザイン年間計画 
◇エビデンス集 資料編【資料 2-3-3】就職ガイダンス年間計画 
◇エビデンス集 資料編【資料 2-3-4】令和元(2019)年度学内病院合同説明会 
◇エビデンス集 資料編【資料 2-3-5】学内病院合同説明会アンケート集計 
◇エビデンス集 資料編【資料 2-3-6】令和 2(2020)年度 Career Handbook 
◇エビデンス集 資料編【資料 2-3-7】令和 2(2020)年度卒業生クラス別就職・進学先一覧 
◇エビデンス集 資料編【資料 2-3-8】就職試験報告書 
◇エビデンス集 資料編【資料 2-3-9】企業訪問一覧 
◇エビデンス集 資料編【資料 2-3-10】インターンシップガイダンス実施要領 
◇エビデンス集 資料編【資料 2-3-11】求人検索 NAVI 
 
求人検索 NAVI の概要 
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2－4．学生サービス 

2－4－① 学生生活の安定のための支援 

（1）2－4 の自己判定 

「基準項目 2－4 を満たしている。」 
 
（2）2－4 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

学生生活全般にかかわる学生支援サービスのための教職員の組織である学生支援委員会は、

大学・短期大学部の合同の組織であり学生部長を委員長として 15 名で構成（大学教員 7 名、

短大教員 7 名、事務(記録)1 名）されている。学生生活の充実と学生の福利厚生を目的として

様々な学生支援に関する施策等について企画・協議し、重要案件については教授会で承認を得

て業務を遂行している。 
また、本学ではクラス担任制度をしいており、学業や進路に関することなど学生生活全般に

関することをサポートしている。なお、担任制度に加えて健康栄養学部ではゼミ担当教員、看

護学部ではアドバイザー担当教員を配置し少人数制での支援も行っている。 
また、事務組織である学生支援センターは前述の進路支援、いわゆる従来の就職課業務と従

来の学生課の業務の双方を担っている。なお、学生課業務としては、学生の自治組織である学

生会、大学祭実行委員会、クラブ・同好会の支援、奨学金業務、保険業務（学生教育研究災害

傷害保険等）、学生寮の管理、健康診断の実施、学生証、学割（学校学生生徒旅客運賃割引証）

の発行なども行っている。 
1)課外活動支援 
 学生の自治組織である学生会の活動は、学生大会、新入生への各委員会及びクラブ紹介、ス

ポーツ大会、学生会誌の発行などがある。これらの活動は学生が中心となり企画・運営を行っ

ている。 
 こうした学生の活動に対して、学生支援センターが全面的に支援している。また、下部組織

である大学祭実行委員会についても、大学・短期大学部の合同の組織である大学祭支援委員会

（8 名(大学教員 3 名、短期大学部教員 4 名、事務職員(記録)1 名)）があり、学生会と同様に支

援をしている。 
 クラブ・同好会については、運動系 7 クラブ、文化系 9 クラブ、3 つの同好会があり、顧問

は教員が担当している。また、学生支援センターは学生会と連携して前年度の活動状況に応じ

て活動環境の整備や部費の支給等の支援を行っている。さらに全国レベルの大会に出場するク

ラブについては、修文大学後援会より参加費及び交通費の一部支給を行っている。 
 
令和元(2019)年度クラブ・同好会一覧             令和元(2019)年 5 月現在 

№ 名  称 
部員数（名） 

活動場所 
大学 短大 合計 

1 バレーボール 8 14 22 多目的ホール、外部体育館 

2 バスケットボール 10 18 28 多目的ホール 
3 硬式テニス 8 3 11 テニスコート 

4 ソフトテニス 5 5 10 テニスコート 
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5 バドミントン 17 10 27 多目的ホール 

6 新体操 6 6 12 多目的ホール、5201 教室 
7 フットサル 31 16 47 多目的ホール 

8 ダンス 5 12 17 5201 教室 
9 軽音楽 5 2 7 音楽室 

10 ピアノ 1 3 4 音楽室 
11 パソコン 0 7 7 7505 教室 

12 パティスリー 0 18 18 製菓実習室 
13 文化創造 5 3 8 8301 教室 

14 工作くらぶ 0 8 8 図工室 
15 手話 5 0 5 10304 教室 

16 英会話 2 13 15 8210 教室 
17 ダーツ同好会 1 10 11 5203 教室 

18 絵本同好会 0 6 6 図書館、図工室 
19 ガーデニング同好会 0 6 6 高等学校グラウンド西側 

合  計 109 160 269  
※17～19 は同好会 
 
 地域貢献ボランティア活動として、一宮市健康づくり推進協議会主催「市民健康まつり」（令

和元(2019)年 9 月 1 日）に健康栄養学部の学生が参加し食育コーナーを担当した。また、市内

ボーリング場にて国際交流ボランティア活動である「国際交流ボーリング大会」（令和元(2019)
年 6 月 2 日）に学生会が中心となり参加した。その他には、毎年恒例である一宮市主催の「お

りもの感謝祭一宮七夕まつり」の案内業務のボランティア（令和元(2019)年 7 月 27 日）や「一

宮だいだいフェスタ大集合～for Halloween 2019」（令和元(2019)年 10 月 27 日）のフィナー

レのボランティアにも学生会が参加している。 
また、市内中心部を流れる「大江川クリーン作戦 Vol.21」（令和元(2019)年 11 月 9 日）に

も有志の一般学生が参加し、市民ボランティアと共に川の清掃活動を行った。 
 なお、一宮社会福祉協議会主催の「障害者スポーツ推進事業における障害者スポーツ体験交

流会」（令和 2(2020)年 3 月 22 日）にも学生会が参加する予定であったが、新型コロナウイル

ス感染防止のため急遽中止になった。 
2)経済的支援 
 学生に対する経済的支援には、各種奨学金制度がある。本学院独自の「修文学院奨学生制度」

は、令和元(2019)年度には 9 名の学生が奨学生として採用された。内容は主に学業成績優秀な

学生が選ばれ、年額 40 万円もしくは年額 20 万円が給付される。 
 しかし、平成 30(2018)年度より上記の奨学金制度に代わって、新たに「特待生制度」を導入

したため「修文学院奨学生制度」の該当学年は平成 29(2017)年以前に入学した 3 年生と 4 年生

が対象であった。「修文学院奨学生制度」は入学後に主に学業成績優秀な学生が選ばれる制度

であったが、新制度の「特待生制度」は経済的な支援面も加わり家庭の所得が一定額以下の学

生を対象としており、一般入学試験時の成績あるいははスポーツの能力が優秀な学生に対して
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授業料を減免する制度である。対象人数は総募集人員の 10%以下で減免額は、年間の学納金の

3 分の 2 が減免され、卒業まで継続的に支援する制度である。 
 また、日本学生支援機構奨学金の貸与を受けている学生は、令和元(2019)年度は 252 名であ

り、全学生の約 42.4%が利用している。その他の奨学金制度としては、「あしなが奨学金」、

「横山育英財団奨学金」、「交通遺児育英会」、「大幸財団奨学金」があり、学生支援センタ

ーが窓口となって受け付けている。 
3)健康支援 
 学生の健康管理に関する専門的業務を担当する施設として医務室がある。医務室には看護師

が常駐し、外部の校医と連携を図りながら健康診断や保健指導を行い、学内で発生した怪我や

疾病についても適宜応急処置を施している。学生の健康管理については、毎年 4 月に全学生を

対象に健康診断を実施している。 
なお、健康診断結果が要検査となった学生に対しては、医務室が二次検査を受診するよう指

導している。 
臨地実習や教育実習等の学外実習にあたっては、麻疹、水痘、風疹、流行性耳下腺炎の抗体

検査を実施している。また、抗体が陰性であった学生については、予防接種を受けるように指

導している。 
4)学生相談 
 近年、心身に不安や悩みを抱える学生が増加傾向にある。このような学生が気軽に相談する

ことができるように学生相談室を設置し、相談を希望する学生には随時予約を受付けている。

相談は、臨床心理士が週 1 日対応している。学生支援委員会や学生支援センターでは心身に不

安や悩みを抱える学生に相談するようオリエンテーションや学内掲示等で案内している。 
5)生活支援 
 学生が安定した生活を送り、学業に専念できるよう大学の近郊に女子学生寮（桃花寮）があ

る。寮には寮監が常駐しており、寮生が健康で安全かつ充実した生活が送れるように管理運営

している。一人暮らしを希望する学生には大学周辺のアパート等を紹介し、アルバイト希望者

にはアルバイト情報を掲示して斡旋している。 
6)通学に関する支援 
 最寄り駅（一宮総合駅）から、徒歩で 15 分程度かかる位置に本学がある。大学は通学者の

多い朝、昼、夕方に最寄り駅から大学までシャトルバスを運行している。学生は運賃の半額程

で利用でき、残りの半額は大学が負担している。また、毎朝、通学中の安全確保として職員が

大学周辺に立って通学指導と挨拶励行を行っている。 
◇エビデンス集 資料編【資料 2-4-1】学生支援委員会規程 
◇エビデンス集 資料編【資料 2-4-2】学生会規程 
◇エビデンス集 資料編【資料 2-4-3】学生大会 
◇エビデンス集 資料編【資料 2-4-4】スポーツ大会実施要領 
◇エビデンス集 資料編【資料 2-4-5】学生会誌 
◇エビデンス集 資料編【資料 2-4-6】大学祭実行委員会規程 
◇エビデンス集 資料編【資料 2-4-7】大学祭パンフレット 
◇エビデンス集 資料編【資料 2-4-8】後援会からの参加費等及び交通費等の支援 
◇エビデンス集 資料編【資料 2-4-9】市民健康まつり実施要領 
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◇エビデンス集 資料編【資料 2-4-10】国際ボーリング大会実施要領 
◇エビデンス集 資料編【資料 2-4-11】おりもの感謝祭一宮七夕まつり実施要領 
◇エビデンス集 資料編【資料 2-4-12】一宮だいだいフェスタ大集合～for Halloween 2019 実

施要領 
◇エビデンス集 資料編【資料 2-4-13】大江川クリーン作戦 Vol.21 
◇エビデンス集 資料編【資料 2-4-14】修文学院奨学生規程 
◇エビデンス集 資料編【資料 2-4-15】特待生制度規程 
◇エビデンス集 資料編【資料 2-4-16】健康診断実施資料 
◇エビデンス集 資料編【資料 2-4-17】学生相談室の体制の周知資料 
◇エビデンス集 資料編【資料 2-4-18】修文大学学生寮規程 
 
（3）2－4 の改善・向上方策（将来計画） 
1)課外活動 
 毎年、入学直後のオリエンテーション時に実施している新入生歓迎会において、クラブ・同

好会・学生会・大学祭実行委員会活動の紹介を行っている。そこでは、クラブ・同好会活動を

活性化するための一環として学生会誌を新入生に配布している。それぞれの活動の魅力が伝わ

りやすいよう今後も内容の充実を図っていきたい。なお、本学の中長期計画の基本目標である

「クラブ・サークル（同好会）活動の多様化で参加率 70%」を早期に実現できるように課外活

動の活性化を学生会役員執行部とともに図っていきたい。 
 また、地域貢献ボランティテア活動については、毎年学生執行部が中心となって積極的な参

加を計画しているが、一般の学生も多く参加できるような仕組みを構築していきたい。なお、

前述の一宮市健康づくり推進協議会主催「市民健康まつり」のような特定の学部学科の学生が

参加できるボランティア活動においても学部学科で積極的に学生を参加させられるように支

援していきたい。 
2)経済的支援 
 平成 30(2018)年度より新設した大学独自の「特待生制度」の更なる充実と、各種奨学金の確

保について今後も検討していきたい。 
3)健康支援 
 一人暮らしの食生活、飲酒や喫煙、青少年の心のケアなど心身の健康や安全など社会人とし

て身に付けておくべき基本的な知識を医務室から発信できるような仕組みを今後構築し、学生

の健康面や安全面を充実していきたい。 
4)学生相談 
 学生生活に関する相談者が近年増加する傾向にある昨今、今後の対策として学生相談室、学

生支援委員会、学生支援センター、医務室がそれぞれ連携を密にして的確で慎重かつきめ細か

な支援体制を構築していきたい。 
5)生活支援 
 学生が安定かつ安全な生活が送れ、学業に専念できるよう、学生寮内の整備・改善や充実し

たアパート情報の提供、アルバイトの斡旋について今後も模索していきたい。 
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2－5．学修環境の整備 

2－5－① 校地、校舎等の学修環境の整備と適切な運営・管理 

2－5－② 実習施設、図書館等の有効活用 

2－5－③ バリアフリーをはじめとする施設・設備の利便性 

2－5－④ 授業を行う学生数の適切な管理 

 

（1）2－5 の自己判定 

「基準項目 2－5 を満たしている。」 
 
（2）2－5 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

2－5－① 校地、校舎等の学修環境の整備と適切な運営・管理 

本学の校地及び校舎は、校地校舎エビデンス集（データ編）【共通基礎データ様式 1】のと

おり、キャンパスを中心に大学専用として 4,279.8 ㎡、短期大学部との共用として 30,837.4 ㎡

あり、設置基準上必要とされる面積 10,400 ㎡を満たしている。なお、大学の校地、校舎の概

要は【様式 2】エビデンス集（データ編）共通基礎様式 1 のとおりである。 
学生の学び舎であり、研究の拠点となる教育研究支援施設については、健康栄養学部はもち

ろんのこと、看護学部も最新の設備が揃っており、充実した講義室や、各分野別の実習室を完

備している。 
平成 28(2016)年には増加する学生数を見据え、新たに学生会館を設置し自習環境の整備はも

ちろん、学生同士の交流の場を提供している。教育研究支援施設に隣接しているため、休み時

間にはゆっくりくつろげるオンもオフも快適に過ごせる空間づくりに努めている。 
 昨今の女子学生のニーズに対応したシャワートイレを設置し、10 号館のトイレもそのような

対応がなされている。  
 また、昨今の電子化技術の発展により、インターネット使用環境の整備は学生の学修におい

ても欠かせないものとなっている。そのため、学内の無線 LAN 環境の整備をすすめている。7
号館学生ホール、4 階、および 9 号館の一部、10 号館、学生会館は全て平成 28(2016)年に無

線 LAN 環境が整備された。今後も ICT 環境の整備をすすめ、教育・研究への活用が求められ

ている。 
学生の学びはもちろん環境に優しい大学で、大学構内の蛍光灯などの LED 化を順次すすめ、

省エネルギー化をすすめている。 
◇エビデンス集 資料編【資料 2-5-1】校地面積 

 ◇エビデンス集 資料編【資料 2-5-2】校舎配置図 
 
2－5－② 実習施設、図書館等の有効活用 

図書館は 7 号館 2 階 3 階に位置し、大学・短期大学部共用の施設である。現在の蔵書等数

は 87,251 冊、学術雑誌 154 種（うち外国雑誌 31 種）、AV 資料 6,418 点となっている。館内

にはシラバスに掲載された参考図書を配架した専用コーナーを設け、学生の学修の便宜を図っ

ている。通常の書架では安定しない大型資料は専用のコーナーに配架し、落下防止の対策をし

ている。また、地震対策として、書架同士を連結させることによって、図書館内の安全性を確

保している。 
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 図書館の運営は、大学・短期大学部合同の図書館運営委員会（教員:大学 6 名、短期大学部 2
名）で諮り、図書館職員 2 名（司書 2 名、うち 1 名は派遣）によって遂行されている。現在、

年間 260 日以上、平日は 8 時 30 分から 19 時 30 分、土曜日は 8 時 30 分から 12 時 30 分まで

開館している。また、授業開講に合わせた開館を実施しているため、祝日であっても授業日は、

開館時間を 9 時から 16 時に短縮して開館している。17 時 15 分以降は、シルバー人材センタ

ーより派遣されたスタッフが交代で貸出・返却の業務を行っている。座席数 155 席、年間延べ

約 27,000 人（過去 3 年間の平均）が利用している。館内には 5 台の検索端末を設置しており

活発に利用されている。また、学生が図書館の中で個人のパソコンを利用できるよう、館内に

無線 LAN を設置している。 
新入生に対しては、各学部のオリエンテーションやゼミなどの機会を利用して、図書館員が

直接図書館の概要、図書館の利用方法、情報検索の方法などの指導を実施している。また年 4
回、図書館だよりを発行し、図書館利用の促進を図っている。 
学外機関との連携においては、相互貸借や文献複写などのサービスを行っている。図書館が

別館ではなく学部棟の中にあるため、管理運用面で難しさがあり、一般利用者への開放は行っ

ていない。しかし、学内催事での来学者（オープンキャンパス・市民公開講座など）や本学の

卒業生、学院の設置する各機関の教職員などには開放している。 
新時代のニーズに対応するため、従来の印刷媒体以外にもインターネットの利用やデータベ

ースなどの電子化された新しい媒体による資料の利用にも力を入れている。平成 28(2016)年度

からは、国内データベース 2 種および電子書籍を導入した。平成 29(2017)年度からは、国外デ

ータベース 2 種およびクラウドによる動画配信サービスも導入もされ、現在活発に利用されて

いる。 
選書の方針としては、毎年、図書館運営委員会の教員を中心に、授業内容に加え専門領域を

より深く学ぶために適した図書の選書を実施し、学部のニーズに適した蔵書を増やしている。

また、広く知識・教養を授けることを目的とした資料収集も、学生からの要望を積極的に取り

入れ、新刊書の動向にも十分留意し行っている。 
 
2－5－③ バリアフリーをはじめとする施設・設備の利便性 

本学は開かれた医療系大学を目指している。具体的には障がいを持った方でも学修ができる

環境を整備することである。学内には多目的トイレを複数設置し、また既存のトイレもシャワ

ートイレへの順次変更を行っている。今後もスロープの設置、エレベーターの改修などを行い、

より障がいを持つ人にとっての施設の利便性向上に努めたい。 
 
2－5－④ 授業を行う学生数の適切な管理 

講義室、演習室、学生自習室及び学部の学生用実験・実習室の面積・規模等については適切

に配置している。また、座学中心の講義では受講者数に応じた教室を使用し、各学部の実験実

習・演習科目では 40 名以内を基準とした授業編成を行い、複数教員（助手含む）の配置によ

る指導等を実施し、教育効果の向上を図っている。 
 
（3）2－5の改善・向上方策（将来計画） 

 学生の学修環境及びキャンパス整備をおこなってきた。学部増設にともない多くの建物があ



修文大学 

31 

る。老朽化による各箇所の工事は学内各部署が連携して迅速に行い、学生の学びを止めないよ

うにしている。今後も学生のニーズを吸い上げ、よりよいキャンパスライフを保証する必要が

ある。 
 
2－6．学生の意見・要望への対応 

2－6－① 学修支援に関する学生の意見・要望の把握・分析と検討結果の活用 

2－6－② 心身に関する健康相談、経済的支援をはじめとする学生生活に関する学生の 
意見・要望の把握・分析と検討結果の活用 

2－6－③ 学修環境に関する学生の意見・要望の把握・分析と検討結果の活用 

（1）2－6 の自己判定 

「基準項目 2－6 を満たしている。」 
 
（2）2－6 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

2－6－① 学修支援に関する学生の意見・要望の把握・分析と検討結果の活用 
 各学部でそれぞれの担当教員が授業・放課等を通じて学生とのコミュニケーションを図り、

信頼関係を築き気兼ねなく意見を交わすなど日頃から学生の意見を汲み上げるよう努めてい

る。特に重要な案件については、教授会・学部教員会議などで議題として検討している。また、

令和元(2019)年度に「卒業時アンケート（令和 2(2020)年 3 月実施）」を実施した。アンケー

トより汲み上げた意見を基に各学部の教授会等を通じて、今後の学修面の満足度向上につなが

るよう改善すべき項目については各学部において検討している。しかし、改善項目の対処方法

については、しっかりとした仕組みが構築されていないため次年度に向けて構築していかなけ

ればならない。また、学修支援に関する主なアンケートの内容としては、「大学時代を通して

身に付いたもの」、「大学時代の満足度」などが調査対象であった。アンケート内容に関して

も学生の意向をより汲み取りやすい質問内容に次年度は新たに組み換えていきたい。また、集

計結果についてもホームページにて次年度より公表し学生に周知できるようにしていく。 
 なお、「卒業生アンケート（平成 31(2019)年 2 月実施）」として、平成 28(2016)年 3 月～

平成 30(2018)年 3 月卒業生の直近 3 学年の卒業生に対しても卒業後のアンケートを実施した。

卒業時アンケートの回収率に対して、こちらは 13.5%と回収率が低かった。今回の調査は看護

学部の卒業生がいないため健康栄養学部のみの調査となったが「卒業時アンケート」と同様に

アンケート結果に対して教授会等を通じて学部で改善すべき事項を検討し、改善に繋げるよう

にしている。しかし、卒業時アンケートと同様に改善項目の対処方法については、しっかりと

した仕組みが構築されていないため、次年度に向けて構築していかなければならない。また、

回収率の改善については、卒業後の年数が遠ざかる学年ほど回収率が悪くなっているため、卒

業後 1 年目の学年を対象に卒業して 1 年が経過する 2～3 月頃に毎年実施するように質問内容

の見直しも含めて改善していきたい。なお、今回の学修支援に関する主なアンケートの内容と

しては、「学修内容や方法について」、「学修に必要な条件」、「国家試験対策講座」、「担

任制」、「教職員の印象」などであり、集計結果についてもホームページにて次年度より公表

し学生に周知できるようにしていく。 
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2－6－② 心身に関する健康相談、経済的支援をはじめとする学生生活に関する学生の 
意見・要望の把握・分析と検討結果の活用 

 心身に関する健康相談、経済的支援をはじめとする学生生活に関する学生の意見・要望に関

しても、2－6－①と同様に令和元(2019)年度に「卒業時アンケート（令和 2(2020)年 3 月実施）」

を実施し、アンケートより汲み上げた意見を基に各学部の教授会等を通じて、今後の学修面の

満足度向上につながるよう改善すべき項目について各学部において検討している。しかし、2
－6－①と同様に改善項目の対処方法については、しっかりとした仕組が構築されていないた

め次年度に向けて構築していかなければならない。また、健康相談に関する主なアンケートの

内容としては、「在学中に悩んだり、不安だったりしたこと」として、心身の健康上の問題、

家族・家庭をめぐる問題、恋愛・性などの問題、対人関係をめぐる問題、経済上の問題につい

ての相談相手を問うものが主であった。アンケート内容に関しても 2－6－①と同様に学生の意

向をより汲み取りやすい質問内容に次年度は新たに組み換えていきたい。なお、2－6－①と同

様に集計結果についてもホームページにて公表し学生に周知できるようにしていく。 
 また、「卒業生アンケート（平成 31(2019)年 2 月実施）」の特に健康相談に関する主なアン

ケート内容としては、「学生相談室や医務室の対応」などであり、これについても 2－6－①と

同様に改善項目の対処方法については、しっかりとした仕組みが構築されていないため次年度

に向けて構築し、質問内容に関しても学生の意向をより汲み取りやすい質問内容に次年度は新

たに組み換えていきたい。集計結果についてもホームページにて公表し学生に周知できるよう

にしていく。 
 なお、心身に関する健康相談については、学生相談室や医務室、クラス担任・ゼミ担当・ア

ドバイザーそれぞれが窓口となり連携して学生の要望を把握しており、学生個々の就学状況に

ついてもポータル管理メニューシステムを活用して情報を共有している。 
 
2－6－③ 学修環境に関する学生の意見・要望の把握・分析と検討結果の活用 
 学修環境に関する学生の意見・要望に関しても、2－6－①及び 2－6－②と同様に令和元

(2019)年度に「卒業時アンケート（令和 2(2020)年 3 月実施） 」を実施し、アンケートより汲

み上げた意見を基に各学部の教授会等を通じて、今後の学修面の満足度向上につながるよう改

善すべき項目について各学部で検討している。学修環境に関する主なアンケートの内容として

は、「図書・参考書」、「事務局の対応」などであり、2－6－①及び 2－6－②と同様に改善

項目の対処方法については、しっかりとした仕組みが構築されていないため次年度に向けて構

築し、質問内容に関しても学生の意向をより汲み取りやすい質問内容に次年度は新たに組み換

えていきたい。集計結果についても 2－6－①及び 2－6－②と同様にホームページにて公表し

学生に周知できるようにしていく。 
 また、「卒業生アンケート（平成 31(2019)年 2 月実施）」の学修環境に関する主なアンケー

ト内容としては、学内の環境を問うもので、自習室の環境、食堂のメニュー、学内コンビニの

品揃え、空調、清掃などの項目であり、これについても 2－6－①及び 2－6－②と同様に改善

項目の対処方法については、しっかりとした仕組みが構築されていないため次年度に向けて構

築し、質問内容に関しても学生の意向をより汲み取りやすい質問内容に次年度は新たに組み替

えていきたい。集計結果についてもホームページにて公表し学生に周知できるようにしていく。 
学生自治組織である学生会においても必要に応じて、学生会の執行委員が学生会の意見・要
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望を汲み上げる体制をとっている。 
◇エビデンス集 資料編【資料 2-6-1】健康栄養学部卒業時アンケート・看護学部卒業時アン

ケート 
◇エビデンス集 資料編【資料 2-6-2】健康栄養学部卒業生アンケート 
 
（3）2－6 の改善・向上方策（将来計画） 

本学では前述の「卒業時アンケート」及び「卒業生アンケート」を実施しており、その集計

結果を分析することで学修支援に関する学生の意見を汲み上げることができる。そして、その

中から問題点を洗い出し、改善策を施すといったサイクルを継続的に行える仕組みを構築して

いかなければならない。 
 なお、前述のアンケート以外にも学生の意見を汲み上げる仕組みとして、今後学内に意見箱

を設置して小さな意見・要望も汲み取れるようにしていきたい。 
 心身に関する健康相談については、クラス担任・ゼミ担当（健康栄養学部）・アドバイザー

（看護学部）が学生個々に相談を行う際に学生から悩みや問題点を聞き取り、学生支援センタ

ー、学生相談室及び関連する教員間と密接な連携がとれるサポート体制の充実を図り、FD・

SD 活動を通じても教職員の対応能力の向上を図っていきたい。 
 さらに学生会を中心とした意見・要望の汲み上げについてもより効果的に行えるような仕組

みを構築し、卒業生アンケートの回収率向上についても調査方法を見直していきたい。 
 
[基準 2 の自己評価] 

本学は「国家・社会に貢献できる人材の育成」を建学の精神に掲げている。また、「人間を

重視し、人間の生き方の創造に貢献できる人材の育成」という教育理念の下、社会に有為な人

材の育成に取り組んでいる。この建学の精神と教育理念に基づき、大学の社会に対する使命を

明確化し、学部の設置目的を反映させてアドミッション・ポリシーを策定している。 
 アドミッション・ポリシーは、教育目的とともに大学案内・学生募集要項・ホームページに

明示するとともに、進学説明会、高校訪問、オープンキャンパスなど様々な機会を通して、受

験生に広く周知している。また、健康栄養学部、看護学部、医療科学部が求める学生像に応じ

た多様な入学試験を実施している。しかし、全国的な少子化と設置学部の愛知県における競合

から、健康栄養学部は定員割れを起こしていることについて、改善が必要である。 
 学修支援体制については、教授会のもとで構成されている各種委員会を中心に専任教員と職

員の協働により、きめ細やかな学修および授業支援体制が構築されている。また、教育の質を

向上させるための FD 委員会が主体となり積極的に活動し、教育効果を高めている。 
キャリア支援については、進路支援委員会のもと、学生支援センターおよび看護支援センタ

ーが進路支援活動を行っている。常にキャリア支援に関わる教員と職員間で情報を共有し、報

告・連絡・相談を反復しながら学生の自己実現を最優先課題に掲げ、学生のキャリア意識と満

足度を高めている。また、本学のキャリア支援は、学生の生涯を通した持続的就業力の支援を

目的とすることにより学生の就業を通した安定した生活の実現に貢献している。 
 国家試験について、健康栄養学部は必ずしも満足できる合格率ではない。そこで、学部一丸

となり支援体制の強化を図り、合格率の向上を目指しており、徐々に効果が出始めている。 
看護学部も国家試験対策にも力を注ぎ、全国平均を超える合格率を達成している。国家試験
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不合格者及び留年者への対策も学部ごとに十分な配慮がなされている。 
学生サービスの面では奨学金業務、学生教育研究災害障害保険等の業務、学生寮の管理、健

康診断の実施などさまざまな場面での支援を行っている。 
課外活動においては、学生会の活動（学生大会、新入生へのクラブ紹介、スポーツ大会、学

生会誌の発行など）の支援を行い、学生の満足度の高い大学生活に貢献している。また、学生

支援センターは学生会と連携して活動環境の整備や部費の支給等の支援を行っている。 
本学は担任制、アドバイザー制を取り入れ、学生と定期的に面談を行っている。このことに

より日頃から学生の生活面、学修面等の課題を早期に発見し、安心・安全な大学生活の実現に

貢献している。 
学生の健康管理については医務室がある。医務室には看護師が常駐し、外部の校医と連携を

図りながら学内の怪我や疾病対応を行っている。また、健康診断や保健指導を行い健康な大学

生活に貢献している。臨地実習等の学外教育にあたっては麻疹、水痘、風疹などの抗体検査を

行い、安全な教育環境を確保している。 
近年増加している心身に悩みを抱える学生については、学生相談室が対応している。臨床心

理士が週 1 日勤務し、話しやすい環境に配慮するとともに、早期相談ができるようにオリエン

テーションや学内掲示等で周知しており、相談を希望する学生には予約制で対応している。 
本学では、バリアフリーや設備の利便性および図書館・自習室・実習施設等の利便性や障が

い者への合理的配慮を行っている。しかし、教職員の意識と学生の意識に齟齬がすることが少

なくない。そのため、学生への卒業時アンケート等を実施することにより、常にモニタリング

を心がけ、よりよい学修環境の整備に努めている。 
以上のことから、基準 2 を満たしていると判断できる。 
 

基準 3．教育課程 

3－1．単位認定、卒業認定、修了認定 

3－1－① 教育目的を踏まえたディプロマ・ポリシーの策定と周知 

3－1－② ディプロマ・ポリシーを踏まえた単位認定基準、進級基準、卒業認定基準、 

修了認定基準等の策定と周知 

3－1－③ 単位認定基準、進級基準、卒業認定基準、修了認定基準等の厳正な適用 

（1）3－1 の自己判定 

「基準項目 3－1 を満たしている。」 
 

（2）3－1 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

3－1－① 教育目的を踏まえたディプロマ・ポリシーの策定と周知 
本学のディプロマ・ポリシーは、本学の目的として掲げている建学の精神「国家・社会に貢

献できる人材の育成」のもと、「人間を重視し、人間の生き方の創造に貢献できる人材の育成」

という教育理念に基づいて、社会に有為な人材の育成に取り組んでいる。各学部のディプロ

マ・ポリシーは、次のとおりである。 
 

＜健康栄養学部＞ 
1．豊かな人間性と高い倫理観 
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2．食・栄養・健康に関する幅広い知識・技術 
3．食・栄養の観点から健康を総合的にマネジメントできる能力 
4．食・栄養の専門家として個人の栄養状態を把握し、適正な栄養管理を行う能力 
5．グローバル社会に対応したコミュニケーション能力 
＜看護学部＞ 
1．生命の尊厳と人間の基本的権利を尊重できる豊かな人間性 
2．看護の現象を科学的に探究し、看護学の発展に貢献できる基礎的学力 
3．保健・医療・福祉において他職種と協働・連携する基礎的能力 
4．看護実践者として継続的に学習する能力 
5．グローバル化社会における健康問題と看護の役割を認識する能力 
 
このディプロマ・ポリシーは、ホームページ、学生便覧、学生手帳を通じ、内外に明示して

いる。特に学生には、入学以降、各学部において学期初頭のガイダンスで周知している。 
 
3－1－② ディプロマ・ポリシーを踏まえた単位認定基準、進級基準、卒業認定基準、 
修了認定基準等の策定と周知 
 本学では、ディプロマ・ポリシーに基づいて単位認定その他の認定を行う仕組みを整えてい

る。シラバス上では、各授業の到達目標ごとにディプロマ・ポリシーに掲げたどのような力を

学生に身に付けてもらうのかを明示している。また、到達目標の達成度をどのような方法で評

価するのかを成績評価方法の欄で示している。このように、各科目の単位認定はディプロマ・

ポリシーを踏まえたものとなっており、単位認定に基づく卒業認定もディプロマ・ポリシーを

踏まえたものとなっている。 
 本学の単位認定、卒業認定については、修文大学学則第 8 章「教育課程及び履修方法等」、

第 10 章「卒業及び学位」で定め学生便覧に掲載して学生及び教職員に周知している。 
 
3－1－③ 単位認定基準、進級基準、卒業認定基準、修了認定基準等の厳正な適用 

単位は、各期 15 回の授業終了後に実施する定期試験あるいはレポートまたは日常的なレポ

ート（主として実験実習）によって認定している。定期試験等の不合格者には再試験を実施す

る。評価方法などは、学生便覧、教務関係・履修の手引きに明記して周知している。授業への

出席は、全授業時間数の 2／3 以上の出席者に受験資格を与えている。各科目の成績は、修文

大学試験規程第 5 条試験の成績及び、大学設置基準第 25 条の 2 及び第 27 条を遵守している。 
各科目の成績については以下のとおりとする。 

1．100 点を満点とし 60 点以上を合格とする。 
2．100 点以下 80 点以上を「A」と表記する。 
3．79 点以下 70 点以上を「B」と表記する。 
4．69 点以下 60 点以上を「C」と表記する。 
5．59 点以下を「D」と表記する。 

なお、定期試験等の成績結果は、日程を定めて発表すると同時に、各学生に対して既得単位

の確認を徹底して指導している。定期試験等の単位取得については学生には学期ごとに、保護

者には学年ごとに通知している。 
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＜健康栄養学部＞ 
履修科目の履修指導の面から、学修に取り組む熱意を図り学力の向上などを目指すようにし

ている。履修指導面からクラス担任を中心に、教務委員会で検討し、教授会で審議している。 
本学に4年以上在籍し、管理栄養士課程カリキュラムに指定された履修すべき単位の条件を

満たし、124単位以上を取得した者は、教授会の意見を聴いて、学長が卒業を認定し、学士（栄

養学）の学位を授与している。 
履修条件として、3 年次後期での臨地実習では、2 年次までの必修科目のうち未取得を 1 科

目まで（給食経営管理論実習は必ず取得）とし、同じく 3 年次後期での専門演習では、2 年次

前期までの必修単位をすべて取得、4 年次以降の卒業研究Ⅰ・Ⅱ、生理学Ⅰ・Ⅱでは専門演習

の単位の取得を設定している。 
また、専門科目の実験の中には、対応する科目の講義の単位取得を履修条件としている場合

がある。さらに、国家試験対策に取り組むための、専門知識・技術が一定のレベルに達してい

るかを検証するために、単位の取得状況を確認している。 
 
＜看護学部＞ 

2 年次後期までに配当された科目の単位を取得できない場合は、3 年次に進級することがで

きない。この場合は、2 年次に原級据え置きとする。本学に 4 年以上在籍し、看護師課程カリ

キュラムに指定された履修すべき単位の条件を満たし、128 単位以上取得した者は、教授会の

意見を聴いて、学長が卒業を認定し、学士（看護学）の学位を授与している。 
◇エビデンス集 資料編【資料 3-1-1】令和元(2019)年度学生便覧（健康栄養学部） 
◇エビデンス集 資料編【資料 3-1-2】令和元(2019)年度学生便覧（看護学部） 
◇エビデンス集 資料編【資料 3-1-3】令和元(2019)年度シラバス（健康栄養学部） 
◇エビデンス集 資料編【資料 3-1-4】令和元(2019)年度シラバス（看護学部） 

 
（3）3－1 の改善・向上方策（将来計画） 

単位認定基準、卒業認定基準は今後も継続して厳正に適用していく必要がある。それぞれの

授業科目の評価方法はシラバスに明記している客観的な基準に従い、公正かつ厳正な評価を行

っている。成績評価は絶対基準である。しかし、教員ごとの成績評価の結果が極端にばらつく

ことのないよう、全体に平均化されるような授業内容、レベルの確保に配慮する必要がある。

そのためにも、学生の科目ごとの成績分布データの収集・分析が今後の課題である。 
 
3－2．教育課程及び教授方法 

3－2－① カリキュラム・ポリシーの策定と周知 

3－2－② カリキュラム・ポリシーとディプロマ・ポリシーとの一貫性 

3－2－③ カリキュラム・ポリシーに沿った教育課程の体系的編成 

3－2－④ 教養教育の実施 

3－2－⑤ 教授方法の工夫・開発と効果的な実施 

（1）3－2 の自己判定 

「基準項目 3－2 を満たしている。」 
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（2）3－2 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

3－2－① カリキュラム・ポリシーの策定と周知 
 本学は、「建学の精神」および「教育理念」に基づき、各学部のディプロマ・ポリシーを策

定、それに沿ったカリキュラム・ポリシーを学部ごとに定めている。カリキュラム・ポリシー

はホームページ上で公開されており周知がなされている。 
各学部のカリキュラム・ポリシーは、次のとおりである。 

 
＜健康栄養学部＞ 
1．教養分野科目および専門関連基礎分野の学習 
2．専門基礎分野および専門分野の学習 
3．管理栄養士に必要な教養および知識・技術の習得 
4．臨地実習による知識と技術の融合 
5．自己啓発のための積極的・断続的な学習の確保 
＜看護学部＞ 
1．科学的根拠、判断力を持ち、根拠に基づいた看護実践ができる基盤をつくるため、看護の

対象に対して倫理的配慮、尊厳をもって人と接し、信頼関係を構築し、対象の権利の擁護

と意思決定を支援できる看護実践者を育成する。 
2．地域の人々の健康回復・増進と疾病予防に寄与しうる看護職者を育成する。地域社会にお

ける人々の健康増進、疾病予防や生活の質の向上に貢献できる看護実践者を育成する。 
3．医療現場で共に対象者をチームで改善に向かわせる基盤作りや医療チームメンバーの役割

を認識して対象者への情報交換・連携プレーができるなど、他職種との活動を通して看護

の関わりに関する視野や協働の意識を持った看護実践者を育成する。 
 
3－2－② カリキュラム・ポリシーとディプロマ・ポリシーとの一貫性 

本学は、学則にて「教育基本法並びに学校教育法に準拠し、広く知識・教養を授けるととも

に、深く専門の学芸を教授研究し、平和社会の発展と福祉に貢献することのできる社会に有為

な人材を育成することを目的とする。」と示しており、一貫性を保つように注意している。 
健康栄養学部では、人間を重視し、人間の生き方の創造に貢献できる管理栄養士、栄養士、

栄養教諭の養成を目指し、国民の生活の向上と食生活の改善に携わるのに相応しい能力と専門

的知識を持った人材を養成することを目的とする。 
看護学部では、人間としての尊厳と人権を尊重し、高い倫理観と豊かな人間性に裏付けられ

た感性により人々との間に信頼関係を築き、その信頼関係に基づいて個人の置かれた状況に最

適な看護を提供できる専門的な知見と技術を持った看護師を育成することを目的とする。 
健康栄養学部および看護学部とも、教育目的にかなったカリキュラム・ポリシーとディプロ

マ・ポリシーを作成し、学生の教育にあたっている。 
したがって、両者の一貫性は、充分に保たれている。 

 
3－2－③ カリキュラム・ポリシーに沿った教育課程の体系的編成 
 本学では、カリキュラム・ポリシーに沿った教育課程について学部ごとに体系的編成を実施

している。 
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＜健康栄養学部＞ 
健康栄養学部の教育課程では、以下に示すように幅広い教養を備えた人間の育成のための基

礎教育科目と人材養成の目的を達成するために、健康・栄養から人間の生活の質的向上を目指

す専門教育科目を、4 年間を通して教養教育と専門教育を同時に履修していく「くさび型カリ

キュラム」として配置している。 
 
健康栄養学部の教育課程の編成 

 
 
専門教育科目については、管理栄養士養成課程の科目を中心に、健康・栄養について学ぶた

めの基礎となる専門関連基礎分野、専門教育に関する基本的な知識・技術の確認・習熟を目的
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とした専門基礎分野、そしてより高度な専門的知識・技術の獲得を目指す専門分野から構成さ

れ、講義・演習・実験・実習と併せて学外での臨地実習も体系的に学修し、高度で専門的な実

践力を養うことができる教育課程を編成している。また、主として義務教育期間に早期の栄養

教育を行う栄養教諭の資格取得を目指す教職科目も配置している。 
基礎教育科目は、大学教育の教育目標として幅広く深い教養と総合的な判断力、豊かな人間

性及び国際性の涵養を目的として、文化や人間、社会に対する理解を目的とする教養分野、国

際社会に対応していく語学力を養う外国語分野、豊かな人間関係を形成する力を養うコミュニ

ケーション分野、情報機器の操作等の習得を目的とする情報リテラシー分野、身体の健全な発

達を目指す保健体育分野の区分により編成している。 
なお、基礎教育科目は、中央教育審議会答申「新しい時代における教養教育の在り方につい

て」を受け、人文科学や社会科学、自然科学といった従来の縦割りの学問分野で構成するので

はなく、学生が身に付けるべき対象に分けて配置している。この基礎教育科目は、合計 24 単

位以上修得させている。 
専門教育科目では、管理栄養士・栄養士をはじめとする栄養管理の専門家として必要な専門

的知識及び技術を有した資質の高い人材の養成を行うために、以下の基本方針により教育課程

を編成している。 
１．教養分野科目および専門関連基礎分野の学習 
２．専門基礎分野および専門分野の学習 
３．管理栄養士に必要な知識・技術の修得 
４．臨地実習による知識と技術の融合 
５．自己啓発のための積極的・継続的な学習の確保 
以上の方針を踏まえ、専門分野における基礎的な理論と実践の修得を通して、基礎から応用

まで体系的に履修することができるように、基礎教育科目、専門教育科目と教職科目で編成し

ている。これらは、栄養士法、栄養士法施行令、栄養士法施行規則、管理栄養士学校指定規則

を遵守し、管理栄養士国家試験出題基準（ガイドライン）に準拠している。 
基礎教育科目では、教養分野、コミュニケーション分野、体育分野、情報分野等を配置した。 
専門教育科目では、専門関連基礎分野、専門基礎分野と専門分野を配置した。 
専門基礎分野では高度な専門教育における知識や技術を習得するための基盤になるものと

して、食生活を中心に社会や環境と健康の関係に関する社会・環境と健康、人体の構造や生理、

代謝について必要な基礎知識と健康を維持し、増進していくための生活習慣病や運動と栄養の

関係に関する人体の構造と機能及び疾病の成り立ち、食品や食品成分の特性、食品の加工・貯

蔵に関する技術、人体に対しての栄養面や安全面などの食べ物と健康の 3 教育内容から編成し

ている。 
専門分野では、管理栄養士としての専門性を高めるために、主として栄養及び栄養指導関連

科目を配置し、食品及び食物栄養学の基礎知識を理解させた上で、健康や病理と栄養との関わ

り、正しい食事・食生活のあり方、食事療法、食生活の改善及びその指導について学ぶための

「基礎栄養学」、「応用栄養学」、「栄養教育論」、「臨床栄養学」、「公衆栄養学」、「給

食経営管理論」がある。さらに、栄養教育や栄養管理が行える総合的な管理能力を養うための

「総合演習」、管理栄養士の実践活動の場で適切なマネジメントを行うための専門的知識及び

技術の統合を図るために実施する「臨地実習」、学生の興味・関心を重視して主体的な問題解
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決能力の育成を図るとともにより専門的な知識の研究・修得を目指し、研究法を学ぶ「専門演

習」と自ら問題意識に基づいて研究を行う「卒業研究」から編成している。 
なお、卒業研究（「卒業研究 I」及び「卒業研究Ⅱ」）もしくは、専門関連基礎分野の生理

学（「生理学 I」及び「生理学Ⅱ」）のうち、少なくとも 1 つを選択必修としており、健康の

基礎について、生体の機能及びそのメカニズムからより深く学びたい学生にも配慮している。

また、栄養教諭の資格取得に係る教科に関する科目も配置している。 
教職科目として、国民の健康増進や維持・管理について、主に小・中学校における早期教育

の必要性が出てきたことから新設された栄養教諭の養成のために必要な科目として教職基礎

科目、教職に関する科目、教科に関する科目を配置している。 
これらの科目は、教育課程の編成方針に即した体系的な教育課程を編成している。 
単位制度の実質化のために、履修登録単位数は学則に年間 45 単位を上限としている。また、

授業計画（シラバス）に成績評価の基準、教科書・教材、参考書、ホームワークについての具

体的な指示を記載しており、単位制度の実質性は確保していると判断でき、大学設置基準第 25
条の 2 及び第 27 条の 2 を遵守している。 
 
＜看護学部＞ 

建学の精神を尊び、豊かな人間性に裏付けられた感性を培い、人として専門職業人として知

識を培うことを目標として、本学部の教育課程は、以下に示すように「基礎教養科目」、「専

門基礎科目」、「専門科目」で構成する。 
1．基礎教養科目は、豊かな人間性に裏付けされた感性を培い、かつ専門職業人として欠くこ

とのできない基礎的な知識を修得するために [ 人間と文化 ] 、[ 自然と社会 ] 、[ コミュ

ニケーション ] 、[ 総合 ] で構成する。 
2．専門基礎科目は、人体の構造と機能ならびに人間の発達の特徴を育む [ 人体の構造と機

能 ] 、疾患の成り立ちから回復に関わる科目で構成された [ 健康障害と回復 ] 、人々の健

康と社会支援に係わる [ 健康支援と社会制度 ] の 3 区分を設ける。 
3．専門科目は、看護学の基礎となる知識、技術を修得し、基礎教養科目、専門基礎科目で学

んだ知識を基に発達段階に応じた看護を提供できる実践者を育成する。看護専門職業人とし

て必要な知識を学修し、かつ看護を論理的に理解できる能力を培うために下記の区分で構成

する。 
1．基礎看護学 

      看護基礎教育に興味関心を持ち、看護の動機づけを高め、看護の概念、看護技術

の実践能力を培う科目で構成する。 
2．成人看護学 
  急性期、慢性期にある対象者への看護援助方法に対応できる科目で構成する。 
3．母性看護学 

周産期ならびに育児期にある対象者の問題解決のための看護援助方法に対応で

きる科目で構成する。 
4．小児看護学 

小児期にある対象者の発達特性、患児とその家族の看護問題に対応できる科目で

構成する。 
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看護学部の教育課程の編成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5．老年看護学 
老年期の対象者の特性を認識し、老年者の自律、尊厳を配慮した看護の展開がで

きる科目で構成する。 
6．精神看護学 

精神疾患のメカニズムを理解し、対象者の特性を認識した看護の展開ができる科

目で構成する。 
7．在宅看護学 

在宅で治療看護を受ける対象者と家族を理解し、地域包括ケアシステムの中で在

基礎教養科目 

専門基礎科目 

人体の構造と機能 

健康障害と回復 

コミュニケーション 

自然と社会 

総  合 

健康支援と社会制度 

コミュニケーション 

外国語 

専門教育科目 

専門科目 

基礎看護学 

母性看護学 

精神看護学 

在宅看護学 

統合看護 

公衆衛生看護学 

小児看護学 

老年看護学 

成人看護学 

臨地実習 

卒業研究 

人間と文化 
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宅看護ができる科目で構成する。 
8．統合看護 

統合看護では各科目の知識を統合し、これらの知識を基に今後の看護活動の促進、

看護の発展、将来にわたり継続学修ができる科目で構成する。 
9．公衆衛生看護学 

公衆衛生看護活動を理解する科目で構成する。 
 
3－2－④ 教養教育の実施 
 本学のカリキュラム・ポリシーに沿った教育課程の体系的編成にあるように、基礎教育科目

の中に教養分野、コミュニケーション分野（外国語、人間関係）、体育分野、情報分野におい

て実施されている。 
 
3－2－⑤ 教授方法の工夫・開発と効果的な実施 
＜健康栄養学部＞ 
授業内容・方法等の工夫として、リメディアルを目的とした橋渡し授業を実施している。入

学予定者のうち希望者を対象として，高等学校化学・生物を復習するための「入学前講座」を

対面形式で 30 時間実施した。 
1 年次は、高等学校で学習した化学・生物に関わる科目と専門科目とを橋渡しするために、

専門関連基礎科目として「生物学」、「基礎化学」、「基礎化学実験」、「有機化学」を配置

し、入学前教育と合わせ、高等学校での学習内容の理解の徹底とその後の専門的な授業の理解

の基礎となる知識や技術を教授・習熟させている。 
また、リアクションペーパーや小テストなどで各授業時での理解度の確認、実験・実習授業

での一般試験を実施しての到達度の明確化、臨地実習を基にした PBL(Problem Based 
Learning) 的要素を加味した授業方法なども導入した授業を実施している。 
＜看護学部＞ 
授業の改善、教育の質の向上については、教員で構成される FD 委員会において検討し、年

2 回の研修会を開催している。看護学科では毎年学科主催の FD 研修会を企画・実施している。

教員の教育力向上のために、教員相互の授業見学なども企画・実施した。 
また、授業後にリアクションペーパーの記入や小テストを実施して、学生の理解度の確認を

行っている。講義や演習、実習ではグループディスカッションを多く実施して、学生が自分の

考えを発表したり、他の学生の発表を聴いたりする発表形式を取り入れている。 
教育方法の改善を進めるための組織体制の整備及び運用については、FD 委員会を設置し、

研修会、教員による相互授業参観、学生による授業評価等を行い、組織的な FD 活動を実施し

ている。 
◇エビデンス集 資料編【資料 3-2-1】令和元(2019)年度学生便覧（健康栄養学部） 
◇エビデンス集 資料編【資料 3-2-2】令和元(2019)年度学生便覧（看護学部） 
◇エビデンス集 資料編【資料 3-2-3】令和元(2019)年度シラバス（健康栄養学部） 
◇エビデンス集 資料編【資料 3-2-4】令和元(2019)年度シラバス（看護学部） 
◇エビデンス集 資料偏【資料 3-2-5】修文大学 FD 活動報告書 
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（3）3－2 の改善・向上方策（将来計画） 
教育目的に沿って、カリキュラム・ポリシーを策定している。これは大学に対する社会のニ

ーズにこたえるものであり、学生の学修を推し進めるにあたり最も重要な課題である。授業を

展開する上で、学生の実態を的確に把握し発展させる必要があり、特に本学では管理栄養士、

看護師の養成という特殊なカリキュラム構成を、効率よく配分し、国家試験取得準備学修およ

び卒業研究とのバランスを保ち、養成施設指定規則の改正等にも対応できるよう心がけている。

これからも社会情勢に注視し、社会から求められる人間像を具現化できる人材養成を目指した

い。 
 
3－3．学修成果の点検・評価 

3－3－① 三つのポリシーを踏まえた学修成果の点検・評価方法の確立とその運用 

3－3－② 教育内容・方法及び学修指導等の改善へ向けての学修成果の点検・評価結果の 

フィードバック 

（1）3－3 の自己判定 
「基準項目 3－3 を満たしている。」 

 
（2）3－3 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

3－3－① 三つのポリシーを踏まえた学修成果の点検・評価方法の確立とその運用 
学修は、学内で実施される学修（講義・演習・実習・実験）と学外で実施される学修（臨地実

習）で構成される。学修成果は、ディプロマ・ポリシーを達成するために編成されたカリキュ

ラムにおける学修目標の修得状況について、基準を設け確認している。このうち、学内で実施

される講義・演習・実習・実験の学修成果は科目担当者が実施する試験やレポートの成績評価

で確認している。試験は、定期試験と臨時試験があり、定期試験は原則として前期・後期の学

期末に行う。臨時試験は、担当教員が必要に応じて行う。試験は筆記試験を原則とするが、科

目により論文（レポート）、実習、実技等によって行う場合がある。学外で実施される臨地・

臨床実習については、当大学の 3 つのポリシーに沿って実施されるよう、実習施設への書面お

よび会議にて説明している。学修成果は、カリキュラムにおける学修目標に対して、実習中の

学生がどこまで到達しているかを実習評価表にて確認している。 
 成績評価は、得点を基準として A から D の評価で表し、A、B、C を合格とし、D を不合格

とする。更に得点に応じて GP(Grade Point)を設ける。臨地・臨床実習については、通常試験

を行わず、実習先の実習指導者評価と本学教員評価を総合的に判断し、学科で成績評価を行う。 
＜健康栄養学部＞ 
健康栄養学部の専門知識をより深く身につけることを目指して 3 年次後期に「専門演習」を

設けている。これは、少人数グループの学生を対象とした先行研究や関連分野の文献講読、統

計資料の解析等に基づくディスカッションを通して、3 年次前期までに学んできた専門分野の

内容についてより深く理解させ、主体的・能動的に思考できるようにすることを目指す演習で

ある。 
「専門演習」は、4 年次に「卒業研究Ⅰ」「卒業研究Ⅱ」または「生理学Ⅰ」「生理学Ⅱ」

につなげてさらなるスキルアップを図り、社会的活動の場等で活かす力を身につけることを狙

いとしている。 
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卒業研究Ⅰの評価は、前期試験終了後に実施する卒業研究中間発表、卒業研究Ⅱは提出した

卒業論文をもとに実施する卒業論文発表をもって評価する。発表の場である卒業研究中間発表

会および卒業論文発表会は、教員および 3 年次生全員出席のもとに実施される。卒業論文の評

価は、卒業論文を指導した教員ならびに査読した副査 2 名の教員で評価される。 
＜看護学部＞ 
看護研究の意義を理解し、看護研究を実施するための基礎的知識・技術を修得するために学

生は 3 年次後期に「看護研究方法Ⅰ」を学び、4 年次に「看護研究方法Ⅱ」を学ぶ。看護研究

方法Ⅱは、提出した卒業論文をもとに実施する卒業論文発表をもって評価する。発表の場であ

る卒業研究中間発表会および卒業論文発表会は、教員および 3 年次の学生出席のもとに実施さ

れる。卒業論文の評価は、卒業論文を指導した教員が行う。 
 

3－3－② 教育内容・方法及び学修指導等の改善へ向けての学修成果の点検・評価結果の 
フィードバック 

 各授業終了時に学生全員に対して授業評価アンケートを実施している。このアンケート結果

を基に、教員個人が自身の授業内容を再検討し修正点を記載・報告し、実行に移している。 
 学生個人における学修成果は、学部の会議で定期試験の結果一覧表を基に把握・点検してい

る。点検・評価の結果は、ポータルサイトを通じて個人に伝えるとともに、クラス担任を通じ

ても伝え、履修方法の指導をはじめ、学生生活全般にわたる相談、指導、支援の体制をとって

いる。 
◇エビデンス集 資料編【資料 3-3-1】令和元(2019)年度学生便覧（健康栄養学部） 
◇エビデンス集 資料編【資料 3-3-2】令和元(2019)年度学生便覧（看護学部） 
◇エビデンス集 資料編【資料 3-3-3】令和元(2019)年度シラバス（健康栄養学部） 
◇エビデンス集 資料編【資料 3-2-4】令和元(2019)年度シラバス（看護学部） 
◇エビデンス集 資料編【資料 3-3-5】修文大学 GPA 制度に関する規程（学生便覧） 
 
（3）3－3 の改善・向上方策（将来計画） 

学修成果の点検・評価については、ポータルサイトシステムを導入することにより、学生の

手続きの利便性を高めるとともに、迅速なフィードバックにつながっている。しかしながら、

3 つのポリシーを踏まえた学修成果の点検・評価方法については、さらに客観的で質の高い評

価を行えるよう、以下の点を改善する。 
・調査・アンケートの改善 
 アンケートの回答率を上げる。 
・IR による情報分析の改善  
 現在の IR 本部をより機能的に動かす努力をする。GPA 制度をより広く活用する。 
・検証の改善 
 改善プランの着実な実施を分析するため、自己点検・評価報告書を作成して自己点検・評価

を行う。 
 
[基準 3 の自己評価] 

本学のディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー、アドミッション・ポリシーの 3 つ
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のポリシーは適切に策定され広く社会に示している。 
 ディプロマ・ポリシーを具現化するために教育目標を踏まえた授業構成は、専門職養成に沿

って作られている。教育課程では、授業において専門職として必要な知識・技術を身に付ける

ための工夫がなされている。 
 成績評価基準、単位認定基準は学生に周知され、適正に実施され、現在に至っている。学修

成果の点検・評価においては、GPA 制度を採用し、卒業時の表彰に用いている。学生からの

授業評価アンケートの実施と分析、教員へのフィードバックと研修会開催など積極的に取り組

んでいる。 
 以上のことから、基準 3 を満たしていると判断できる。 
 
基準 4．教員・職員  

4－1．教学マネジメントの機能性 

4－1－① 大学の意思決定と教学マネジメントにおける学長の適切なリーダーシップの 

確立・発揮 

4－1－② 権限の適切な分散と責任の明確化に配慮した教学マネジメントの構築 

4－1－③ 職員の配置と役割の明確化などによる教学マネジメントの機能性 

（1）4－1 の自己判定 

「基準項目 4－1 を満たしている。」 
 
（2）4－1 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

4－1－① 大学の意思決定と教学マネジメントにおける学長の適切なリーダーシップの確

立・発揮  

学長は大学運営の最高責任者として意思決定を行なっている。学長は、本法人の理事として

理事会、評議員会に出席し、理事長や理事・評議員と密接な連絡調整を行いながら、また大学

の評議会の議長として大学運営に当たっている。学長は学識に優れ、本学の建学の精神を熟知

しており、大学運営に関して高い識見を有し、教学運営の職務遂行に努めており、建学の精神

に基づく教育研究を推進するため、以下の項目を重点的に実践している。 
 
・学生の学びの質を向上させる  
これまでは「基礎的な知識・技能の習得」が主体であったが、今後は「それを活用する力」

および「主体的に学ぶ態度」を重視する。そのことにより十分な知識と技能を身に付け、それ

を活用して判断し主体性を持って多様な人々と協力して働くことのできる人材を育成する。

「地域課題とその解決策」をテーマに、アクティブラーニングを取り入れた授業を行い、優秀

な提言をした学生に対し学長賞をもって表彰している。また、教育充実のための学長裁量教育

改革経費の設立、ベストティーチャー賞の新設、学生の代表を教育改善委員として任命するな

どの教育改革を行なった。 
 
・地域社会での知の拠点としての大学の役割を強化する  
修文地域研究センターが中心となって、大学、行政、産業が協働して地域を活性化する産官

学連携を推進している。本学は令和 2(2020)年 1 月 24 日に名古屋大学医学部・大学院医学系研
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究科と包括連携協定を締結した。平成29(2017)年5月31日に一宮市と包括連携協定を締結し、

平成 30(2018)年 10 月 12 日に尾西信用金庫と包括連携協定を締結した。また市民大学公開講

座の開催、高校への出前授業を推進するなど、地域の教育に貢献している。さらに学会活動、

論文・著書の執筆、科学研究費助成事業の申請など研究活動を奨励している。  
 
・グローバル社会に対応した人材を育成する  
国際経験豊かで英語に堪能な学長は、海外への留学制度や視察教育制度を充実すべく、海外

の大学と交流して大学の国際化を推進している。平成 28(2016)年には今まで作成されていなか

った大学のホームページの英語版を作成し、大学の情報を国際的に公開した。さらに修文国際

センターを設置し、平成 28(2016)年 12 月 1 日にハワイ大学カピオラニコミュニティカレッジ

と提携し、平成 29(2017)年 6 月 30 日にはハワイパシフィック大学と提携した。また、実際に

現地に赴いて語学や専門の教育内容について学ぶことで、現場主義の基礎となる体験を得られ

るため、平成 29(2017)年 3 月、平成 30(2018)年 3 月、平成 31(2019)年 3 月、令和元(2019)年
9 月には学生のハワイ大学およびハワイパシフィック大学への海外研修を実施した。また平成

30(2018)年 7 月にはハワイパシフィック大学の学生を本学に招き、七夕サマースクールを開講

し、本学の学生と国際交流を行った。 
 

4－1－② 権限の適切な分散と責任の明確化に配慮した教学マネジメントの構築  
本学は学長を教学に関する最高責任者とし、意思決定を行っている。また、教育研究に関す

る方針を議論する組織として評議会を置くと学則に定められており、原則として月 1 回開催さ

れる。評議会は学長が招集し議長となり、そのほか学部長、学科長、附属図書館長、教務部長、

学生部長、事務局長により組織され、学長が諮問する事項について審議する。評議会で審議し

決定された内容は、教授会で報告される。 
各学部の教授会は、学長が意思決定を行うにあたり、学生の入学、卒業、課程の修了、学位

の授与、そのほか教育研究に関する重要な事項について意見を述べる機関として学則に定めら

れており、原則として月 1 回開催される。本学の教授会は学長、学部長、学科長、教授により

組織されている。  
現在活動している委員会は学部学科の教員と事務職員で組織され、それぞれの委員会規程に

ある目的に沿って職務を遂行している。また、委員会で審議された内容のうち、検討の必要な

重要事項は教授会に上申される。  
各学部では、所属する教員が全員参加する教員会議を月 1 回開催し、学生の修学状況等の情

報交換と指導教育研究として、運営に関する事項等を議論し教授会へ上申している。細部にわ

たる情報交換によりきめ細かな学生指導に繋げている。 
 
4－1－③ 職員の配置と役割の明確化などによる教学マネジメントの機能性  

本学の運営を効果的に推進するため、本学には、学長直轄委員会として教学マネジメント委

員会、自己点検・評価委員会、リスクマネジメント委員会、IR 本郡、防災推進本部が、その他

入試委員会、FD 委員会、SD 委員会、紀要編集委員会、研究倫理委員会、研究倫理審査委員

会、利益相反委員会、広報委員会、図書館運営委員会、情報処理施設等整備検討委員会、防災

委員会、学生支援委員会、進路支援委員会、大学祭支援委員会、動物実験委員会が設けられて
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いる。また学部帰属の教務委員会、実習委員会が設けられている。それぞれの委員会は委員会

規程に準じて、教育研究及び大学の運営に関する業務を議論し、改善策を協議している。各委

員会は目的に応じて適正かつバランスよく議論されるように各学部の教員および事務職員で

構成している。 
教学に関する組織として教務部、学生指導に関する組織として学生部を置き、組織的、総合

的に学生の教育と学生指導に関する業務を運営している。教務部長、学生部長は教授が勤め、

その事務は大学事務局の教務課および学生支援センターがそれぞれ担当している。また、教務

委員会、学生支援委員会と綿密に連携し、教職協働の体制を構築している。 
学生の国家試験対策の支援を目的に国家試験対策講座を置き、各学部の教員を配置している。  
また、修文地域研究センター、修文国際センター、リメディアルセンター、看護支援センタ

ーを設置し、教職員を配置することで、研究、教育、活動を支援するために必要な意見等を集

約し、必要に応じて各センターから教授会、評議会へ上申している。  
◇エビデンス集 資料編【資料 4-1-1】教学マネジメント委員会規程 
◇エビデンス集 資料編【資料 4-1-2】学長賞規程 
◇エビデンス集 資料編【資料 4-1-3】令和元(2019)年度学長裁量教育改革経費応募要領 
◇エビデンス集 資料編【資料 4-1-4】ベストティーチャー賞規程 
◇エビデンス集 資料編【資料 4-1-5】FD 委員会規程 
◇エビデンス集 資料編【資料 4-1-6】名古屋大学医学部・大学院医学系研究科と修文大学との

連携・協力に関する基本協定書 
◇エビデンス集 資料編【資料 4-1-7】一宮市と修文大学・修文大学短期大学部との包括連携に

関する協定書 
◇エビデンス集 資料編【資料 4-1-8】修文大学・修文大学短期大学部と尾西信用金庫との産学

連携に関する包括提携書 
◇エビデンス集 資料編【資料 4-1-9】修文地域研究センター規程 
◇エビデンス集 資料編【資料 4-1-10】修文国際センター規程 
◇エビデンス集 資料編【資料 4-1-11】修文大学・修文大学短期大学部とハワイ大学カピオラ

ニコミュニティカレッジとの基本合意書、インバウンド留学プログラム基本合意書 
◇エビデンス集 資料編【資料 4-1-12】ハワイパシフィック大学と修文大学との国際協力基本

合意書 
◇エビデンス集 資料編【資料 4-1-13】ハワイ海外研修 平成 29(2017)年 3 月、平成 30(2018)
年 3 月、平成 31(2019)年 3 月、令和元(2019)年 9 月 
◇エビデンス集 資料編【資料 4-1-14】七夕サマースクールプログラム 平成 30(2018)年 7 月 

 
（3）4－1 の改善・向上方策（将来計画） 

学長のリーダーシップのもと、円滑で適切な大学運営が活性化するように、継続してマネジ

メント体制を強化していく。重点項目である教育の質の向上、地域貢献、国際化についてさら

に具体的な成果が得られるように学内組織を整備するとともに、社会のニーズを察知して、本

学の教育研究の質の向上のために、今後も組織の充実と教職共働の体制を継続していく。 
 
4－2．教員の配置・職能開発等 
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4－2－① 教育目的及び教育課程に即した教員の採用・昇任等による教員の確保と配置 

4－2－② FD（Faculty Development）をはじめとする教育内容・方法等の改善の工夫・

開発と効果的な実施 

（1）4－2 の自己判定 

「基準項目 4－2 を満たしている。」 
 
（2）4－2 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

4－2－① 教育目的及び教育課程に即した教員の採用・昇任等による教員の確保と配置  
本学に必要な専任教員数について、大学設置基準第 13 条に「大学における専任教員 の数

は、別表第一により当該大学に置く学部の種類及び規模に応じ定める教授等の数と別表第二に

より大学全体の収容定員に応じ定める教授等の数を合計した数以上とする」と定められており、

別表第一の学部の種類及び規模に応じ定める専任教員数は各学部で以下の通りとなる。 
健康栄養学部管理栄養学科（収容定員 320 名） 10 名（うち、教授 5 名以上） 
看護学部看護学科（収容定員 400 名）     12 名（うち、教授 6 名以上） 

また、別表第二の大学全体の収容定員（720 名）に応じ定める専任教員数は、11 名（うち、

教授 6 名以上）となり、合計すると 33 名（うち、教授 17 名以上）となる。  
教員数一覧に示すとおり、本学は大学全体で 44 名、教授を 20 名配置している。 
現在、本学の教員は教育目的を達成するために、年齢がやや高齢であるが専門性に基づいて

配置しており、採用については退職に対する欠員補充、および内部昇格を含め教育体制充実の

ため人員確保を実施している。 
教員採用は、web 上（JREC:研究者人材データベース）による公募等で、研究業績書類審査

および面接を行い、本学教員として適性があると認められた場合は、教員資格審査委員会規程

に基づき教員資格審査委員会に諮り、採用候補として認定され、理事長の承認を得て採用が決

定する。また昇任に際しては、研究業績および自己点検・自己評価報告書などを教員資格審査

委員会で審査し、昇任が適格と認定された場合、理事長の承認を得て決定する。 
 

教員数一覧                   (令和元(2019)年 5 月 1 日現在  単位:名) 
項目 

 
 

学部・学科 

専任教員 
設置基準

上必要数 
指定規則 
上必要数 

助
手 

合
計 教

授 

准
教
授 

講
師 

助
教 計 

健康栄養学部 
管理栄養学科 

9 3 3 2 17 10(5) 16 6 23 

看護学部 
看護学科 

11 2 11 3 27 
12(6) 
※3 

12 
※3 

13 40 

大学全体の収容定員 
に応じ定める教員数 

― ― ― ― ― 11(6) ― ― ― 

合計 20 5 14 5 44 33(17) 28 19 63 
※保健師課程に必要な専任教員の数 
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教員年齢構成一覧                (令和元(2019)年 5 月 1 日現在 単位:名) 

所属 職 
70 代 
以上 

60 代 50 代 40 代 30 代 20 代 合計 

健康栄養学部 教授 1 7 1    9 
准教授   2 1   3 
講師  1 1  1  3 
助教    2   2 

計 1 8 4 3 1  17 
看護学部 教授 4 5 2    11 

准教授   2    2 
講師  3 4 3 1  11 
助教   1 2   3 

計 4 8 9 5 1  27 
 合計 5 16 13 8 2  44 
 

4－2－② FD（Faculty Development）をはじめとする教育内容・方法等の改善の工夫・

開発と効果的な実施 

本学の FD 活動については、平成 20(2008)年度に FD 委員会を設置し、それ以降、教員の資

質・能力の向上に向けた種々の取り組みを行ってきた。FD 委員会には、各学科の代表教員 5
名（1 名が委員長）と教務課から、事務職員 1 名を構成員として委員会を開催している。また、

令和元(2019)年度からは、教育の質の向上に向けた改善を目的として学生の代表を教育改善委

員として任命し、FD 委員会会議に出席してもらい授業改善のための意見聴取を行っている。

その他主な活動としては、学生による授業評価アンケート、ベストティーチャー賞の表彰、テ

ィーチング・ポートフォリオ、学修ポートフォリオ、公開授業及び FD 研修会の開催である。 
 学生による授業評価アンケートについては、授業を担当した教員に対して義務付けており、

前期並びに後期の授業最終日に実施している。アンケート項目については、①シラバスと授業

内容についての評価、②講義・実習についての評価（教授方法、教員の熱意、授業の満足度）

③学生自身の授業への取り組み（予習復習を含めた授業を受けるための姿勢等）等の 18 項目

について評価を行っている。これらの評価項目については、毎年 FD 委員会において本学の教

育実態に沿ってより正確に評価できる内容とするための検討を行い内容の改善を行ったうえ

で実施している。授業評価アンケート結果を受けて各教員は、自己の授業改革行動について改

善ポイントを明確にした報告書を提出するとともに改善に向けた取り組みを積極的に行って

いる。また、年間の授業評価アンケート結果については、図書館で保管しており学生も含め皆

が閲覧できるようになっている。 
 学生の授業評価アンケートの結果は、ベストティーチャー賞の表彰にも採用されている。平

成 29(2018)年度から他の教員の模範となる教員を表彰する制度を設けた。学生の授業評価アン

ケートの各学部の年間結果から総合平均点数の最も高い教員の中から FD 委員長が各学部 1 名

ずつベストティーチャー賞候補者を推薦し、教学マネジメント委員会で受賞者を決定して、FD
研修会時に表彰している。 
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 平成 29(2017)年度からティーチング・ポートフォリオ（教育業績記録）を導入し、各教員の

教育改善向上に向けた取り組みを行っている。また学生に対しては学修ポートフォリオを入学

時に配布し、学生の学修成果等を保存するように指導している。 
 毎年前期・後期においてそれぞれ各教員が受け持ちの授業を公開する「一般公開型相互授業

参観」を行っている。事前に各学部の先生方に一般公開型授業参観の案内を行い、各教員が互

いに授業の参観を行い、その後「相互授業参加 FD シート」に良いと感じられた点、感想、自

らが担当している科目の参考となった点等を記入し、参観後のミーティングを担当教員と行う

こととしており、相互の授業の向上に向けた取り組みも行っている。 
 FD 研修会については、毎年 1 回全教員を対象として研修会を行っている。令和元(2019)年
度は、「学生の学意欲を引き出す仕掛けづくり- キャリア教育を中心に-」と題した研修を行い

講演後に出席者と講師によるディスカッションを行った。受講結果について、出席者全員に報

告書として講演会を受けた所感及び次回への要望等についても意見を聴取し研修内容の参考

としている。 
◇エビデンス集 資料編【資料 4-2-1】修文大学教員資格審査委員会規程 
◇エビデンス集 資料編【資料 4-2-2】修文大学教員資格審査基準 
◇エビデンス集 資料編【資料 4-2-3】修文大学 FD 委員会規程 
◇エビデンス集 資料編【資料 4-2-4】授業評価アンケート（講義、演習科目用）様式 
◇エビデンス集 資料編【資料 4-2-5】授業評価アンケート（実習、実験、実技科目用）様式 
◇エビデンス集 資料編【資料 4-2-6】授業アンケート結果を受けての私の授業改善行動につ

いて（報告様式） 
◇エビデンス集 資料編【資料 4-2-7】ベストティーチャー賞決定資料 
◇エビデンス集 資料編【資料 4-2-8】ベストティーチャー賞受賞者一覧表資料 
◇エビデンス集 資料編【資料 4-2-9】一般公開型授業参観の案内 様式 
◇エビデンス集 資料編【資料 4-2-10】相互授業参加 FD シート 様式 
◇エビデンス集 資料編【資料 4-2-11】令和元(2019)年度 FD 研修会資料 
◇エビデンス集 資料編【資料 4-2-12】令和元(2019)年度 FD 研修会のまとめ 
◇エビデンス集 資料編【資料 4-2-13】令和元(2019)年度 FD 委員会会議資料 
◇エビデンス集 資料編【資料 4-2-14】令和元(2019)年度 FD 委員会活動総括 
 
（3）4－2 の改善・向上方策（将来計画） 

本学では、大学設置基準を満たす教員編成とし、かつすべての学部が指定規則の基準に

定められた教員数を上回るよう配置している。今後改正される指定規則の指定規則の新た

な基準を満たすように、また、学生数の増減等に対応できるよう積極的に教員の職位、専

門分野、年齢のバランスを考慮しながら採用・昇格を実施していく。 
 教員の資質・能力の向上に向け、毎年 FD 委員会における年間活動計画の見直しを行い、

FD 関連活動事業を継続するとともにさらに充実した活動を展開していく。特に学生の声

のフィードバックに必要な授業評価アンケート回答率の向上に向け、各科目の担当教員が

自ら最終授業の終了時に直接学生に対してアンケート調査を実施するよう働きかけを行っ

ていくよう依頼する。併せて、学生代表の教育改善委員から出された教育改善のための意

見並びに要望について、それぞれ該当項目を各学部、事務局等において検討を行い、改善
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策を書面で回答する等適宜改善に努めている。また、引き続き授業評価アンケート結果か

らベストティーチャー賞受賞者を決定し、FD 研修会の場で表彰するとともに各教員が質

の高い授業改善への参考となるよう、受賞者から授業への取り組みについて発表してもら

う。FD 委員会においては、教育内容・方法の改善と効果的な授業に向け継続して検討を

行っていく。 
 
4－3．職員の研修 

4－3－① SD（Staff Development）をはじめとする大学運営に関わる職員の資質・能力

向上への取組み 

（1）4－3 の自己判定 

「基準項目 4－3 を満たしている。」 
 
（2）4－3 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

大学においては、教育・研究の充実を進めるためには、教職協働での取り組みが必要である。

そのためには、職員の資質・能力向上を促す研修の機会を持つことが大切と考える。 
 令和元(2019)年度は、FD 委員会と合同研修会を実施した。実施内容については以下のとお

りである。 
 1．日 時  令和元(2019)年 7 月 31 日 13 時～14 時 30 分 
 2．場 所  本学 7 号館 7 階 大講義室 
 3．講 師  椙山女学園大学 学長 後藤宗理 先生 
 4．講演題  「学生の学意欲を引き出す仕掛けづくり・キャリア教育を中心に」 
 5．受講者  本学 大学・短期大学・事務局 全教職員  

事務局員の参加は 100％であった。 
この研修会は「アクティブラーニング教育の実践力」として、平成 28(2016)年度より継続し

て行っている。学生が「能動的・主体的に学修する力を養う」ことにあり、その手法としてア

クティブラーニングを教職員が理解し、実践していくことで学生の質の向上に繋がると考える。

このテーマで学長のリーダーシップのもと講演が実施されている。 
 講演後は課長・課次長を中心に講演題に基づいて、話し合いを行い教育サポートの内容を検

討した。その結果をそれぞれの課に持ち帰り業務内容に沿って実践している。 
 過去の講演題及び講師については下表のとおりである。 
 

年度 実施日 講師 講演題 

平成 28 

(2016) 
9 月 20 日 

名古屋学院大学 

  家本 博一 教授他 

名古屋学院大学における地域連携 

 事業とアクティブラーニングの実践 

平成 29 

(2017) 
9 月 1 日 

豊橋創造大学短期大学部 

  伊藤 圭一 准教授 

主体的な学習支援と失敗例 

 ハンドブックより得られた学び 

平成 30 

(2018) 
7 月 25 日 

名古屋商科大学 

  亀倉 正彦 教授 

地域社会と連携した 

 アクティブラーニングについて 
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 本学の事務組織は教務課、学生支援センター、総務課、広報課の 4 つの部署がある。それぞ

れの業務内容については「修文大学事務分掌規程」に沿って行う。業務遂行にあっては、それ

ぞれの部署が、情報を共有し連携をとって進めなければならない。したがって、定期的に各課

の課長、課次長が集まり情報交換とともに、他課の業務についての研修を行う。 
 また、文部科学省、日本私立学校振興・共催事業団、全国私立大学協会、日本短期大学協会

等が開催する研修会、説明会等にも積極的に各部署より職員が参加し情報収集や知識・技術の

習得に努めている。参加後は各部署の伝達講習等の研修会を実施し、それぞれの職員の能力向

上の研鑽を積んでいる。 
下表は令和元(2019)年度に参加した研修会である。 

 
＜事務局長＞ 

参加日 会  名 主  催 参加

人数 

10 月 2 日 
  ～4 日 

令和元(2019)年度 
第 71 回事務局長相当者研修会 
 令和元(2019)年度春季研究会 

一般財団法人 
 私学研修福祉会 

1 

＜教務課＞ 
参加日 会  名 主  催 参加 

人数 

6 月 7 日 
愛知県私大教務研究会 
 令和元(2019)年度春季研究会 

愛知県私大教務研究会 2 

12 月 6 日 
愛知県私大教務研究会 
 令和元(2019)年度秋季研究会 

愛知県私大教務研究会 2 

＜学生支援センター＞ 
参加日 会  名 主  催 参加 

人数 
8 月 28 日 
  ～30 日 

令和元(2019)年度 
私立短期大学就職担当者研修会 

日本私立短期大学協会 
私学研修福祉会 

1 

10 月 11 日 基礎知識講座 
大学行政理学 
中部北陸地区研究会 

1 

11 月 13 日 
  ～15 日 

令和元(2019)年度 
就職部課長相当担当者研修会 

私学研修福祉会 1 

＜総務課＞ 
参加日 会  名 主  催 参加 

人数 

4 月 26 日 
高等教育費負担軽減 
新制度説明会 

日本私立短期大学協会 1 

5 月 20 日 
高等教育の 
修学支援新制度説明会 

文部科学省 高等教育局 1 
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 6 月 18 日 私立大学等経常費補助金説明会 
日本私立学校振興・ 
共済事業団 

2 

 8 月 26 日 
認証評価 ALO 対象説明会 

(短大) 
一般財団法人 大学・ 
短期大学基準協会 

1 

10 月 15 日 高等教育の修学支援制度説明会 文部科学省 高等教育局 2 

10 月 16 日 
  ～18 日 

大学経理部課長相当者研修会 日本私立大学協会 1 

11 月 13 日 
  ～15 日 

私立短期大学経理事務等研修会 
日本私立短期大学協会 
私学研修福祉会 

2 

11 月 29 日 
全国短期大学第三部設置校 
第 56 回連絡協議会 

全国短期大学 
第三部設置校連絡協議会 

3 

 2 月 14 日 
令和元(2019)年度日本学生支援機構奨

学業務連絡協議会 
日本学生支援機構 2 

＜広報課＞ 
参加日 会  名 主  催 参加 

人数 

6 月 20 日 
令和元(2019)年度大学入学者選抜・教務

関係事項連絡協議会 
文部科学省 1 

12 月 3 日 
令和 2(2020)年度大学入学者選抜大学入

試センター試験 入試担当者連絡協議

会（第２回） 

独立行政法人大学入試セ

ンター 
1 

◇エビデンス集 資料編【資料 4-3-1】修文大学 ＳＤ委員会規程 
◇エビデンス集 資料編【資料 4-3-2】事務局長 研修会資料 
◇エビデンス集 資料編【資料 4-3-3】教務課  研修会資料 
◇エビデンス集 資料編【資料 4-3-4】学生支援センター 研修会資料 
◇エビデンス集 資料編【資料 4-3-5】総務課 研修会資料 
 
（3）4－3 の改善・向上方策（将来計画） 

本学の教育目的を達成させるための事務体制については、教務課、学生支援センター、総務

課、広報課の業務を適切に機能させ効果的な執行体制を整えている。また、職員の資質・能力

向上のために、SD 活動に参加するとともに、次年度より愛知県内の大学が合同で行っている

SD 研修会にも参加し、他大学の取り組みや教育内容を参考にできるよう職員に対し積極的に

SD 教育の機会を与えていきたい。 
令和 2(2020)年 3 月に「修文大学中長期計画」が策定された。明確な計画と目標の指針が示

され、大学の使命・目的とともに計画の達成に向けて、業務内容の見直しと簡素化に取り組み、

SD 研修を進めながら改善に努めていく。 
さらに今後も教育活動を基幹に行われるFD研修と管理活動を中心として行われる SD研修

について、教員、職員が個々と互いの現状を認識するとともに、より有機的な連携を行うこと
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により、教職協働にて学生の教育の質の向上と満足度向上のための活動をよりよく実現して行

くことを目指していく。 
 
4－4．研究支援 

4－4－① 研究環境の整備と適切な運営・管理 

4－4－② 研究倫理の確立と厳正な運用 

4－4－③ 研究活動への資源の配分 

（1）4－4 の自己判定 

「基準項目 4－4 を満たしている。」 
 
（2）4－4 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

4－4－① 研究環境の整備と適切な運営・管理 

 専任教員に対しては、年度の始めに教員が作成した研究費予算執行計画書に基づいて、

教員研究費を配分して研究助成を行っている。教員研究費の金額は、専任教員が一人当た

り年間 50 万円、助手は一人当たり年間 20 万円となっている。教員研究費は原則として当

該年度内に使用し、次年度への持越しはできない。研究費の使用は物品購入の手引きに基

づいて行っている。なお、3 万円以上の備品購入については、稟議書の提出による審査が

必要となる。 
 専任教員はあらかじめ申請した曜日を研究日（週 1 日）として申請することができる。研究

日は学外での研究活動の他、学会への出張や共同研究機関への出張などに利用することができ

る。この他、研究日以外に研究のための出張等が必要な場合には、事前に研究外出願を提出す

ることで承認を得ることができる。この場合本務に支障を来さない限り、期間についての制限

は設けられていない。研究成果については、1 年間の研究活動の実績を研究活動報告書にまと

めて年度末に提出している。 
 教員の研究活動を支援するための環境整備の一環として、附属図書館の他に動物実験センタ

ーを設けている。図書館の運営は附属図書館規程に基づいて、図書館運営委員会で審議し実践

している。動物実験センターの運営については動物実験規程に基づいて、動物実験委員会で審

議し実践している。 
 
4－4－② 研究倫理の確立と厳正な運用 

 本学では、修文大学・修文大学短期大学部研究者行動規範を定め、研究者の責任を明らかに

して社会の信頼に応えられる行動をとるよう求めている。また、研究活動の不正を防止するた

め、研究活動上の不正行為の防止及び対応に関する規程に基づいて研究倫理委員会を設置し、

教員の研究倫理教育・啓蒙を実践して研究倫理の確立に努めている。具体的には、全教員に対

して、一般財団法人公正研究推進協会（APRIN）の研究倫理教育 e ラーニングプログラムを毎

年受講し受講修了証を提出することを義務付けている。受講修了証の提出がない場合は科学研

究費の申請をすることができないことを周知している。また、APRIN の研究倫理教育 e ラー

ニングの他に、毎年一回研究倫理研修会を開催し、全教員に受講を義務付けている。 
 科学研究費などの公的研究費の使用にあたっては、公的研究費管理規程に従って厳正に執行

している。 
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 人を対象とする医学系研究については、研究倫理審査委員会規程に基づいて、研究倫理上の

問題点がないかを審査している。また、研究に関する利益相反については、利益相反規程に基

づいて報告書の作成と提出を義務付けている。 
動物を対象とする研究については、修文大学動物実験規程に基づき動物実験委員会において

動物実験が適正に実施されているかを審査ならびに評価している。 
 
4－4－③ 研究活動への資源の配分 

 専任教員の研究活動への支援としては、毎年全教員に対して教員研究費を配分して研究

助成を行っている（4－4－①参照）。この他、本学専任教員を対象に学長裁量教育改革経

費を設け、教育改革に関する研究の公募を行い、毎年合計 100 万円の研究助成を行ってい

る。100 万円の配分は、研究 1 件当たり原則として 30 万円程度とし、毎年数件の研究課

題を採択している。研究課題の選考にあたっては、教学マネジメント委員会の意見を聴い

たうえで、学長が自らの裁量で決定し研究費を交付している。研究費の交付を受けた教員

は年度末に研究成果をまとめて、報告書を作成し提出することが定められている。 
◇エビデンス集 資料編【資料 4-4-1】研究費助成に関する規程 
◇エビデンス集 資料編【資料 4-4-2】研究費予算執行計画書 
◇エビデンス集 資料編【資料 4-4-3】教育用備品・機器・消耗品の購入について 
◇エビデンス集 資料編【資料 4-4-4】研究日申請書 
◇エビデンス集 資料編【資料 4-4-5】研究外出願 
◇エビデンス集 資料編【資料 4-4-6】研究活動報告書（記載例） 
◇エビデンス集 資料編【資料 4-4-7】修文大学附属図書館規程 
◇エビデンス集 資料編【資料 4-4-8】修文大学附属図書館利用規程 
◇エビデンス集 資料編【資料 4-4-9】修文大学動物実験規程 
◇エビデンス集 資料編【資料 4-4-10】修文大学・修文大学短期大学部 研究者行動規範 
◇エビデンス集 資料編【資料 4-4-11】修文大学・修文大学短期大学部 研究活動上の不正行 
為の防止及び対応に関する規程 
◇エビデンス集 資料編【資料 4-4-12】修文大学・修文大学短期大学部 公的研究費管理規程 
◇エビデンス集 資料編【資料 4-4-13】修文大学・修文大学短期大学部 研究倫理審査委員会 
規程 
◇エビデンス集 資料編【資料 4-4-14】修文大学・修文大学短期大学部 利益相反規程 
◇エビデンス集 資料編【資料 4-4-15】動物実験に関する自己点検・評価報告書（令和元(2019)
年度） 
◇エビデンス集 資料編【資料 4-4-16】修文大学学長裁量教育改革経費応募要領 
◇エビデンス集 資料編【資料 4-4-17】修文大学学長裁量教育改革経費計画書 
◇エビデンス集 資料編【資料 4-4-18】修文大学学長裁量教育改革経費成果報告書 
 
（3）4－4 の改善・向上方策（将来計画） 

 研究環境については、現在、教員研究費の支給や研究日の設定により、教員の研究活動の活

性化が図られている。今後は、手続きの簡素化や短縮について検討する。また、競争的研究資

金の獲得や研究成果の公表などについても支援を検討する。研究倫理については、現在、研究
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倫理教育 e ラーニングや研究倫理審査により厳正な運用が図られている。今後は研究倫理教育

を一層充実させ、研究不正の発生を防止するように努める。 
 
[基準 4 の自己評価] 

 教学マネジメントは、学長のリーダーシップのもと、教学マネジメント委員会、評議会、教

授会および各種委員会などでそれぞれ分担して実践されている。これらの会議は事務職員も参

画して教職員の協力によって円滑に運営されている。 
 教員の採用については、公募の他、学内および学外からの推薦も含めて、教員資格審査委員

会規程に基づき該当する教員資格審査委員会を設けて、教員資格審査基準に定める基準に従っ

て選考を行っている。教員の昇任については、教員資格審査基準に定める基準に従って、該当

する教員資格審査委員会で公平かつ適切な審査を行い決定している。教員の配置については、

大学設置基準及び各養成所指定規則の基準を下回ることのないよう配慮している。 
 専任教員に対する研究支援として教員研究費や学長裁量教育改革経費および研究日などの

制度を通して研究費や研究時間への支援が行われおり、研究環境への配慮がなされている。ま

た、全教員を対象に一般財団法人公正研究推進協会（APRIN）の研究倫理教育 e ラーニングプ

ログラムの受講や研究倫理研修会への参加を通して研究倫理教育が適正に実践されていると

共に研究倫理審査委員会による研究倫理審査も適正に実施されており、研究倫理の確立と運用

は厳正に実践されている。 
 以上のことから、基準 4 を満たしていると判断できる。 
 
基準 5．経営・管理と財務 

5－1．経営の規律と誠実性 

5－1－① 経営の規律と誠実性の維持 

5－1－② 使命・目的の実現への継続的努力 

5－1－③ 環境保全、人権、安全への配慮 

（1）5－1 の自己判定 

基準項目 5－1 を満たしている。 
 
（2）5－1 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

 5－1－① 経営の規律と誠実性の維持 

 学校法人修文学院は、「国家・社会に貢献できる人材の育成」を建学の精神に掲げ、その使

命・目的を実践・達成するために理事会を最高意思決定機関に置き、理事長が学校法人の代表

者として執行業務を総理する。また、理事会の諮問機関として評議員会、監査機関として監事

を置き、「学校法人修文学院寄附行為」ならびに関連規程に基づいて事業を執行している。 
 また、組織の規律においては「学校法人修文学院就業規則」に服務規律を明示している。さ

らに、「学校法人修文学院個人情報保護法に関する規程」にて個人情報の保護に努め、「学校

法人修文学院公益通報に関する規程」においてコンプライアンス経営の強化に資しており、誠

実に管理運営している。 
理事会・評議員会は定期的に開催され、令和元(2019)年度における出席率は、理事会は平均

98.1％、評議員会は平均 95.2％であった。監事による業務・財務監査、監査法人による会計監
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査も適切に行われ、監事の令和元(2019)年度理事会・評議員会の出席率は 100％であった。ま

た、毎会計年度終了後の事業報告もホームページ記載し情報公開も積極的に行っており、経営

の規律は保たれ、誠実性は維持されている。 
    
 5－1－② 使命・目的の実現への継続的努力 

 建学の精神に基づいて、修文大学の高等教育機関として果たす使命・目的は、「広く知識・

教養を授けるとともに、深く専門の学芸を教授研究し、平和社会の発展と福祉に貢献すること

のできる社会に有為な人材を育成すること」としている。その使命・目的に向かって継続的に

努力し、実現するために令和 2(2020)年 3 月の理事会・評議員会にて「修文学院中長期計画（2020
～2024）」を策定した。 

全体目標として盤石な組織基盤の構築を掲げ、大学においては、令和 2(2020)年 4 月の医療

科学部臨床検査学科の開設を契機に、更なる発展へ社会の動向を見極め大胆に挑戦するととも

に既存学部（健康栄養学部・看護学部）の戦略見直しと学内組織体制安定化に向けて実践を継

続するとしている。そしてその中の重点目標として教育力の向上（教育の質の確保と各学部国

家試験合格率・就職率の向上）、組織のガバナンス強化（教職員の意識改革に伴って働きがい

度を上げ、組織の力を強化）、経営基盤の強化（各学部・学科収容定員充足率 100％以上の実

現により、基本金組入前当年度収支差額の収入超過）を掲げ、全教職員が共有し達成に向けて

一丸となって取り組めるように周知・徹底しており、継続的に努力をしている。 
 
 5－1－③ 環境保全、人権、安全への配慮 

 環境保全については、地球温暖化などの環境問題に対して大学の社会的責任を自覚し、学生

のための快適な学修環境や教員の教育・研究環境との両立を図りつつ配慮を行っている。学内

の蛍光灯については各教室の LED 化に順次着手し、廊下やトイレについてはさらに人感セン

サーによる自動制御を取り入れた。また、照明やエアコンの消し忘れについては、職員の巡回

でカバーし省エネに努めている。 
また、学部の構成上薬品や医療廃棄物等を扱うため、「修文大学毒物及び劇物管理規程」や

「修文大学感染症廃棄物処理規程」・「修文大学感染症廃棄物処理マニュアル」にて厳正な管

理と処理を行っている。それに伴い定期的に水質の検査も専門業者と適正に行っている。 
人権については、「修文学院就業規則」に準拠し、昨今社会問題化しているパワー・セクシ

ャル・アカデミック・マタニティ等の各ハラスメントについては、「ハラスメント防止規程」

にて対応している。 
学内に学長所管のリスクマネジメント委員会を置き、学生生活上に起こるトラブルや業務上

のハラスメント等に対して学生には学生便覧に掲載し、教職員には文書をもって防止の周知・

啓蒙を図っている。このリスクマネジメント委員会は学生及び教職員による問題が発生し次第、

随時開催し対応している。そしてリスクマネジメント委員会での裁定事項は、理事長の所管す

る特定監督者協議会（ハラスメント委員会）に上程・報告され、対処方針の決定がなされる。 
安全への配慮については、地震災害への対応として施設内建物は新耐震基準に準拠した耐震

化を全て完了した。また、消防法に準じて毎年建物内の消防設備の定期点検を実施している。

法人事務局・修文大学・修文大学短期大学部が同じ敷地のため、合同の教職員で組織した「自

主消防組織」を編成し、「自営防火計画」を立てている。 
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毎年９月には地元の一宮消防署と連携し、学生・教職員による防災訓練を実施している。避

難経路等、学生には学生便覧にて周知し、災害時の安全確保に努めている。     
加えて各棟の貯水槽に常時 109ｔの水を保有しており、災害等不測の事態時にはバルブの調

整をしながら飲料水を提供できる体制を整えている。また、防犯上の対策として警備会社に警

備を委託し学内のセキュリティ管理をおこなっている。敷地への出入口に監視カメラを設置し、

大学への不審者による被害を防ぐとともに地元一宮警察署との連携も行っている。さらに大学

事務局前には AED を設置し、不測の事態に対応できる体制を取っている。 
◇エビデンス集 資料編【資料 5-1-1】修文学院中長期計画（令和 2(2020)年～令和 6(2024)
年度） 
◇エビデンス集 資料編【資料 5-1-2】学校法人修文学院寄附行為 
◇エビデンス集 資料編【資料 5-1-3】学校法人修文学院就業規則 
◇エビデンス集 資料編【資料 5-1-4】学校法人修文学院個人情報保護法に関する規程 
◇エビデンス集 資料編【資料 5-1-5】学校法人修文学院公益通報に関する規程 
◇エビデンス集 資料編【資料 5-1-6】修文大学毒物及び劇物管理規程 
◇エビデンス集 資料編【資料 5-1-7】修文大学感染症廃棄物処理規程 
◇エビデンス集 資料編【資料 5-1-8】修文大学感染症廃棄物処理マニュアル 
◇エビデンス集 資料編【資料 5-1-9】学校法人修文学院ハラスメント防止規程 
 
（3）5－1 の改善・向上方策（将来計画） 

 本学院は、高等学校、短期大学、幼稚園の伝統に新たに平成 20(2008)年に修文大学健康栄養

学部を開学し、平成 28(2016)年には看護学部を設置、そして令和 2(2020)年に医療科学部の認

可を経て大学法人としての運営規律の整備に尽力し、その都度法令に適応した諸規程の整備を

行ってきた。18 歳人口の減少に真摯に向き合い、社会の趨勢を捉え理事会を中心に評議員会の

意見、さらには監査のチェックを誠実に受け止め、常に将来構想を議論しつつその構想を計画

に変え着実に実行している。 
5 ヵ年に亘る中長期計画も令和元(2019)年度に策定した。今後はこの計画を達成するべく組

織ガバナンスの更なる強化を図るとともに、教育の質を高め、学生・教職員が「修文に来て良

かった」と実感できる環境設備に努めていく。また、人権の保護及び安全の確保について配慮

をしつつ規律を重んじ誠実に運営していくとともに、さらに迅速・果断に運営をしていくこと

が必要である。 
 
5－2．理事会の機能 

5－2－① 使命・目的の達成に向けて意思決定ができる体制の整備とその機能性 

 

（1）5－2 の自己判定 

基準項目 5－2 を満たしている。 
 
（2）5－2 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

 理事会は、修文学院寄附行為第 15 条に任務・運営が規定されている。定例の理事会は 5 月、

1 月、3 月に開催している。又、必要に応じてその都度理事長が招集し開催している。前年度
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の 3 月に当年度の事業計画案、予算案が審議され、5 月には前年度の事業報告案、決算案が審

議され、1 月には補正事業案、補正予算案、及び諸規程等の改正案が審議される。5 月の理事

会では事業報告案、決算案について監事から監査報告がなされ、承認後評議員会に報告してい

る。 
 事業計画案、予算案（補正を含む）及び評議員諮問事項については、原則理事会で慎重審議

のうえ評議員会に諮問し評議員会の同意を得た後、再度理事会を開催し最終議決としている。 
上記の内容を踏まえた令和元(2019)年度における理事会の開催状況は、令和元(2019)年 5 月

25 日、令和 2(2020)年 1 月 30 日、令和 2(2020)年 3 月 26 日に行なった。加えて令和元(2019)
年 7 月 25 日と令和元(2019)年 12 月 5 日に臨時理事会が 2 回開催された。 

令和元(2019)年度審議内容は、上記のほかに私立学校法改正による寄附行為の変更、それと

ともに本学院の実態に即した迅速・果断な運営を目指すため理事定数・評議員定数の変更、働

き方改革に伴う就業規則をはじめとする諸規程の改定や大学・短期大学における学則や授業料

減免規程等の改定、教育設備に係る事業の実施及び教育環境の充実について、さらには高等学

校の男女共学化にむけた将来構想・計画等多岐にわたり、慎重な審議・議決がなされた。 
理事の選任は、寄附行為第 6 条に規定されている。選任区分は、第 1 号理事に修文大学学長、

第 2 号理事に修文大学短期大学部学長・修文女子高等学校長・修文大学附属一宮幼稚園長のう

ち互選による者 1 人、第 3 号理事は評議員会のうちから評議員会において選任された者 1 人以

上 3 人以内、第 4 号に学識経験者のうち理事会において選任した者 2 人以上 3 人以内、となっ

ている。理事の任期は第 1 号理事を除き 4 年で、現在は常勤が 6 名、非常勤が 2 名である。設

置する学校の所属長は全員理事に選任されており、所属する学校の責任者が責任を持った意見

を活発に述べ、学外理事からも様々な意見をいただいている。 
守りの体制ではなく、中長期先を見据えた決定ができる体制を整えている。 

 
（3）5－2 の改善・向上方策（将来計画） 

 情報化社会の到来により高等教育機関を取り巻く社会環境変化は著しい。社会の動向をいち

早く察知・分析し法人の意思決定のさらなる迅速化・適切化に努めるべく、令和 2(2020)年度

より理事定数を「8 人から 12 人」より「5 人から 8 人」に寄附行為を変更した。無論、社会経

験が豊かで学院の運営に資する意見と見識を持たれた 2名が学外理事として積極的に意見や指

摘をいただいており、理事会は適切に機能している。 
今後その体制を強固なものにするとともに、さらなる充実を図っていく。 

 
5－3．管理運営の円滑化と相互チェック 

5－3－① 法人及び大学の各管理運営機関の意思決定の円滑化 

5－3－② 法人及び大学の各管理運営機関の相互チェックの機能性 

 

（1）5－3 の自己判定 

基準項目 5－3 を満たしている。 
 
（2）5－3 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

 5－3－① 法人及び大学の各管理運営機関の意思決定の円滑化 
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本学院では最高意思決定機関として理事会を置き、学長が 1 号理事として出席している。学

長は大学の代表として将来計画から教員人事及び評議会・教授会の重要事項等の説明・報告を

行い、大学と理事会との情報共有を円滑にするとともに、意思決定を担う役目を果たしている。 
大学においては評議会を学長の諮問機関と位置づけて設置しており、学長、各学部長、学科

長、附属図書館長、教務部長、学生部長、大学事務局長及びその他学長が必要と認めた教職員

により構成され、毎月開催している。この評議会は、教育上の意思決定に関する事項や大学の

運営および教学上の将来構想等の事項を審議することを目的として開催している。さらに理事

会で審議決定された事項を教学部門に周知・徹底する役割も担っている。これを受け、各学部

の教授会、さらに各委員会へ具体的内容についての協議・決定へと具現化している。 
そうした大学の計画に基づく運営全般について、毎月理事長に報告・提案する「理事長報告

会」を行っている。法人からは理事長・法人事務局長・参事・総務課長、大学からは学長・学

部長・大学事務局長・参事・学生支援センター長・教務課長・総務課長が出席し、協議内容は

評議会や教授会、各委員会での審議事項及び運営状況の教学面に留まらず、学生の現状及び就

職状況、学生募集や管理部門に至るまで報告・企画提案の多岐にわたる会議である。毎月第 2
木曜日に開催しており、法人と大学の意思疎通の円滑化を図るとともに、重要案件のみならず

日常的な大学運営における問題解決にも大いに重要な会議となっている。 
  

5－3－② 法人及び大学の各管理運営機関の相互チェックの機能性 

 法人及び大学の管理運営については、その業務内容を相互チェックする機関として寄附行為

第 5 条に基づき監事を 2 名置いている。監事の職務については、寄附行為第 14 条に定めて

おり、主に法人業務及び財産状況について聞き取り、意見を述べ、それを監査する役割を担う。

法人業務については、大学から理事長へ教授会・委員会・教員会議等教学関係の運営状況が詳

細に報告される前述の理事長報告会資料を毎月法人職員が監事宅に持参し、説明している。ま

た、重要事項については理事会開催前に理事長が監事に直接説明をしている。更に理事会・評

議員会に出席し、学校法人の運営状況について把握し、意見をいただいている。その集大成と

して 5 月に事業報告書の説明を求め、年度当初の教育目標の執行と成果、事業計画の執行状況

と理事者の業務執行及びコンプライアンス、組織全般について意見を述べている。具体的には、

学院の事業活動、係争・公訴事件の有無、その他温床の有無、後援会組織、科学研究費の管理

の監査をしているが、特に建学の精神に基づく教育目標の妥当性、自己点検・評価の取組み、

受験生確保方法と結果、学生の留年・除籍・退学の状況把握と対策、学生に対する進路、その

指導状況、教員の教務担当コマ数の適正、講義の休講・補講状況、学生・保護者の満足度、教

育・研究における重点分野、教員の外部資金獲得状況、教職員の研修（FD・SD）実施状況、

魅力ある学校づくり等、教学面における監査を重点としている。また、財産状況については、

当該年度決算書案及び財産目録の説明を求め、帳簿を確認する。さらに有価証券の運用や後

発・偶発事象の有無についても確認する。  
毎会計年度終了後は、5 月に監査報告書を作成して理事会及び評議員会に提出し、報告を行

っている。 
会計監査に関しては、会計監査人（公認会計士）から報告を求め、必要に応じて公認会計士

に対し専門的事項の調査を依頼する等連携をとって財産の状況を調査している。監事は、法人

の理事、職員、評議員以外の者から選出した候補者のうちから評議員会の同意を得て理事会が
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選任している。令和元(2019)年度に 5 回開催した理事会への監事の出席率は 100％であった。

また、監事による監査に加え、評議員会は、寄附行為において諮問機関として、理事会で審議

する事項のうち寄附行為第 20 条で定められた諮問事項としている案件については理事長に意

見を具申している。評議員の選任は、寄附行為第 22 条に基づいて選出される。これまで定数

を 25 名から 32 名に定めていたが、理事同様、迅速かつ的確な評議員会運営を考慮し、令和

2(2020)年度より 11 名から 22 名の定数に寄附行為を変更し、現在は 22 名で構成されている。

評議員会の開催については、令和元(2019)年度は 5 回実施し、出席率は平均 95.2％であった。

評議員会は適切に機能しており、監事による監査、会計監査人による会計監査を含め、法人及

び大学の各管理運営機関の相互チェックは有効に機能している。 
◇エビデンス集 資料編【資料 5-3-1】修文大学評議会規程 
  
（3）5－3 の改善・向上方策（将来計画） 

 本学院の管理運営の円滑化を維持向上するためには、組織体制の充実を進め、法人と大学の

管理部門の連携は不可欠であり、現在遂行している理事会、評議会をはじめとする各種会議、

また理事長報告会をさらに充実・活性化させ、合理的かつ効率的な連携により組織力の強化と

問題解決を図っていく。教職員一人ひとりが関連法や規程の趣旨を理解することに努め、各監

査の機能に求められていることを考察することによって、学院全体の統治性がより向上するよ

う一層教育及び啓発活動を行っていく。 法人は学院の永続性を保ち、未来に向けて指針を示

し、このもとに全教職員が一致団結して社会の変化に対応する新たな教育体制を構築すると同

時に、今後も教職員間のより一層のコミュニケーションを推進し、迅速な意思決定と組織の継

続性、質の向上に努めていく。 
 
5－4．財務基盤と収支 

5－4－① 中長期的な計画に基づく適切な財務運営の確立 

5－4－② 安定した財務基盤の確立と収支バランスの確保 

 

（1）5－4 の自己判定 

基準項目 5－4 を満たしている。 
 
（2）5－4 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

 5－4－① 中長期的な計画に基づく適切な財務運営の確立 

 本学院の財務運営については、過去 5 年まで遡ると平成 27(2015)年度まではほぼ定員を確保

する堅調だった健康栄養学部の入学者が平成 28(2016)年度より入学定員の 7 割となり、平成

30(2018)年度には 6 割、令和 2(2020)年度は 2 割となってしまった。従って令和元(2019)年の

在籍者は 5 年前の平成 27(2015)年より約 100 名激減した。また、短期大学部では幼児教育学

科第一部の在籍数が平成 27(2015)年より約 110 名、高等学校の在籍数も約 150 名激減した。

さらに、修文大学附属藤ヶ丘幼稚園が慢性的に支出超過の状態であった。 
そこで中長期構想に基づき、将来適切に運営・経営の安定化を図るため、1 学部 1 学科であ

った大学に平成 28(2016)年に新たに看護学部を開設し、二本柱とした。入学定員 100 名の看

護学部は毎年順調に定員充足し、完成年度の令和元(2019)年に在籍数 400 名を超え、純増する
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ことができた。また、収支の改善が望めない修文大学附属藤ヶ丘幼稚園は平成 30(2018)年度よ

り募集を停止し、令和 2(2020)年 3 月 31 日付けで廃園とした。 
平成 27(2015)年度までは学院全体の基本金組入前当年度収支差額は収入超過で、大学部門は

収支均衡であった。平成 28(2016)年度の看護学部開設で、教員採用等の先行投資があり、学院

全体及び大学部門とも大きく支出超過となった。看護学部は堅実に定員を確保し、学院・大学

の運営に貢献しているが、健康栄養学部の入学生が激減し、計画が当初見込みより大幅にかけ

離れてしまったため、新たな学部設置計画となった。 
 

基本金組入前当年度収支差額（大学部門）               （単位：千円） 
学 部 名 平成 28(2016)

年度 
平成 29(2017) 

年度 
平成 30(2018) 

年度 
令和 1(2019) 

年度 
健康栄養学部     17,068 △ 96,671 △125,097 △115,963 
看 護 学 部 △284,765 △127,783 △ 76,647 24,312 

大 学 計 △267,697 △224,454 △201,744 △ 91,651 
※看護学部は完成年度を超えていないため、経常費補助金の交付はうけていない 

 
 5－4－② 安定した財務基盤の確立と収支バランスの確保 

 高等教育機関として永続的に発展させるには、経営が安定し、財務状況が健全でなければな

らない。そのためには事業活動収支計算書の基本金組入前当年度収支差額が収入超過で、将来

の設備投資に備えた内部留保と安定した支払資金を確保することである。  
学校法人修文学院は短大法人であったが、四大志向の流れの中で平成 20(2008)年度に管理栄

養士を養成する大学を設置し、平成 28(2016)年度には看護学部を、令和 2(2020)年度には臨床

検査技師を養成する医療科学部の設置認可が下りている。 
平成 27(2015)年度までは基本金組入前当年度収支差額は長年収入超過であった。本法人は高

等学校が母体であり、その後短期大学が創設され学院の経営に大きく寄与してきた。短期大

学・高等学校が平成 27(2015)年度の状態を維持し更に将来の盤石な経営を目指し、短期間に 3
学部を開設した。しかし、平成 28(2016)年度以降に大学の健康栄養学部、短期大学の幼児教育

学科第一部、高等学校の入学者が激減となった。看護学部と令和 2(2020)年に開設される医療

科学部の設置経費、耐震補強、老朽化した施設・設備の更新、看護学部が完成年度までの運営

経費に相当な自己資金を投入したため、令和元(2019)年度末の金融資産は約 22 億 5 千万円と

なっている。令和元(2019)年度末には中長期計画が策定されたので、その履行に注力し、安定

した財務基盤の確立を早期に実現できるよう取り組んでいく。 
 

 令和元(2019)年度末の財務比率は以下の通りである。 
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令和元(2019)年度貸借対照表関係比率                  （単位：％） 

 
（注）全国平均の比率は、日本私立学校振興・共済事業団が集計した平成 30(2018)年度の大学

法人（理工他複数学部）の全国平均値である。財務比率欄の印は、△は高いほうが良い、

▼は低いほうが良い。 
 
 流動資産比率（流動資産÷総資産）は全国平均を上回り、流動比率（流動資産÷流動負債）は

200 を超えており、一般に金融機関等では優良とみなされている。負債に関する比率が全国平

均より高い数値となっているが、新しい学部設置及び老朽化した施設・設備更新のため長期借

入金が増加した影響による。その返済は無理のない額となっている。 
学院全体が改組転換中であるが、財務分析結果では学院の存続を可能とする財源は潤沢では

ないものの確保されている。 
 今後高校の共学化に伴う建物改修・運動設備の充実に相当な資金が必要となるが、日本私立

学校振興・共済事業団の融資を受け、単年度で多額の資金流出を抑えていく。  
 

 （3）5－4 の改善・向上方策（将来計画） 

健康栄養学部の平成 28(2016)年度からの激減の第一となる原因は、管理栄養士国家試験の受

験率・合格率の低迷であると考える。 
国家試験の対策については、学修支援と同時に継続的に模擬試験を行い、学生の受験に対す

る意識付けを行ってきた。しかしながら、学修意欲の低下や国家試験受験に対する意識が上が

理工他複数学部

固定資産

総資産

流動資産

総資産

固定負債

総負債＋純資産

流動負債

総負債＋純資産

純資産

総負債＋純資産

固定資産

純資産＋固定負債

流動資産

流動負債

総負債

総資産

全国平均

平成30(2019)年度

▼

△

▼

▼

△

▼

▼

△

比    率

12.5

87.5

92.1

242.5

12.7

5 純資産構成比率

6

7

8

固定長期適合率

流動比率

総負債比率

2

3

流動資産構成比率

固定負債構成比率

4 流動負債構成比率

1 固定資産構成比率

計算式
令和元

(2020)年度

7.2

5.2

21.2

82.2

17.8

14.3

6.9

78.8

88.3

258.9

87.3



修文大学 

64 

らず、受験率が極端に低下した。本学への進学を勧めていただいた高等学校からも受験率の低

下については多くのご批判もいただいた。その後全員受験を目標に指導をシフトしたが、次に

は合格率が下がり、募集には致命的な結果となってしまった。 
これらの結果を改善するために学部内で検討を積み重ね、正規授業以外に国家試験対策講座

を充実させて臨んだが、十分な成果は得られなかった。 
令和 2(2020)年度は、人事を刷新して教育・研究に取り組むことが決定されている。従来に

増して、学生の教育の向上を目指し、国家試験の受験率と合格率を改善させる。 
 また、平成 29(2017)年の理事会、評議員会で将来構想が検討され、超高齢社会となる今後に

管理栄養士、看護師の他に臨床検査技師の養成が急務であるとの結論から、医療科学部臨床検

査学科を設置することとなり、入学定員 80 名の設置認可が下りた。この医療科学部は大きく

定員割れとなっている短期大学の定員を振替え設置するもので、開設年度より経常費補助金の

交付を受けることができる。 
令和 2(2020)年度の募集は短期間であったが、定員の約 8 割を確保できた。しかし、医療科

学部が大学の収支改善に貢献するには 4 年の歳月が必要である。 
短期大学部の生活文化学科の再構築は長年の課題となっているが、未だ決めかねている。高等学

校は令和 4(2022)年度より男女共学とし、男子生徒の力を加えて学校を活性化する。 
令和元(2019)年度末に制定された中長期計画の募集目標は以下のとおりで実現可能な数値と

なっている。 
 
中長期計画に伴う学生・生徒等募集計画の目標値             （単位：名） 

 入学定員 令和 2 

(2020)年 

令和 3 

(2021)年 

令和 4 

(2022)年 

令和 5 

(2023)年 

令和 6 

(2024)年 

健康栄養学部 ８０ ２０ ３０ ４０ ５０ ６０ 

看護学部 １００ １０５ １０５ １０５ １０５ １０５ 

医療科学部 ８０ ６５ ７０ ７５ ８０ ８０ 

大学の部 計 ２６０ １９０ ２０５ ２２０ ２３５ ２４５ 

生活文化学科 １００ ６０ ６０ ６５ ７０ ７５ 

幼児教育学科第一部 ５０ １０ ３０ ３５ ４０ ４０ 

幼児教育学科第三部 ８０ ７５ ８０ ８５ ８５ ８５ 

短期大学の部 計 ２３０ １４５ １７０ １８５ １９５ ２００ 

高等学校 ４４０ １９０ １９０ ２２０ ２５０ ２５０ 

幼稚園 ９０ ７０ ７０ ７０ ７０ ７０ 

学院全体の計 １，０２０ ５９５ ６３５ ６９５ ７５０ ７６５ 

 
上記の目標値から試算される基本金組入前当年度収支差額は下記のとおりで、大学は医療科

学部が完成年度となる令和 5(2023)年度に収入超過、学院全体では令和 6(2024)年度に収入超

過とする計画である。 
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基本金組入前当年度収支予測                     （単位：千円） 
 令和 2 

(2020)年 
令和 3 

(2021)年 
令和 4 

(2022)年 
令和 5 

(2023)年 
令和 6 

(2024)年 
令和 7 

(2025)年 
大学の部  △190,039 △156,529 △71,236 25,347 93,358 137,426 
学院全体 △441,267 △441,158 △266,425 △109,641 17,974 90,667 

 
 大学をはじめ学院全体が改組転換中であり、上記収支予測が実現できるよう学院全体で取り

組んでいる。 
 
5－5．会計 

5－5－① 会計処理の適正な実施 

5－5－② 会計監査の体制整備と厳正な実施 

（1）5－5 の自己判定 

基準項目 5－5 を満たしている。 
 
（2）5－5 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

 5－5－① 会計処理の適切な実施 

 本学院の会計処理は学校法人会計基準に準拠し、本学の経理規程、経理規程細則、固定資産

及び物品管理規程、稟議規程に基づき適正に処理されている。日常の会計処理において特に大

学法人となってからは以前とは問題とならない複雑な取引が発生し、法人･大学が鳩首協議

を重ね、会計監査を依頼している監査法人の会計士の指導を受け適切に処理している。 
本学院の会計処理方法は昭和 58(1983)年に当時で日本語対応が出来るコンピーターを導入

し、会計基準に沿った学院独自の処理方法のプログラムを開発し、昭和 59(1984)年から稼動し

平成 29(2017)年度決算まで何ら問題なく処理をしてきた。更に、授業料管理･証明書発行･入試

業務等も独自で開発してきた。平成 27(2015)年度決算からの会計基準の変更の折にも独自でプ

ログラムを修正し対応した。この間のソフトの維持、管理、修正もほとんど独自で行ってきた

が、開発に協力した会社にも古いプログラムに対応する人材がいなくなったこと、学院の特定

の人物が存在しなければ対応が出来ないなどの保守･運用面で限界に達したので平成 30(2018)
年度決算から汎用のプログラムに変更した。変更にあたり監査法人の意見を伺い、サポート体

制が十分な会社と契約した。 
       
 5－5－② 会計監査の体制整備と厳正な実施 

 私立学校振興助成法第 14 条第 3 項に基づく監査法人による会計監査、及び私立学校法第 37
条第 3 項に基づく監事による監査ともに、毎年滞りなく実施している。 
 有限責任監査法人による監査は、監査日程表の通り実施されており、令和元(2019)年度は法

人・大学を含め、年間で 12 日間・延べ 60 人で行われた。監査法人の監査対象は、理事会の議

事録、取引内容、会計帳簿書類、備品等の実査及び決算書類等による監査が定期的に行われて

いる。 
 期中監査では、収入項目（学生生徒納付金、補助金、その他）、支出項目（人件費、教育経

費・管理経費他）、資産、負債、基本金項目について確認し、期末監査においては期中監査の
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内容に加え計算書類のチェックがなされている。 
 また、監事の監査については外部監事 2 名で実施されている。監事の職務としては、①学校

法人の業務を監査すること、②学校法人の財産の状況を監査すること、③理事の業務執行の状

況を監査すること、④学校法人の業務若しくは財産の状況または理事の業務執行の状況につい

て、毎会計年度監査報告書を作成し、当該会計年度終了後 2 月以内に理事会及び評議員会に提

出すること、⑤監査した結果、不正の点のあることを発見したとき、これを所管庁または理事

会及び評議員会に報告すること、⑥報告をするために必要があるとき、理事長に対して評議員

会の招集を請求すること、⑦学校法人の財産の状況または理事の業務執行の状況について、理

事会に出席し意見を述べること、と寄附行為に掲げているが、その対象項目は、財務状況全般、

理事の執行状況、学校の運営（教育研究活動や募集活動等）と様々であり、評議員会や理事会

にも必ず出席し、公認会計士との相互の意見交換も実施している。監事による監査報告は、令

和元(2019)年 5 月に開催された理事会・評議員会にて報告され、監査報告書にその内容が明記

されている。 
  
（3）5－5 の改善・向上方策（将来計画） 

以上の内容を着実に実施するために、担当のみならず事務職員の学校会計知識の向上を図る

とともに、公認会計士及び監事との連携をさらに密にし、会計処理を適切に行っていくことを

徹底していく。さらに監事による監査、公認会計士による監査、及び内部監査による三様監査

体制を構築する「内部監査室」の設置も視野に入れ、学院のガバナンス体制をより強固にする

べく努力をしていく。 
 
［基準 5 の自己評価］ 

学院は、教育基本法等の関係法令を遵守し、寄附行為に設置の目的を定め誠実に運営してい

る。大学においては、建学の精神に基づき、その目的を具現化するため教育理念と教育目標を

定めている。本学の運営状況についてはその公共性を高めるために教育情報および財務状況を

ホームページに公表している。学生の学修環境や教職員の職場環境においては、環境保全、人

権、安全に配慮し、安心して快適に学修や教育、研究、就業ができる環境の構築に努力してい

る。 
 学院の最高意思決定機関である理事会は、寄附行為に基づき適切に運営され、理事の出席率

も高く適切に機能している。理事長は日頃より積極的に学院内を巡回し、講義中の学生の様子

や講義風景を視察している。また学生が集う食堂や学生会館に足を運び、学生との対話を欠か

さない。施設の改修にも目を配り、各所属長に指摘・指示を出している。理事長決裁事項の業

務は無論、業務全般について学校法人を代表して積極的に総理している。 
また、大学の意思決定は学長の諮問機関である評議会の意見を聴いて、学長のリーダーシッ

プのもと学長が決定し、大学の将来構想や大学運営を具現化している。さらに法人と大学の連

携及び情報の共有を主とした理事長報告会を毎月開催し、法人・大学間の意思疎通の円滑化を

図っている。 
法人、大学の管理運営については、毎年度決算終了後、事業報告書を作成し、その内容をホ

ームページに掲載・公表している。 
 本学院の入学者数は平成 28(2016)年度より減少傾向にあるが、中長期構想に基づいて平成
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28(2016)年度に看護学部の設置、さらに短期大学の定員を振替えて令和 2(2020)年度より医療

科学部を設置する。令和 2(2020)年 3 月には修文学院中長期計画を作成し、5 年先を見据えた

財務計画にて運営している。支出については管理経費を極力抑え、収支バランスを保つべく努

めている。 
 会計処理については、公認会計士の指導の下、学校法人会計基準及び本学院の経理規程等に

則り、適切に処理している。会計監査は決算原案に基づき監事監査を行い、会計帳簿書類を閲

覧・照合するとともに、理事及び財務責任者から決算概要を聴取し、業務執行や財産の状況を

監査している。またこの結果については、理事会・評議員会に出席して監査報告をおこなって

いる。 
 以上のことから、基準 5 を満たしていると判断できる。 
 
基準 6．内部質保証 

6－1．内部質保証の組織体制 

6－1－① 内部質保証のための組織の整備、責任体制の確立 

（1）6－1 の自己判定 

「基準項目 6－1 を満たしている。」 
 
（2）6－1 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

本学の内部質保証は、修文大学自己点検・評価委員会規程に基づいて設置された自己点検・

評価委員会のもとで実施されている。本委員会は本学の教育研究水準の向上を図り、かつ、本

学の目的及び社会的使命を達するため、本学における教育研究活動等の状況について、自ら点

検及び評価することを目的としている。本委員会は、学長を委員長とし、学部長、学科長、附

属図書館長、教務部長、学生部長、事務局長、各課長、その他の教職員から構成される。この

ように本委員会は、本学の研究教育及び管理運営に関わる責任者から構成されており、日本高

等教育評価機構が定める基準に示された項目および本学独自の基準について責任のある点

検・評価が可能な委員会構成となっている。 
各委員は、自らが担当する分野について自主的に目標の達成度と問題点の調査に当たる。自

己点検・評価に必要な資料の収集については、担当する委員会委員だけでなく、評価事項に関

係の深い事務担当者の積極的な協力が得られる体制をとっている。点検・評価事項によっては、

他の委員と連絡をとりながら調査することも少なくない。また、各委員は、調査結果を自己点

検・評価委員会に持ち寄り、委員長より委嘱された専門委員会によって評価書の記述内容を精

査している。 
このように内部質保証の組織、責任体制は適切なものとなっている。 

◇エビデンス集 資料編【資料 6-1-1】自己点検・評価委員会規程 
◇エビデンス集 資料編【資料 6-1-2】打ち合わせ会資料 
◇エビデンス集 資料編【資料 6-1-3】令和元(2019)年度学生便覧（健康栄養学部） 
◇エビデンス集 資料編【資料 6-1-4】令和元(2019)年度学生便覧（看護学部） 
 
（3）6－1 の改善・向上方策（将来計画） 

今後は、この内部質保証の組織体制を強化しつつ、自己点検・評価の内容を充実させてい
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く。高い品質の教育機関の確立に向けた内部質保証の実現と発展のため、教職員一人ひとりが

意識的かつ積極的に取り組んでいく。また、学内各委員会と連携を強化し、不断の努力を重ね

ていくとともに、必要に応じて点検・評価を実施し、常に改善に努めていく。 
 
6－2．内部質保証のための自己点検・評価 

6－2－① 内部質保証のための自主的・自律的な自己点検・評価の実施とその結果の共有 

6－2－② IR（Institutional Research）などを活用した十分な調査・データの収集と分析 

（1）6－2 の自己判定 
「基準項目 6－2 を満たしている。」 

 
（2）6－2 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

6－2－① 内部質保証のための自主的・自律的な自己点検・評価の実施とその結果の共有  
本学では、自己点検・評価委員会を設置し、自己点検・評価委員会規程に基づく自己点検・

評価を実施している。本学では学生へのサービス・質の向上についての基本的情報は、評議会、

教授会等で情報を共有している。教職員・学生へ周知すべき情報の公開方法は、ホームページ、

ポータルサイト、書面等で行っている。学外に公表される本学の情報は、ホームページで常時

閲覧可能となっている。また、各学部では年度初めに教員に対して目標を設定させて、年度末

にその達成状況を自己評価する自己点検自己評価報告書の作成を実施している。 
FD 委員会では、すべての授業について学生から寄せられる授業評価アンケートを検討し、

教育改善に役立てている。自己研鑽を奨励する目的で授業評価の特に高かった担当教員に対す

る表彰規程を定め、ベストティーチャー賞として表彰している。また学生の代表を教育改善委

員として任命し、学生の意見を直接聴いて教育改善に役立てている。また相互研修型授業参観

を推進している。一般公開型授業と個別で約束する個別型の授業参加を併用し、教員は学期ご

とに最低 1 回は公開授業を行い、また参加するようにしている。 
 
6－2－② IR（Institutional Research）などを活用した十分な調査・データの収集と

分析  

IR 本部では、情報を収集・分析し、本学の効率的・効果的な計画立案,戦略策定及び意思決

定を支援するための包括的な活動を行っている。これにより、各学部で行ってきた活動を大学

全体の取り組みとして充実させるよう努力している。  
具体的には、入学予定者には入学前講座、入学前課題を通じて学力の向上を図り、入学後も

リメディアル教育も含めた学修支援でディプロマ・ポリシーの達成を目指している。入試区分

ごとの追跡調査では GPA の結果と対応させ 進級率・退学率・卒業率を把握し、優秀な学生

を獲得するための入試区分の調整や変更に活用していきたい。  
◇エビデンス集 資料編【資料 6-2-1】自己点検・評価委員会規程 
◇エビデンス集 資料編【資料 6-2-2】自己点検・評価報告書   
◇エビデンス集 資料編【資料 6-2-3】授業評価アンケート 
◇エビデンス集 資料編【資料 6-2-4】令和元(2019)年度授業アンケート結果を受けて（私の授

業改善行動について） 
◇エビデンス集 資料編【資料 6-2-5】相互研修型の授業参観（一般公開型および個別型）実施
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状況報告表 
◇エビデンス集 資料編【資料 6-2-6】入学前講座・入学前課題  
◇エビデンス集 資料編【資料 6-2-7】追跡調査進級率・退学率・卒業率 
◇エビデンス集 資料編【資料 6-2-8】入試区分ごとの GPA 

 
（3）6－2の改善・向上方策（将来計画） 

自己点検・評価の結果の学内共有についてはすでに実施済みである。しかし、これらのデー

タを正しく理解し、将来的な質保証へと生かされる体制の確立が急がれる。IR は、高い客観性

を持つ自己点検・評価が行われるよう今後も取り組みを強化していく。また、本学の相対的な

位置づけのための比較・分析等をより強化し、名古屋大学医学部・大学院医学系研究科など他

の大学機関との連携を強化して、競争力の向上を図りたい。 
 
6－3．内部質保証の機能性 

6－3－① 内部質保証のための学部、学科、研究科等と大学全体の PDCA サイクルの仕組

みの確立とその機能性 

（1）6－3 の自己判定 

「基準項目 6－3 を満たしている。」 
 
（2）6－3 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

修文大学自己点検・評価委員会規程では、本学の教育研究水準の向上を図り、かつ、本学の

目的及び社会的使命を達するため、本学における教育研究活動等の状況について、自ら点検及

び評価するに当たって必要な事項を定めている。自己点検・評価委員会が中心となって計画

（Plan）、実施（Do）した自己点検・評価の結果を各教授会で報告・検討（Check）し、その

結果を全学の教職員が教育研究活動に反映し、改善を図り（Action）、さらにそれを点検・評

価にむすびつけていくという内部質保証のための PDCA サイクルは確立している。前述のよう

に、大学全体として、自己点検・評価は継続的に実施し、その結果についてもホームページ上

で共有しており、大学の運営に反映させている。例えば、学生代表の教育改善委員から出さ

れた教育改善のための意見並びに要望について、それぞれ該当項目を各学部、事務局等に

おいて検討し、改善策を書面で回答するなど適宜改善に努めている。 
◇エビデンス集 資料編【資料 6-3-1】自己点検・評価委員会規程 
◇エビデンス集 資料編【資料 6-3-2】授業評価アンケート報告書 
◇エビデンス集 資料編【資料 6-3-3】FD 委員会会議資料 
◇エビデンス集 資料編【資料 6-3-4】FD 委員会活動総括 
 

（3）6－3 の改善・向上方策（将来計画） 

自己点検・評価によって提示された課題は、関係する委員会及び FD 研修会で活発に論議し、

自己点検・評価のあり方について職員共通の理解を深めていく。また、学生による授業評価ア

ンケートのように、データが集積してきている事項については、今後も引き続き実施するとと

もに分析結果を報告書にまとめていく。また、報告・検討の機能を一層強化し、質の高い改善

に繋がるよう努力することで、より確実な PDCA サイクルの確立を目指す。本学では「卒業時
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アンケート」及び「卒業生アンケート」を実施しており、その集計結果を分析することで学修

支援に関する学生の意見を汲み上げることができる。その中から問題点を洗い出し、改善策を

実施するといったサイクルを継続的に行える仕組みを構築していかなければならない。 
 
［基準 6 の自己評価］ 

 本学は、大学の使命・目的に即した自主的・自律的な自己点検・評価を行うため、自己点検・

評価委員会規程を定め、自己点検・評価委員会を組織している。この自己点検・評価委員会に

は各学部長や事務局長等の管理職が構成員となっており、大学運営に直結する組織となってい

る。さらに IR 本部の設置により学内の種々の情報を収集・管理し PDCA サイクルの円滑な実

施を目指している。 
 本学の自己点検・評価は、自己点検・評価委員会規程に基づき自主的かつ自律的に実施され

ている。また、各教員を対象に実施している教員の自己点検・評価に関しては、その結果をホ

ームページに公開しており、学内のみならず、一般社会にも広く公表している。 
 以上のことから、基準 6 を満たしていると判断できる。 
 
Ⅳ．大学が独自に設定した基準による自己評価 

 

基準 A．地域貢献 

A－1．地域協働を支える学内体制と地域連携体制が整っている。 

A－1－① 地域との連携体制 

（1）A－1 の自己判定 

「基準項目 A－1 を満たしている」 
 
（2）A－1 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

 平成 24(2012)年 9 月 3 日、大学・短期大学部を含む学校法人修文学院（当時 一宮女学園）

に、学院と地域を結び、より開かれた教育機関として地域に根づいた実践的活動を行うことを

目的とした「修文地域研究センター」を設立した。設立に先立つ平成 23(2011)年 10 月 5 日に、

地元企業であるいちい信用金庫と産学連携協定を締結しており、地域との連携窓口としての必

要性が高まった時期での設置であった。平成 24(2012)年 10 月 3 日には、連携提携先第 1 号と

して、尾西信用金庫と「産学連携に関する包括協定」を締結した。さらに平成 29(2017)年 5
月 31 日には、本学が立地する一宮市との間で包括連携に関する協定書を締結した。締結前ま

でも一宮市が主催するさまざまな行事に学生・教職員が参加していたが、この連携協定締結を

機により一層、相互の協力による諸行事が増えていった。また、平成 30(2018)年 10 月 12 日

には尾西信用金庫と改めて連携協定を締結。今回の締結により、本学が持つ医療・福祉分野で

の連携をより強化することを目的としている。 
 地元産業界であるいちい信用金庫、尾西信用金庫とは、大学祭での金融講座や短期大学部で

の金融講座などを実施している。特に尾西信用金庫とは、医療・福祉分野での連携が期待され

ており、本学の特色とマッチしている。具体的な連携方法について話し合いを行った。平成

29(2017)年 11 月 17 日には尾西地区介護サービス事業者連絡会主催、尾西信用金庫が主として

運営を行った「介護フェア」に本学学長が「生活習慣を見直して元気で長生きしよう」と題し
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た基調講演を行った。その後もお互いに意見交換をしながら連携事業実施の方向を検討してい

るところである。 
大学間連携として、令和 2(2020)年 1 月 24 日に名古屋大学医学部・大学院医学系研究科と包

括連携協定を締結した。この包括連携によって、従来まで健康栄養学部や看護学部でのセミナ

ー開催や臨地実習を行ってきたが、より積極的な共同研究や人材交流を進めることが可能とな

った。 
一宮市民を対象とした生涯学習講座「市民大学公開講座」は一宮市教育委員会との共催で、

平成 20(2008)年度に健康栄養学部を開学して以来、短期大学部とともに継続して実施しており、

毎年 800 名近い受講者の参加が見込まれ、好評を得ている。令和元(2019)年度は 10 月 2 日か

ら 11 月 27 日の期間で 2 期に分けて開催し、前期は「豊かな暮らしのために」をテーマに 4
講座を開講した。そのうち 2 講座を看護学部の教員が担当した。後期は「いきいきシニアライ

フ」をテーマに 4講座を開講し、そのうち 2講座を健康栄養学部の教員が担当予定であったが、

諸般の事情により 1 講座のみの開講にとどまった。 
そのほかに本学が立地する一宮市による行事としては「高齢者のための簡単料理教室（男性

専科）」、「親子でエコ・クッキング」、「一宮市民健康まつり」などを行った。 
「高齢者のための簡単料理教室（男性専科）」は、一宮市高齢福祉課が主催しており、一宮

市内在住の高齢男性のために、ご飯の炊き方、みそ汁の作り方から始めて、基本的な料理がで

きるように４回にわたって教室を行うというものであった。料理経験の乏しい高齢者でも簡単

に作ることができる料理の実習をすることで、自らの食生活の改善につながり要介護状態への

進行予防を図ることを目的としている。この料理教室は一宮市内各所で行われているが、本学

では健康栄養学部の教員・学生が参加することで、単に料理を教えるだけではなく、野菜の効

果的な摂り方や塩分の控え方など、栄養指導を含めた内容であること、また学生がボランティ

アで参加することから、毎回、好評を博している。また、本学の学生にとっては、管理栄養士

としての重要の能力の一つであるコミュニケーション能力について、実際に学ぶことができ、

教育面でも効果をあげることができる行事となった。令和元(2019)年度は 8 月 21 日、8 月 28
日、 9 月 4 日、 9 月 11 日に開催され、定員は 30 名であった。この行事は今年度で２回目の

実施であった。毎回テーマに沿った料理と簡単なミニ講義を行っており、栄養指導の内容や学

生への事前指導を前年度実施のものを踏まえて改善した結果、特に学生による高齢者への接し

方がよりスムーズになった。 
「親子でエコ・クッキング」は、一宮市環境部清掃対策課が実施した。毎年 10 月の環境月

間において、食材を無駄にしない、料理中の電気・ガス・水道などを効率よく使用するなど、

環境に配慮した調理方法を、一宮市内の小学生とその保護者で料理教室を行うことで学んでい

ただくという趣旨で実施された。令和元(2019)年度は 10 月 10 日に実施され、一宮市内の小学

生とその保護者の 8 組 22 名が参加した。当日はガパオライス、ツナと押し麦の春巻き、エス

ニック風スープ、ゼリーを作成した。本学では健康栄養学部の教員と学生がボランティアで参

加した。参加者は親子で料理を行い、かつ環境に配慮した調理法を学ぶ貴重な機会となり、本

学学生にとっては、正規の授業以外で調理法を学び、子どもたちや、普段から料理をしている

保護者とのコミュニケーション能力の強化、また栄養指導も行うことでプレゼンテーション能

力の向上に資する行事となった。 
「一宮市民健康まつり」は一宮市が主催の行事で、一宮市医師会や一宮市歯科医師会など多
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くの団体が参加するものである。令和元(2019)年度は 9 月 1 日に実施された。本学は子どもへ

の食育コーナーが担当であり、健康栄養学部の教員・学生ボランティアが参加した。当日はゲ

ームや紙芝居などで子どもたちやその保護者への食育指導を行った。本学ブースには 150 名を

超える子どもたちが参加した。地域の子どもたちには食べ物に対してより深い関心も持っても

らい、保護者の方には食育の大切さを学んでいただいた機会となった。本学学生にとっては、

さまざまな食育の方法を実践によって学ぶことができ、また子どもたちやその保護者、祖父母

とのコミュニケーション実践の場としても大いに学ぶものがあった機会となった。 
地域の医療・高齢者施設などの従事者に対して、知識・技術の向上を目的とした「看護・栄

養セミナー」、「看護セミナー」を開催した。「看護セミナー」は看護学部開設当初より実施

していたが、より本学の特色を活かしたセミナーの実施のために平成 29(2017)年度より 6 月・

11 月の 2 回実施とし、6 月実施分を「看護・栄養セミナー」として、看護学部・健康栄養学部

の両学部の特色を全面に出したセミナーとした。令和元(2019)年の「看護・栄養セミナー」は

6 月 29 日に実施し、約 50 名の参加があった。なお、このセミナーは本学学生・教員にも開放

されている。講演内容は「糖尿病」を共通テーマとし、第一部として医療法人豊田会刈谷豊田

総合病院より看護部副部長石本香好子先生をお招きして「はじめよう！糖尿病患者のフットケ

ア」と題した講演を行っていただいた。第二部では半田市立半田病院栄養科より管理栄養士の

粕壁美佐子先生をお招きし「糖尿病の重症化予防の食事について」と題した講演を行っていた

だいた。来場者の反応もよく、地域の看護・栄養教育の向上に資するセミナーとなった。「看

護セミナー」は 11 月 16 日に開催し、約 30 名の参加者があった。今回は「災害看護」をテー

マとし、第一部にて名古屋市保健所中保健センター保健予防課保健予防課長日髙橘子先生をお

招きし「被災地への丸ごと支援と保健活動～災害時の連携を考える～」と題した講演を行って

いいただいた。第二部では本学看護学部成人看護学夏目恵美子講師が「あなたは大丈夫です

か？災害に対応するための『PDCA サイクル』」と題した講演を行った。グループワークを行

うなど理解しやすい講演となった。 
地元一宮市以外でも各種行事に教員や学生が参加し、地域貢献を行った。 
稲沢市では稲沢市社会福祉協議会主催の「イクメン講座 2019」に本学健康栄養学部の教員

と学生ボランティアが参加した。本学の担当は「クッキング教室『おうちで出来るキャラ弁つ

くり』」で、男性保護者と子供とによるキャラ弁作りを行った。楽しくつくることはもちろん、

本学健康栄養学部の特色を活かした栄養バランスを考えたキャラ弁作りは、普段から料理をあ

まりしない男性保護者の方からも高い評価をいただいた。また本学学生にとっては、普段あま

り料理をしない、接する機会が少ない男性保護者とのコミュニケーションを通じて、本学で学

んだことを実践するとともに、さまざまな方とのコミュニケーション能力の向上に役立つ行事

となった。 
尾張旭市では、食育推進講演会として、「家庭でできる健康的な食事の摂り方（噛むことに

ついて）」と題した講演を、本学健康栄養学部の教員が、令和 2(2020)年 2 月 14 日に行った。

参加者は 30 名ほどで、噛むことについて（咀嚼の大切さ）、現代の咀嚼の状況について、食

べるときのポイントなどの講演を行った。 
さらに、各種行事などでの地域貢献の他にも、各種委員や研修会講師などで多数の教員が参加

している。次の表にて示す。 
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＜健康栄養学部＞ 
職位 氏名 社会貢献活動 
教授 小田 雅嗣 一宮市地域ケア会議構成員 

名古屋市小学校給食調理等業務委託に係る総合評価委員 

名古屋市学校給食調理委託に係る業者選定懇談会委員 

西尾保健所管内栄養士会総会時研修会講師 

かすがい熟年大学講師 

蒲郡市いきいき市民健康づくり健康大学講師 

清須保健所食生活支援事業者研修会講師 

一宮保健所食生活改善支援事業研修会講師 

一宮市公私立保育園・小規模保育事業所等調理員研修会講師 

教授 黒柳 淳 一宮市生涯学習推進会議 

教授 山本 克司 愛媛県教育委員会いじめ問題対策会議アドバイザー委員 

八幡浜市権利擁護センター会長 

愛媛県福祉サービス利用援助事業契約締結審査会委員長 

愛媛県人権施策推進協議会副会長 

医療法法人清正会理事 

松山市国際交流財団理事 

「2019 市民大学公開講座」 講師 

教授 吉野 佳織 一宮市市民健康まつり（食育コーナー）出展 

稲沢市社会福祉協議会「イクメン講座」講師 

「親子でエコ・クッキング」講師（一宮市・修文大学包括連携事業） 

准教授 佐々木 政司 一宮市 6 次産業化・地産地消推進協議会委員・会長 

 一宮市まち・ひと・しごと創生推進会議委員・議長 

助教 水田 文 「高齢者のための簡単料理教室（男性専科）」講師（一宮市・修文

大学包括連携事業）全 4 回 
尾張旭市食育推進講演会「家庭でできる健康的な食事の摂り方（噛

むことについて）」講師 
中日新聞尾張版「WIDS KIDS」レシピ掲載：2019 年 5 月～（月 
1 回） 

 
＜看護学部＞ 

職位 氏名 社会貢献活動 

教授 水主 千鶴子 認知症予防サポーターセミナー 

教授 足立 はるゑ 名古屋市健康福祉局主催「臨地実習実習指導者講習会」講師 

教授 船橋 香緒里 一宮市自殺対策行動計画策定委員会委員委員長 
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一宮市子育て支援センター主催講演「今からの子育て･孫育て」講

師 
愛知県臨地実習指導者講習会（保健師）講師 

一般社団法人日本看護系大学協議会 災害支援対策委員 

南医療生活協同組合南生協病院倫理委員会外部委員 

愛知県看護協会認定看護管理教育ファーストレベル講師 

講師 相撲 佐希子 「2019 市民大学公開講座」 講師 

講師 那波 潤美 

羽島郡二町教育委員会 教育委員 

岐南町社会教育委員会 社会教育委員 

羽島郡小・中学生次世代リーダー育成事業 

岐南町青少年町民育成会 議構成員 

岐南町小・中校長会 構成委員 

岐南町少年主張大会 審査委員 

岐南町強化指定選手 選考委員 

岐南町社会福祉協議会 評議委員 

講師 山口 陽子 修文大学・奈良県立医科大学共同の認知症予防サポーターセミナー 

講師 大村 政生 ツインマザースクラブ 手をつなぐネットワーク集会 

講師 夏目 恵美子 
難病家族会 難病患者・家族・支援者で共に考える「私たちは大災

害にどう備えるべきか」防災セミナー講師  

講師 能島 頼子 

愛知県看護協会学会委員 

星城大学研究倫理専門委員会委員 

愛知県津島保健所新人研修会講師 

修文大学倫理講習会講師 
助教 諏訪 美栄子 愛知感染予防ネットワーク 

助教 松野 智香子 
一宮市助産師会所属 

一宮市母子保健事業における健康教育「パパママ教室」講師 

助教 山下 恵 一宮市 健康づくりサポーター養成講座 講師 
 
以上のように、多くの教員が各種委員などを務めていることで地域貢献をおこなっており、

またその成果が本学の教育に還元されている。 
 以上により、地域協働を支える学内組織を整備し、実際に連携協定に基づく諸行事を継続的

に行っていることで、地域連携体制が整っている。 
 
（3）A－1 の改善・向上方策（将来計画） 

産官学連携事業については、健康栄養学部に行事が偏っている傾向があるので、他の学部に

ついても本学発信による実施を検討していく。特に本学主催で実施している「看護・栄養セミ

ナー」、「看護セミナー」は、各回ともテーマを持った講演を行っているが、より多くの参加
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者が得られるように、地域の医療従事者のニーズによりマッチしたテーマで開催し、他の大

学・病院・施設などとの共催も考慮に入れて実施を検討している。また多くの教員が地域貢献

で活躍しているが、このことが高校生・保護者・高等学校に広く伝わっていない。ホームペー

ジなどでの告知などを検討している。 
 

[基準 A の自己評価] 

 本学の開学以来、「国家・社会に貢献できる人材の育成」という建学の精神のもと、地元一

宮市を中心にさまざまな社会貢献・地域連携活動を行ってきた。平成 24(2012)年 9 月の「修文

地域研究センター」設立以降は、「修文地域研究センター」が地域と本学との窓口となって諸

活動を行ってきた。その結果、諸活動の情報も「修文地域研究センター」に一元化され、ホー

ムページなどでの告知も可能になり、本学の地域貢献活動の実施と広報に役立ってきたため、

より一層、地域における大学の評価を高めてきた。特に学生が参加する行事に関しては、参加

者の評価が高く、また学生もやりがいを持って主体的に参加するようになった。このことは大

学の評価を高めると同時に、学生の意欲や知識・技術の向上に役立つものとなっている。ただ

し、従来の諸活動は地域からの要請で行ってきたものが主となっており、本学発信のものはま

だまだ少ない。また、本学学生が積極的に関わることで学修効果をより上げることができる行

事もあれば、学生の参加がほとんど見られない行事もある。主目的としては地域貢献活動であ

るが、大学で行う以上は学生に資する行事でもあるべきなので、今後は、学生のより積極的な

参加を促すような企画を検討していく。 
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Ⅴ．特記事項 
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Ⅵ．法令等の遵守状況一覧 

 

学校教育法 

 
遵守

状況 
遵守状況の説明 

該当 

基準項目 

第 83 条 ○ 同条に則して目的を設定している（学則第 1 条） 1－1 

第 85 条 ○ 3 学部を基本組織として設置している（学則第 5 条） 1－2 

第 87 条 ○ 
修業年限は 4 年と規定しており、在学年限を定めている 

（学則第 17 条） 
3－1 

第 88 条 ― 該当なし（編入学に対応していない） 3－1 

第 89 条 ― 該当なし（早期卒業には対応していない） 3－1 

第 90 条 ○ 入学資格を定めている（学則第 19 条） 2－1 

第 92 条 ○ 同条に則して職員組織を定めている（学則第 8 条） 

3－2 

4－1 

4－2 

第 93 条 ○ 同条に則して教授会を定めている（学則第 13 条） 4－1 

第 104 条 ○ 卒業者に学士の学位を授与している（学則第 40 条） 3－1 

第 105 条 ― 該当なし（履修証明制度は実施していない） 3－1 

第 108 条 ○ 短期大学部を併設している 2－1 

第 109 条 ○ 自己点検・評価について規定している（学則第 2 条） 6－2 

第 113 条 ○ 
情報開示について規定しており、ホームページにて教育研究活動

等を公表している（学則第 3 条） 
3－2 

第 114 条 ○ 大学運営に必要な事務職員を配置している（学則第 8 条） 
4－1 

4－3 

第 122 条 ― 該当なし（編入学に対応していない） 2－1 

第 132 条 ― 該当なし（編入学に対応していない） 2－1 

 

学校教育法施行規則 

 
遵守

状況 
遵守状況の説明 

該当 

基準項目 

第 4 条 ○ 学則に第 4 条各号の項目を規定している 
3－1 

3－2 

第 24 条 ○ 学籍簿及び教務システムを備えている 3－2 

第 26 条 

第 5 項 
○ 同条に則し懲戒を規定している（学則第 42 条） 4－1 

第 28 条 ○ 各担当部署において適正に管理している 3－2 

第 143 条 ○ 
修文大学評議会を設置（学則第 9 条、第 10 条、第 11 条、第 12

条、修文大学評議会規程） 
4－1 

第 146 条 ― 該当なし（科目等履修生の修業年限の通算には対応せず） 3－1 
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第 147 条 ― 該当なし（早期卒業には対応していない） 3－1 

第 148 条 ― 該当なし（早期卒業には対応していない） 3－1 

第 149 条 ― 該当なし（早期卒業には対応していない） 3－1 

第 150 条 ○ 入学資格を定めている（学則第 19 条） 2－1 

第 151 条 ― 該当なし（第 90 条第 2 項に該当せず、早期入学は実施していない） 2－1 

第 152 条 ― 該当なし（第 90 条第 2 項に該当せず、早期入学は実施していない） 2－1 

第 153 条 ― 該当なし（第 90 条第 2 項に該当せず、早期入学は実施していない） 2－1 

第 154 条 ― 該当なし（第 90 条第 2 項に該当せず、早期入学は実施していない） 2－1 

第 161 条 ― 該当なし（編入学に対応していない） 2－1 

第 162 条 ― 該当なし（外国大学からの転学制度はない） 2－1 

第 163 条 ○ 学年の始期及び終期を定めている（学則第 14 条、第 15 条） 3－2 

第 163 条の 2 ― 該当なし（学年の途中の入学制度は実施していない） 3－1 

第 164 条 ― 該当なし（履修証明の過程は設けていない） 3－1 

第 165 条の 2 ○ 

学部ごとにディプロマ・ポリシー（卒業の認定に関する方針）、

カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成及び実施に関する方針）、

アドミッション・ポリシー（入学者の受け入れに関する方針）を

定めホームページ等で公開している 

1－2 

2－1 

3－1 

3－2 

6－3 

第 166 条 ○ 自己点検・評価について規定している（学則第 2 条） 6－2 

第 172 条の 2 ○ 
情報開示について規定しており、ホームページにて教育研究活動

等を公表している（学則第 3 条） 

1－2 

2－1 

3－1 

3－2 

5－1 

第 173 条 ○ 卒業した者には、学位を授与している（学則第 40 条） 3－1 

第 178 条 ― 該当なし（編入学に対応していない） 2－1 

第 186 条 ― 該当なし（編入学に対応していない） 2－1 

 

大学設置基準 

 
遵守

状況 
遵守状況の説明 

該当 

基準項目 

第 1 条 ○ 常に大学設置基準を遵守し運営している 
6－2 

6－3 

第 2 条 ○ 各学部の教育研究上の目的を定めている（学則第 6 条） 
1－1 

1－2 

第 2 条の 2 ○ 
入学者選抜は文部科学省の入学者選抜要項に則り、入試委員会及

び広報課が中心となり全額体制で適正に実施している 
2－1 

第 2 条の 3 ○ 各種会議・委員会に職員が加わり協働体制を整えている 2－2 

第 3 条 ○ 大学設置基準に従って適切な数の教員を配置している 1－2 
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第 4 条 ○ 各学部に専攻により学科を設け、適切な数の教員を配置している 1－2 

第 5 条 ○ 1 学部に教職課程を設けている 1－2 

第 6 条 ― 該当なし（学部以外の教育研究上の組織は設けていない） 

1－2 

3－2 

4－2 

第 7 条 ○ 適切な各分野の教員を配置している 
3－2 

4－2 

第 10 条 ○ 大学設置基準に則り適正に担当者を配置している 
3－2 

4－2 

第 10 条の 2 ○ 大学設置基準に則り適正に担当者を配置している 3－2 

第 11 条 ― 該当なし（授業を担当しない教員は置いていない） 
3－2 

4－2 

第 12 条 ○ 専任教員は本学の専従である 
3－2 

4－2 

第 13 条 ○ 
各学部の専任教員数及び大学全体の専任教員数は基準を満たして

いる 

3－2 

4－2 

第 13 条の 2 ○ 適格者を選考している（修文大学学長選考規程第 8 条） 4－1 

第 14 条 ○ 
教員資格審査に関する内規に基づく教員の審査に関する基準に明

記している（修文大学教員資格審査基準） 

3－2 

4－2 

第 15 条 ○ 
教員資格審査に関する内規に基づく教員の審査に関する基準に明

記している（修文大学教員資格審査基準） 

3－2 

4－2 

第 16 条 ○ 
教員資格審査に関する内規に基づく教員の審査に関する基準に明

記している（修文大学教員資格審査基準） 

3－2 

4－2 

第 16 条の 2 ○ 
教員資格審査に関する内規に基づく教員の審査に関する基準に明

記している（修文大学教員資格審査基準） 

3－2 

4－2 

第 17 条 ○ 
教員資格審査に関する内規に基づく教員の審査に関する基準に明

記している（修文大学教員資格審査基準） 

3－2 

4－2 

第 18 条 ○ 収容定員は学則に定めている（学則第 5 条） 2－1 

第 19 条 ○ 
目標達成に必要な科目を置き、体系的に教育課程を編成している 

（学則第 24 条） 
3－2 

第 20 条 ○ 
教育課程は必修科目、選択科目に分け各年次に配当し編成してい

る（学則第 25 条） 
3－2 

第 21 条 ○ 単位の計算は、本条に則した内容で規定している（学則第 27 条） 3－1 

第 22 条 ○ 
1 年間の授業期間は、本条に則した内容で規定している（学則第

15 条） 
3－2 

第 23 条 ○ 
学年を 2 学期に分け、各期間 15 週単位で行っている（学則第 15

条） 
3－2 

第 24 条 ○ 
授業の方法及び施設、設備その他の教育上の諸条件、また養成課

程の法令上の条件を考慮して、教育効果を十分にあげられるよう
2－5 
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な適当な人数で行っている 

第 25 条 ○ 授業の方法は、本条に則した内容で規定している（学則第 25 条） 
2－2 

3－2 

第 25 条の 2 ○ 

授業の方法及び 1 年間の計画はシラバスに明示している 

成績評価及び卒業の認定はその基準を明示している（学則第 28

条、第 39 条） 

3－1 

第 25 条の 3 ○ 
FD 委員会を設置し、授業評価アンケートや FD 研修会などを実施

している。 

3－2 

3－3 

4－2 

第 26 条 ― 該当なし（昼夜開講制は行っていない） 3－2 

第 27 条 ○ 本条に則して単位を授与している（学則第 28 条） 3－1 
第 27 条の 2 ○ 1 年間に履修登録できる単位数を定めている（学則第 26 条） 3－2 

第 28 条 ○ 

他大学又は短期大学で修得した単位を、60 単位を超えない範囲で

本学における授業科目の履修により修得したものとみなす制度を

定めている（学則第 29 条） 

3－1 

第 29 条 ― 該当なし（大学以外の学修に対する単位認定制度は定めていない） 3－1 

第 30 条 ○ 

入学前の既修得単位を 60 単位を超えない範囲で本学における授

業科目の履修により修得したものとみなす制度を定めている（学

則第 30 条） 

3－1 

第 30 条の 2 ― 該当なし（長期履修制度を定めていない） 3－2 

第 31 条 ○ 科目等履修生度を定めている（学則第 45 条） 
3－1 

3－2 
第 32 条 ○ 本条に則して卒業要件を定めている（学則第 39 条） 3－1 
第 33 条 ― 該当なし（医学、歯学の学科なし） 3－1 
第 34 条 ○ 校地は教育に相応しい環境である 2－5 
第 35 条 ○ 敷地内に体育館、適切な位置に運動場を設けている 2－5 
第 36 条 ○ 校舎等施設は本条の基準通り適正に施設を設置している 2－5 
第 37 条 ○ 校地面積は本条の基準通り適正に設置している 2－5 
第 37 条の 2 ○ 校舎面積は本条の基準通り適正に設置している 2－5 
第 38 条 ○ 図書館の施設及び図書、職員について適正に配置している 2－5 
第 39 条 ― 該当なし（付属施設の保有義務がある学科はない） 2－5 
第 39 条の 2 ― 該当なし（薬学の学科はない） 2－5 
第 40 条 ○ 適正な機械、器具等を備えている 2－5 

第 40 条の 2 ― 該当なし（校地は 2 つ以上ない） 2－5 

第 40 条の 3 ○ 
教育研究を行うために適正に経費配分及び施設設備を整備してい

る 

2－5 

4－4 

第 40 条の 4 ○ 大学名、学部名、学科名は教育研究上の目的に合致している 1－1 

第 41 条 ○ 
大学事務局を置き、必要な部署及び専従の専任職員を配置してい

る 

4－1 

4－3 
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第 42 条 ○ 
厚生補導組織として学生支援センター、学生支援委員会、医務室、

学生相談室等を置いている 

2－4 

4－1 

第 42 条の 2 ○ 
職業的自立を図るため、学生支援センター、就職支援委員会を置

いている 
2－3 

第 42 条の 3 ○ SD 委員会を置き、研修を実施している 4－3 

第42 条の3の

2 
― 該当なし（学部等連係課程実施基本組織を置いていない） 3－2 

第 43 条 ― 該当なし（共同教育課程を置いていない） 3－2 

第 44 条 ― 該当なし（共同教育課程を置いていない） 3－1 

第 45 条 ― 該当なし（共同学科を置いていない） 3－1 

第 46 条 ― 該当なし（共同学科を置いていない） 
3－2 

4－2 

第 47 条 ― 該当なし（共同学科を置いていない） 2－5 

第 48 条 ― 該当なし（共同学科を置いていない） 2－5 

第 49 条 ― 該当なし（共同学科を置いていない） 2－5 

第 49 条の 2 ― 該当なし（工学に関する学部を置いていない） 3－2 

第 49 条の 3 ― 該当なし（工学に関する学部を置いていない） 4－2 

第 49 条の 4 ― 該当なし（工学に関する学部を置いていない） 4－2 

第 57 条 ― 該当なし（外国に組織を置いていない） 1－2 

第 58 条 ― 該当なし（大学院大学ではない） 2－5 

第 60 条 ○ 
令和 2(2020)年より医療科学部を設置し、段階的に教員組織、施設

及び設備を整備している 

2－5 

3－2 

4－2 

 

学位規則 

 
遵守

状況 
遵守状況の説明 

該当 

基準項目 

第 2 条 ○ 学士の学位は卒業した者に授与している（学則第 40 条） 3－1 

第 10 条 ○ 学位は適切な専門分野の名称を付記している（学則第 40 条） 3－1 

第 13 条 ○ 学則で定めている（学則第 39 条） 3－1 

 

私立学校法 

 
遵守

状況 
遵守状況の説明 

該当 

基準項目 

第 24 条 〇 
理事会を中心とした運営基盤は常に堅持・発展をし、教育の質向上

への研鑽及び情報公開も積極的に行っている。 
5-1 

第 26 条の 2 ―  5-1 

第 33 条の 2 〇 寄附行為第 34 条に明記し、遵守している。 5-1 

第 35 条 〇 寄附行為第 5 条に明記している。現在理事 8 人、監事 2 人 5-2 
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5-3 

第 35 条の 2 〇 
寄附行為第 5 条第 2 項に定め、理事のうち 1 人を理事長としてい

る。 

5-2 

5-3 

第 36 条 〇 理事会に関する要件をすべて満たしている。 5-2 

第 37 条 〇 
寄附行為第 11 条から 13 条に明記しており、役員の職務に関する

要件をすべて満たしている。 

5-2 

5-3 

第 38 条 〇 役員の選任に関する要件をすべて満たしている。 5-2 

第 39 条 〇 役員の兼職禁止を満たしている。 5-2 

第 40 条 〇 役員の欠員はない。 5-2 

第 41 条 〇 評議員会に関する要件をすべて満たしている。 5-3 

第 42 条 〇 定められた事項についてあらかじめ評議員会の意見を聞いている。 5-3 

第 43 条 〇 評議員会は役割を果たしている。 5-3 

第 44 条 〇 評議員の選任の要件をすべて満たしている。 5-3 

第 44 条の 2 ―  
5-2 

5-3 

第 44 条の 3 ―  
5-2 

5-3 

第 44 条の 4 ―  
5-2 

5-3 

第 45 条 〇 
寄附行為変更の際は、所管庁に事前へ事前に相談したうえで、認可

又は届出を行っている。 
5-1 

第 45 条の 2 〇 
事業計画及び、中期的な計画を立てている。また認証評価の結果を

厳粛に受け止め、計画に盛り込んでいる。 

1-2 

5-4 

6-3 

第 46 条 〇 毎会計年度終了後 2 月以内に行っている。 5-3 

第 47 条 〇 毎会計年度終了後 2 月以内に行っている。 5-1 

第 48 条 〇 寄附行為第 36 条に定め、別に定める報酬にて支給している。 
5-2 

5-3 

第 49 条 〇 会計年度は 4 月 1 日から翌年 3 月 31 日としている。 5-1 

第 63 条の 2 〇 寄附行為第 35 条に定め、公表をすべて行っている。 5-1 

 

学校教育法（大学院関係） 

 
遵守

状況 
遵守状況の説明 

該当 

基準項目 

第 99 条 ― 該当なし 1－1 

第 100 条 ― 該当なし 1－2 

第 102 条 ― 該当なし 2－1 
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学校教育法施行規則（大学院関係） 

 
遵守

状況 
遵守状況の説明 

該当 

基準項目 

第 155 条 ― 該当なし 2－1 

第 156 条 ― 該当なし 2－1 
第 157 条 ― 該当なし 2－1 
第 158 条 ― 該当なし 2－1 
第 159 条 ― 該当なし 2－1 
第 160 条 ― 該当なし 2－1 
 

大学院設置基準 

 
遵守

状況 
遵守状況の説明 

該当 

基準項目 

第 1 条 ― 該当なし 
6－2 

6－3 

第 1 条の 2 ― 該当なし 
1－1 

1－2 

第 1 条の 3 ― 該当なし 2－1 

第 1 条の 4 ― 該当なし 2－2 

第 2 条 ― 該当なし 1－2 

第 2 条の 2 ― 該当なし 1－2 

第 3 条 ― 該当なし 1－2 
第 4 条 ― 該当なし 1－2 
第 5 条 ― 該当なし 1－2 
第 6 条 ― 該当なし 1－2 
第 7 条 ― 該当なし 1－2 

第 7 条の 2 ― 該当なし 

1－2 

3－2 

4－2 

第 7 条の 3 ― 該当なし 

1－2 

3－2 

4－2 

第 8 条 ― 該当なし 
3－2 

4－2 

第 9 条 ― 該当なし 
3－2 

4－2 

第 10 条 ― 該当なし 2－1 

第 11 条 ― 該当なし 3－2 

第 12 条 ― 該当なし 2－2 
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3－2 

第 13 条 ― 該当なし 
2－2 

3－2 

第 14 条 ― 該当なし 3－2 

第 14 条の 2 ― 該当なし 3－1 

第 14 条の 3 ― 該当なし 
3－3 

4－2 

第 15 条 ― 該当なし 

2－2 

2－5 

3－1 

3－2 

第 16 条 ― 該当なし 3－1 

第 17 条 ― 該当なし 3－1 

第 19 条 ― 該当なし 2－5 

第 20 条 ― 該当なし 2－5 

第 21 条 ― 該当なし 2－5 

第 22 条 ― 該当なし 2－5 

第 22 条の 2 ― 該当なし 2－5 

第 22 条の 3 
― 該当なし 

2－5 

4－4 

第 22 条の 4 ― 該当なし 1－1 

第 23 条 ― 該当なし 
1－1 

1－2 

第 24 条 ― 該当なし 2－5 

第 25 条 ― 該当なし 3－2 

第 26 条 ― 該当なし 3－2 

第 27 条 ― 該当なし 
3－2 

4－2 

第 28 条 ― 該当なし 

2－2 

3－1 

3－2 

第 29 条 ― 該当なし 2－5 

第 30 条 ― 該当なし 
2－2 

3－2 

第 30 条の 2 ― 該当なし 3－2 

第 31 条 ― 該当なし 3－2 

第 32 条 ― 該当なし 3－1 

第 33 条 ― 該当なし 3－1 

第 34 条 ― 該当なし 2－5 
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第 34 条の 2 ― 該当なし 3－2 

第 34 条の 3 ― 該当なし 4－2 

第 42 条 ― 該当なし 
4－1 

4－3 

第 43 条 ― 該当なし 4－3 

第 45 条 ― 該当なし 1－2 

第 46 条 ― 該当なし 
2－5 

4－2 

 

専門職大学院設置基準 

 
遵守

状況 
遵守状況の説明 

該当 

基準項目 

第 1 条 ― 該当なし 
6－2 

6－3 

第 2 条 ― 該当なし 1－2 

第 3 条 ― 該当なし 3－1 

第 4 条 ― 該当なし 
3－2 

4－2 

第 5 条 ― 該当なし 
3－2 

4－2 
第 6 条 ― 該当なし 3－2 
第 6 条の 2 ― 該当なし 3－2 

第 7 条 ― 該当なし 2－5 

第 8 条 ― 該当なし 
2－2 

3－2 

第 9 条 ― 該当なし 
2－2 

3－2 

第 10 条 ― 該当なし 3－1 

第 11 条 ― 該当なし 

3－2 

3－3 

4－2 

第 12 条 ― 該当なし 3－2 

第 13 条 ― 該当なし 3－1 

第 14 条 ― 該当なし 3－1 

第 15 条 ― 該当なし 3－1 

第 16 条 ― 該当なし 3－1 

第 17 条 ― 該当なし 

1－2 

2－2 

2－5 
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3－2 

4－2 

4－3 

第 18 条 ― 該当なし 

1－2 

3－1 

3－2 

第 19 条 ― 該当なし 2－1 

第 20 条 ― 該当なし 2－1 

第 21 条 ― 該当なし 3－1 

第 22 条 ― 該当なし 3－1 

第 23 条 ― 該当なし 3－1 

第 24 条 ― 該当なし 3－1 

第 25 条 ― 該当なし 3－1 

第 26 条 ― 該当なし 

1－2 

3－1 

3－2 

第 27 条 ― 該当なし 3－1 

第 28 条 ― 該当なし 3－1 

第 29 条 ― 該当なし 3－1 

第 30 条 ― 該当なし 3－1 

第 31 条 ― 該当なし 3－2 

第 32 条 ― 該当なし 3－2 

第 33 条 ― 該当なし 3－1 

第 34 条 ― 該当なし 3－1 

第 42 条 ― 該当なし 
6－2 

6－3 

 

学位規則（大学院関係） 

 
遵守

状況 
遵守状況の説明 

該当 

基準項目 

第 3 条 ― 該当なし 3－1 

第 4 条 ― 該当なし 3－1 

第 5 条 ― 該当なし 3－1 

第 12 条 ― 該当なし 3－1 

 

大学通信教育設置基準 

 
遵守

状況 
遵守状況の説明 

該当 

基準項目 

第 1 条 ― 該当なし 6－2 
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6－3 

第 2 条 ― 該当なし 3－2 

第 3 条 ― 該当なし 
2－2 

3－2 

第 4 条 ― 該当なし 3－2 

第 5 条 ― 該当なし 3－1 

第 6 条 ― 該当なし 3－1 

第 7 条 ― 該当なし 3－1 

第 9 条 ― 該当なし 
3－2 

4－2 

第 10 条 ― 該当なし 2－5 

第 11 条 ― 該当なし 2－5 

第 12 条 ― 該当なし 
2－2 

3－2 

第 13 条 ― 該当なし 
6－2 

6－3 

※「遵守状況」の欄に、法令等の遵守の状況を「○」「×」で記載し、該当しない場合は「―」で記載するこ

と。 

※「遵守状況の説明」は簡潔に記載すること。 

※大学院等を設置していないなど、組織自体がない場合は、法令名の横に「該当なし」と記載すること。 
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Ⅶ．エビデンス集一覧 

エビデンス集（データ編）一覧 
コード タイトル 備考 

【共通基礎】 認証評価共通基礎データ  

【表 F－1】 理事長名、学長名等  

【表 F－2】 附属校及び併設校、附属機関の概要  

【表 F－3】 外部評価の実施概要  

【表 2－1】 学部、学科別在籍者数（過去 5 年間）  

【表 2－2】 研究科、専攻別在籍者数（過去 3 年間） 該当なし 

【表 2－3】 学部、学科別退学者数及び留年者数の推移（過去 3 年間）  

【表 2－4】 就職相談室等の状況  

【表 2－5】 就職の状況（過去 3 年間）  

【表 2－6】 卒業後の進路先の状況（前年度実績）  

【表 2－7】 大学独自の奨学金給付・貸与状況（授業料免除制度）（前年度実績）  

【表 2－8】 学生の課外活動への支援状況（前年度実績）  

【表 2－9】 学生相談室、保健室等の状況  

【表 2－10】 附属施設の概要（図書館除く） 該当なし 

【表 2－11】 図書館の開館状況  

【表 2－12】 情報センター等の状況 該当なし 

【表 3－1】 授業科目の概要  

【表 3－2】 成績評価基準  

【表 3－3】 修得単位状況（前年度実績）  

【表 3－4】 年間履修登録単位数の上限と進級、卒業（修了）要件（単位数）  

【表 4－1】 学部、学科の開設授業科目における専兼比率  

【表 4－2】 職員数と職員構成（正職員・嘱託・パート・派遣別、男女別、年齢別）  

【表 5－1】 財務情報の公表（前年度実績）  

【表 5－2】 事業活動収支計算書関係比率（法人全体のもの）  

【表 5－3】 事業活動収支計算書関係比率（大学単独）  

【表 5－4】 貸借対照表関係比率（法人全体のもの）  

【表 5－5】 要積立額に対する金融資産の状況（法人全体のもの）（過去 5 年間）  

※該当しない項目がある場合は、備考欄に「該当なし」と記載。 
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エビデンス集（資料編）一覧 
基礎資料 

コード 
タイトル  

該当する資料名及び該当ページ 備考 

【資料 F－1】 
寄附行為 

学校法人修文学院 寄附行為  

【資料 F－2】 
大学案内 

大学案内 CAMPUS GUIDE 2020  

【資料 F－3】 
大学学則、大学院学則 

修文大学学則  

【資料 F－4】 
学生募集要項、入学者選抜要綱 

令和 2(2020)年度学生募集要項  

【資料 F－5】 
学生便覧 

令和元(2019)年度学生便覧  

【資料 F－6】 
事業計画書 
  

【資料 F－7】 
事業報告書 

令和元(2019)年度事業報告  

【資料 F－8】 
アクセスマップ、キャンパスマップなど 

アクセスマップ、キャンパスマップ、校舎配置図  

【資料 F－9】 
法人及び大学の規程一覧（規程集目次など） 

学校法人修文学院規程、修文大学規程集  

【資料 F－10】 

理事、監事、評議員などの名簿（外部役員・内部役員）及び理事会、評議員会の前年度開

催状況（開催日、開催回数、出席状況など）がわかる資料 

令和元(2019)年度学校法人修文学院役員名簿 

令和元(2019)年理事会及び評議員会の開催状況 
 

【資料 F－11】 
決算等の計算書類（過去 5 年間）、監事監査報告書（過去 5 年間） 

  

【資料 F－12】 
履修要項、シラバス（電子データ） 

令和元(2019)年度シラバス  

【資料 F－13】 
三つのポリシー一覧（策定単位ごと） 

  

【資料 F－14】 
設置計画履行状況等調査結果への対応状況（直近のもの） 

修文大学医療科学部設置認可申請書  

【資料 F－15】 
認証評価で指摘された事項への対応状況（直近のもの） 

修文大学医療科学部 設置計画履行状況報告書（令和 2 年度）  
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Ⅰ．建学の精神・大学の基本理念、使命、目的、大学の個性・特色等 

基準 1．使命・目的等 

基準項目 

コード 該当する資料名及び該当ページ 備考 

1－1．建学の精神 

【資料 1－1－1】 令和元(2019)年度学生便覧（健康栄養学部） 基礎資料 F－5 

【資料 1－1－2】 令和元(2019)年度学生便覧（看護学部） 基礎資料 F－5 

【資料 1－1－3】 令和元(2019)年度シラバス（健康栄養学部） 基礎資料 F－12 

【資料 1－1－4】 令和元(2019)年度シラバス（看護学部） 基礎資料 F－12 

1－2．使命・目的 

【資料 1－2－1】 修文大学学則 基礎資料 F－3 

【資料 1－2－2】 令和元(2019)年度学生便覧（健康栄養学部） 基礎資料 F－5 

【資料 1－2－3】 令和元(2019)年度学生便覧（看護学部） 基礎資料 F－5 

【資料 1－2－4】 令和元(2019)年度シラバス（健康栄養学部） 基礎資料 F－12 

【資料 1－2－5】 令和元(2019)年度シラバス（看護学部） 基礎資料 F－12 

1－3．大学の個性・特色等 

【資料 1－3－1】 令和元(2019)年度学生便覧（健康栄養学部） 基礎資料 F－5 

【資料 1－3－2】 令和元(2019)年度学生便覧（看護学部） 基礎資料 F－5 

【資料 1－3－3】 令和元(2019)年度シラバス（健康栄養学部） 基礎資料 F－12 

【資料 1－3－4】 令和元(2019)年度シラバス（看護学部） 基礎資料 F－12 

Ⅱ．沿革と現況 

基準項目 

コード 該当する資料名及び該当ページ 備考 

1－1．本学の沿革 

【資料 1－1－1】 令和元(2019)年度学生便覧（健康栄養学部） 基礎資料 F－5 

【資料 1－1－2】 令和元(2019)年度学生便覧（看護学部） 基礎資料 F－5 

【資料 1－1－3】 令和元(2019)年度シラバス（健康栄養学部） 基礎資料 F－12 

【資料 1－1－4】 令和元(2019)年度シラバス（看護学部） 基礎資料 F－12 

【資料 1－1－5】 地域に根づく教えここに～一宮女学園の歩み～  

1－2．本学の現況 

【資料 1－2－1】 修文大学学則 基礎資料 F－3 

【資料 1－2－2】 大学案内 CAMPUS GUIDE 2020 基礎資料 F－2 

【資料 1－2－3】 学部、学科別在籍者数（過去 5 年間）  

【資料 1－2－4】 
職員数と職員構成（正職員・嘱託・パート・派遣別、男女別、

年齢別） 
 

【資料 1－2－5】 ホームページ  

【資料 1－2－6】 令和 2(2020)年度学生募集要項 基礎資料 F－4 

【資料 1－2－7】 令和元(2019)年度学生便覧（健康栄養学部） 基礎資料 F－5 
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【資料 1－2－8】 令和元(2019)年度学生便覧（看護学部） 基礎資料 F－5 

 

Ⅲ．評価機構が定める基準に基づく自己評価 

基準 1．使命・目的等  

基準項目 

コード 該当する資料名及び該当ページ 備考 

1－1．使命・目的及び教育目的の設定 

【資料 1－1－1】 修文大学学則 基礎資料 F－3 

【資料 1－1－2】 令和元(2019)年度シラバス（健康栄養学部） 基礎資料 F―12 

【資料 1－1－3】 令和元(2019)年度シラバス（看護学部） 基礎資料 F―12 

【資料 1－1－4】 大学案内 CAMPUS GUIDE 2020 基礎資料 F－2 

【資料 1－1－5】 ホームページ  

1－2．使命・目的及び教育目的の反映 

【資料 1－2－1】 修文大学学則 基礎資料 F－3 

【資料 1－2－2】 大学案内 CAMPUS GUIDE 2020 基礎資料 F―2 

【資料 1－2－3】 ホームページ  

【資料 1－2－4】 令和 2(2020)年度学生募集要項 基礎資料 F－4 

【資料 1－2－5】 令和元(2019)年度学生便覧（健康栄養学部） 基礎資料 F－5 

【資料 1－2－6】 令和元(2019)年度学生便覧（看護学部） 基礎資料 F－5 

基準 2．学生 

基準項目 

コード 該当する資料名及び該当ページ 備考 

2－1．学生の受入れ 

【資料 2－1－1】 大学案内 CAMPUS GUIDE 2020 基礎資料 F－2 

【資料 2－1－2】 ホームページ  

【資料 2－1－3】 令和 2(2020)年度学生募集要項 基礎資料 F―4 

【資料 2－1－4】 オープンキャンパス実施要領  

2－2．学修支援 

【資料 2－2－1】 令和元(2019)年度授業評価アンケート  

【資料 2－2－2】 令和元(2019)年度シラバス（健康栄養学部） 基礎資料 F―12 

【資料 2－2－3】 令和元(2019)年度シラバス（看護学部） 基礎資料 F―12 

【資料 2－2－4】 令和元(2019)年度オリエンテーションタイムテーブル  

2－3．キャリア支援 

【資料 2－3－1】 修文大学進路支援委員会規程  

【資料 2－3－2】 キャリアデザイン年間計画  

【資料 2－3－3】 就職ガイダンス年間計画  

【資料 2－3－4】 令和元(2019)年度学内病院合同説明会  

【資料 2－3－5】 病院合同説明会アンケート集計  
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【資料 2－3－6】 令和元(2019)年度 CAREER Handbook  

【資料 2－3－7】 令和 2(2020)年度卒業生クラス別就職・進学先一覧  

【資料 2－3－8】 就職試験報告書  

【資料 2－3－9】 企業訪問一覧  

【資料 2－3－10】 インターンシップガイダンス実施要領  

【資料 2－3－11】 求人検索 NAVI  

2－4．学生サービス 

【資料 2－4－1】 学生支援委員会規程  

【資料 2－4－2】 学生会規程  

【資料 2－4－3】 学生大会  

【資料 2－4－4】 スポーツ大会実施要領  

【資料 2－4－5】 学生会誌  

【資料 2－4－6】 大学祭実行委員会規程  

【資料 2－4－7】 大学祭パンフレット  

【資料 2－4－8】 後援会からの参加費及び交通費等の支援  

【資料 2－4－9】 市民健康まつり実施要領  

【資料 2－4－10】 国際ボーリング大会実施要領  

【資料 2－4－11】 おりもの感謝祭一宮七夕まつり実施要領  

【資料 2－4－12】 一宮だいだいフェスタ大集合～for Halloeen2019 実施要領  

【資料 2－4－13】 大江川クリーン作成 Vol.21  

【資料 2－4－14】 修文学院奨学生規程  

【資料 2－4－15】 特待生制度規程  

【資料 2－4－16】 健康診断実施資料  

【資料 2－4－17】 学生相談室の体制の周知資料  

【資料 2－4－18】 修文大学学生寮規程  

2－5．学修環境の整備 

【資料 2－5－1】 校地面積 共通基礎 

【資料 2－5－2】 校舎配置図 共通基礎 

2－6．学生の意見・要望への対応 

【資料 2－6－1】 健康栄養学部卒業時アンケート・看護学部卒業時アンケート  

【資料 2－6－2】 健康栄養学部卒業生アンケート  

基準 3．教育課程 

基準項目 

コード 該当する資料名及び該当ページ 備考 

3－1．単位認定、卒業認定、修了認定 

【資料 3－1－1】 令和元(2019)年度学生便覧（健康栄養学部） 基礎資料 F―5 

【資料 3－1－2】 令和元(2019)年度学生便覧（看護学部） 基礎資料 F―5 

【資料 3－1－3】 令和元(2019)年度シラバス（健康栄養学部） 基礎資料 F―12 
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【資料 3－1－4】 令和元(2019)年度シラバス（看護学部） 基礎資料 F―12 

3－2．教育課程及び教授方法 

【資料 3－2－1】 令和元(2019)年度学生便覧（健康栄養学部） 基礎資料 F―5 

【資料 3－2－2】 令和元(2019)年度学生便覧（看護学部） 基礎資料 F―5 

【資料 3－2－3】 令和元(2019)年度シラバス（健康栄養学部） 基礎資料 F―12 

【資料 3－2－4】 令和元(2019)年度シラバス（看護学部） 基礎資料 F―12 

【資料 3－2－5】 修文大学 FD 活動報告書  

3－3．学修成果の点検・評価 

【資料 3－3－1】 令和元(2019)年度学生便覧（健康栄養学部） 基礎資料 F―5 

【資料 3－3－2】 令和元(2019)年度学生便覧（看護学部） 基礎資料 F―5 

【資料 3－3－3】 令和元(2019)年度シラバス（健康栄養学部） 基礎資料 F―12 

【資料 3－3－4】 令和元(2019)年度シラバス（看護学部） 基礎資料 F―12 

【資料 3－3－5】 修文大学 GPA 制度に関する規程（学生便覧） 基礎資料 F－5 

基準 4．教員・職員 

基準項目 

コード 該当する資料名及び該当ページ 備考 

4－1．教学マネジメントの機能性 

【資料 4－1－1】 教学マネジメント委員会規程  

【資料 4－1－2】 学長賞規程  

【資料 4－1－3】 令和元年(2019)年度学長裁量教育改革経費応募要領  

【資料 4－1－4】 ベストティーチャー賞規程  

【資料 4－1－5】 FD 委員会規程  

【資料 4－1－6】 
名古屋大学医学部・大学院医学系研究科と修文大学との連携・

協力に関する基本協定書 
 

【資料 4－1－7】 
一宮市と修文大学・修文大学短期大学部との包括連携に関する

協定書 
 

【資料 4－1－8】 
修文大学・修文大学短期大学部と尾西信用金庫との産学連携に

関する包括提携所 
 

【資料 4－1－9】 修文地域研究センター規程  

【資料 4－1－10】 修文国際センター規程  

【資料 4－1－11】 

修文大学・修文大学短期大学部とハワイ大学カピラオニコミュ

ニティカレッジとの基本合意、インバウンド留学プログラム基

本合意書 

 

【資料 4－1－12】 ハワイパシフィック大学と修文大学との国際協力基本合意書  

【資料 4－1－13】 
ハワイ海外研修 平成 29(2017)年 3 月、平成 30(2018)年 3 月、

平成 31(2019)年 3 月、令和元(2019)年 9 月 
 

【資料 4－1－14】 七夕サマースクールプログラム 平成 30(2018)年 7 月  

4－2．教員の配置・職能開発等 

【資料 4－2－1】 修文大学教員資格審査委員会規程  
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【資料 4－2－2】 修文大学教員資格審査基準  

【資料 4－2－3】 修文大学 FD 委員会規程  

【資料 4－2－4】 授業評価アンケート（講義、演習科目用）様式  

【資料 4－2－5】 授業評価アンケート（実習、実験、実技科目用）様式  

【資料 4－2－6】 
授業アンケート結果を受けての私の授業改善行動について（報

告様式） 
 

【資料 4－2－7】 ベストティーチャー賞決定資料  

【資料 4－2－8】 ベストティーチャー賞受賞者一覧表資料  

【資料 4－2－9】 一般公開型授業参観の案内 様式  

【資料 4－2－10】 相互授業参加 FD シート 様式  

【資料 4－2－11】 令和元(2019)年度 FD 研修会資料  

【資料 4－2－12】 令和元(2019)年度 FD 研修会のまとめ  

【資料 4－2－13】 令和元(2019)年度 FD 研修会会議資料  

【資料 4－2－14】 令和元(2019)年度 FD 委員会活動総括  

4－3．職員の研修 

【資料 4－3－1】 修文大学 ＳＤ委員会規程  

【資料 4－3－2】 事務局長 研修会資料  

【資料 4－3－3】 教務課  研修会資料  

【資料 4－3－4】 学生支援センター 研修会資料  

【資料 4－3－5】 総務課 研修会資料  

4－4．研究支援 

【資料 4－4－1】 研究費助成に関する規定  

【資料 4－4－2】 研究費予算執行計画書  

【資料 4－4－3】 教育用備品・機器・消耗品の購入について  

【資料 4－4－4】 研究日申請書  

【資料 4－4－5】 研究外出願  

【資料 4－4－6】 研究活動報告書（記載例）  

【資料 4－4－7】 修文大学附属図書館規程  

【資料 4－4－8】 修文大学附属図書館利用規程  

【資料 4－4－9】 修文大学動物実験規程  

【資料 4－4－10】 修文大学・修文大学短期大学部 研究者行動規範  

【資料 4－4－11】 
修文大学・修文大学短期大学部 研究活動上の不正行為の防止

及び対応に関する規定 
 

【資料 4－4－12】 修文大学・修文大学短期大学部 公的研究費管理規程  

【資料 4－4－13】 修文大学・修文大学短期大学部 研究倫理審査委員会規程  

【資料 4－4－14】 修文大学・修文大学短期大学部 利益相反規程  

【資料 4－4－15】 動物実験に関する自己点検・評価報告書（令和元(2019)年度）  

【資料 4－4－16】 修文大学学長裁量教育改革経費応募要領  
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【資料 4－4－17】 修文大学学長裁量教育改革経費計画書  

【資料 4－4－18】 修文大学学長裁量教育改革経費成果報告書  

基準 5．経営・管理と財務 
基準項目 

コード 該当する資料名及び該当ページ 備考 

5－1．経営の規律と誠実性 

【資料 5－1－1】 修文学院中長期計画（令和 2(2020)年～令和 6(2024)年度）  

【資料 5－1－2】 学校法人修文学院寄附行為 基礎資料 F－1 

【資料 5－1－3】 学校法人修文学院就業規則  

【資料 5－1－4】 学校法人修文学院個人情報保護法に関する規程  

【資料 5－1－5】 学校法人修文学院公益通報に関する規程  

【資料 5－1－6】 修文大学毒物及び劇物管理規程  

【資料 5－1－7】 修文大学感染症廃棄物処理規程  

【資料 5－1－8】 修文大学感染症廃棄物処理マニュアル  

【資料 5－1－9】 学校法人修文学院ハラスメント防止規程  

5－2．理事会の機能 
   

5－3．管理運営の円滑化と相互チェック 

【資料 5－3－1】 修文大学評議会規程  

5－4．財務基盤と収支 

   

5－5．会計 

   

基準 6．内部質保証 

基準項目 

コード 該当する資料名及び該当ページ 備考 

6－1．内部質保証の組織体制 

【資料 6－1－1】 自己点検・評価委員会規程  

【資料 6－1－2】 打ち合わせ会資料  

【資料 6－1－3】 令和元(2019)年度学生便覧（健康栄養学部） 基礎資料 F－5 

【資料 6－1－4】 令和元(2019)年度学生便覧（看護学部） 基礎資料 F－5 

6－2．内部質保証のための自己点検・評価 

【資料 6－2－1】 自己点検・評価委員会規程  

【資料 6－2－2】 自己点検・自己評価報告書  

【資料 6－2－3】 授業評価アンケート  

【資料 6－2－4】 
令和元(2019)年度授業アンケートを受けて（私の授業改善行動

について） 
 

【資料 6－2－5】 相互研修型の授業参観（一般公開型および個別型）実施状況報  
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告書 

【資料 6－2－6】 入学前講座・入学前課題  

【資料 6－2－7】 追跡調査進級率・退学率・卒業率  

【資料 6－2－8】 入試区分ごとの GPA  

6－3．内部質保証の機能性 

【資料 6－3－1】 自己点検・評価委員会規程  

【資料 6－3－2】 授業評価アンケート報告書  

【資料 6－3－3】 FD 委員会会議資料  

【資料 6－3－4】 FD 委員会活動総括  

基準 A．地域貢献 

基準項目 

コード 該当する資料名及び該当ページ 備考 

A－1．地域貢献 

【資料 A－1－1】   

※必要に応じて、記入欄を追加・削除すること。 


